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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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鬼にパンツ




ギャラリー







　──真ま咲さき、俺と結けつ婚こんしよう。真咲のこと一生、大事にする。

　夢の中で聞こえてくるその声は、よく知った男のものだった。

　いつなのかどこなのかもわからない、何もかもが朧おぼろな空間は白い靄もやに包まれて、彼と真咲はなぜか二人きりでそこに立っている。

　彼はひどく真しん剣けんな顔で、真咲の手をとった。その手は力強く、真咲の柔やわな心ごと摑つかむので、容易にはとれそうもない痕あとがくっきりとついてしまう。

　返事をするつもりで口を開くと、途と端たんに身体からだが動かなくなった。いいとも嫌いやだとも言えず、そのうち彼の美しい輪りん郭かくはぼやけて融とけて、あっけなく靄の一部になる。

『あっ』

　そのとき突とつ然ぜん、強い風が吹ふいた。白色の靄は散り、無数の薄はく片へんに変わる。はかなくひらひらと舞まうさまは、雪のようにも花のようにも見えた。

　そこに彼はもういない。わかっているのに動けない。瞬まばたきするたび欠片かけらは増えて真咲の視界を白く埋うめ、面おも影かげさえも塗ぬりつぶす。そして──




「…………。またか……」

　白い靄の夢から真咲を引き戻もどしたのは、規則正しいアラームの音だった。

　ごろりと怠たい惰だな姿勢で引き寄せたスマートフォンの表示を見て、いつもより三十分早く設定したことを思い出す。指先を滑すべらせてアラームを止めると、朧気な夢は攪かく拌はんされてクリアな現実へと変わった。

　起き出して洗面所に立つと、萎しおれた自分が鏡に映る。今夏も日焼けとは無む縁えんだった白はく皙せきは、真咲の表情をより脆もろく見せた。洗顔フォームの泡あわと一いつ緒しよにこびりついた寂さびしさを洗い流すと、ようやく顔が起きてほっとする。

　プロポーズの夢を見るのは、これがはじめてではない。しかしどうしてよりによって今日、とはうらめしく思う。

　前後関係はまったくわからず、ただ相手の顔と声、触ふれた手の感かん触しよくだけがなまなましい夢。

　これもひとつの職業病なのだろうか。少なくとも、予知夢や正夢の類たぐいではない。ならば願望が見せる幻まぼろしか。──だとしたら、まったくむなしいかぎりである。

　相手はとっくの昔に失しつ恋れんした、幼おさな馴な染じみなのだから。
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　マンションを出ると、雨上がりの匂においがした。明け方まで降っていたのだろう、アスファルトの地面は濡ぬれ、エントランス前に生おい茂しげる樹木の葉色が一段と濃こく見える。

　鈍にび色いろの雲の隙すき間まから久しぶりに注ぐ陽光は柔らかく、吹き渡わたる風の軽さに秋の気配を感じた。足あし下もとの水みず溜たまりからきらりと照り返しを受けて、ふと頰ほおがゆるむ。ここ数日の霖りん雨うがこのタイミングで終わってくれるとは、幸さい先さきがいい。そんなふうに思うのは、今日が異動して最初の出勤日だからかもしれない。

　比ひ良ら野の真咲は都内の老舗しにせホテルで働くウェディングプランナーだ。日本をはじめとするアジアや欧おう米べいの主要都市で事業を展開するホテルグループ、藤ふじ原わらホテルズアンドリゾーツに入社して六年目の二十八歳である。

　上司から内示を受けたのは、一月ほど前のことだった。異動先は、新規ブライダル事業部。事業拡大の一いつ環かんで、新しいリゾートウェディング施し設せつを立ち上げる部署らしい。

　サラリーマンなら、よくある話。ある程度の覚かく悟ごはしていた真咲に上司は、転勤することになっても構わないかと確かく認にんしてきた。

　驚おどろきはしたものの、ためらう理由にはならなかった。これまで日本各地や海外の直営ホテルに異動していった同どう僚りようも少なくはない。

『で、どこに行けばいいんですか？』

『ごめんなさい。それはわたしの口からは言えないの』

　直属の上司である婚礼企き画かく部の徳とく永ながは、整った眉まゆを器用に寄せてすまなそうな顔をした。

　海外ではない。転勤先での住居費用は完全会社負担で、手続き等の面めん倒どうも一いつ切さい心配しなくていい。任期は未定なので、現在の住まいは引き払はらってほしい。話をまとめると、「身ひとつで来い」というやつだ。しかし真咲がいちばん驚いたのは、提示された給きゆう与よが今よりも半はん端ぱなくアップしていたことである。

『……悪くないでしょ？』

『わ、悪くないですね……』

　どこへ飛ばされるのかと怯ひるみかけた心が、ポジティブな方向へと傾かたむく。お金につられたわけではない。あらゆる情報がマスクされた状態で高額の報ほう酬しゆうが約束されている仕事など、むしろ危険だ。これが路地裏で見知らぬ輩やからに持ちかけられた話なら、即そく座ざに走って逃にげている。だがここは通い慣れた職場で、相手は尊敬する先せん輩ぱいプランナーであり上司だ。

　今の仕事に不満はないが、そろそろ新しいことをしてみたいという気持ちもあった。それが今までの経験を活いかせる部署なら、願ってもない。

『わかりました。やってみます』

『本当に？　いいの？　その……立ち入ったこと訊きいて悪いけど、結婚の予定とかは……』

『ご存じの通り、ないですよ』

『けどほら、そういう人にかぎって電でん撃げき入にゆう籍せきとかあるでしょ。比良野は歳としの割にしっかりしてるし、きれいで人目も惹ひくじゃない？　もしかして……と思って』

『……きれいかどうかはともかく、この歳で独身なのは珍めずらしくありませんって』

　晩婚未婚が増加の一いつ途とをたどっているのはブライダル業界におらずとも周知の事実だろうに、近しい者に当てはめて考えるのは難しいのか、徳永は納なつ得とくいかない様子で首をひねる。

『それはそうだけど……やっぱりあの白しろ無む垢く姿がまずかったのかな、とか考えちゃうのよね』

　あの白無垢姿というのは二年ほど前、社内研修に駆かり出されたときの話だ。半ばだまし討うちのような形で新婦役の白無垢を着付けられたという、なかなかしょっぱい過去である。

『研修の時期になると、いまだに話題になるんだって。肌はだはみずみずしいし、黒目がちょっと色っぽい感じでしょ。紅を差したらもう、どこのプロ？　って感じで。それでいて窮きゆう屈くつそうな所作は、かえって手を貸したくなるって評判だったし』

　百七十三センチという身長の割には、肩かたも腰こしも細いことは認めよう。顔の作りがどちらかといえば中性的であることも。しかしプロとはなんだ、プロとは。

『美しさも一線を越こえると憧あこがれで終わっちゃう、っていう残念な例かしら……』

『徳永さん、話逸それてます』

　この手の話は昔から引きも切らない。そして徳永はときどき、ウェディングプランナーではなく仲人なこうど系アドバイザーと化す。

『お気き遣づかいはありがたく頂ちよう戴だいします。けど俺なら平気ですから。今回の話、受けますよ』

『そうか……うん、わかった。ありがとう、比良野』

　真咲が改めて承しよう諾だくすると、徳永はあからさまに安あん堵どの表情になった。よくよく考えてみれば、自分に白羽の矢が立ったのもなんとなくわかる気がする。ある程度経験を積んだ中ちゆう堅けんで独身となると、該がい当とうするメンバーは自分しかいない。もしこれが家庭のある社員なら、そう簡単にはいかないだろう。

　その点、真咲は気楽だ。寂しがってくれる恋こい人びともいないのは身軽すぎる気もするが、恋れん愛あいと縁えん遠どおくなってから長い時間が過ぎ、焦あせる気持ちも薄うすれていた。近年好きな人すらできず、同僚とそんな会話になるときはいつも聞き役だ。

　式場見学に訪おとずれるお客さまの話を聞けば、素す直なおに「いいな」と思う。見つめあう二人の間には許しあった何かが流れているような気がして、それがとても羨うらやましい。なのにいざ自分のこととなると、心がまったく動かなかった。

　朧気に自覚した中学生のときから、真咲の恋愛対象は同性だ。けれど、恋人ができない理由にはならないなと、最近つくづく思う。

　確かにチャンスは少ない。仕事場はそもそも女性が多く、数名の男性社員は既き婚こん者。男性のお客さまも皆みな、彼女持ちか婚約済みだ。職場恋愛の可能性は、まずない。

　そうなるとプライベートで探すしかないのだが、スマホでその手のサイトを覗のぞくくらいが関の山で、実際に誰だれかと会ったことはなかった。画面をスクロールするたびに出会いを求める人の顔が連々と現れるのを見るだけで、わけもなく疲つかれてしまうのだ。

　ともかくこんな調子で、入社以来はじめての異動が決まった。異動までの約一ヶ月は、自分が担当する結婚式の準備に加えて引き継つぎまでこなさねばならず、真咲はもちろん同僚たちもむちゃくちゃに忙いそがしくなった。常じよう軌きを逸いつした仕事量に嫌いやな顔ひとつせず、さらに合間を縫ぬって壮そう行こう会まで開いてくれた彼らには、感謝してもし足りない。

　顧こ客きやくへの挨あい拶さつまで含ふくめた部内の仕事をすべて終え、ようやくまともに眠ねむれたのが昨夜だった。もしかしたら緊きん張ちようが解けたせいで、久しぶりにあの白い靄もやの夢を見たのかもしれない。寝ね起おきの気分はともかく、身体からだの疲れはすっかりとれていた。

　地下鉄の駅を出て、日ひ比び谷や通りを歩くこと約五分。華はなやかな喧けん騒そうが遠のき、豊かな緑に抱いだかれた藤原ホテルの外観が見えてくる。近代建築の粋すいを集めた本館のたたずまいは優美でいて力強く、昭和初期から今に至るまで現げん役えきだ。片やその後ろには、洗練された機能美が際きわ立だつ別館のツインタワーがそびえ立つ。新旧が交差するこの美しい空間が、真咲はとても好きだった。

「比良野、こっちこっち」

　呼ばれるままに振ふり向くと、従業員通用口の前で徳永が手を振っていた。

「徳永さん、おはようございます」

「おはよう。どう、部屋の片付けは間に合った？」

「はい。家具も家電もそのままだし、楽勝でした」

　結局、真咲はマンションを引き払わなかった。転勤のことを聞きつけた大学生の従兄弟いとこが、「ならその部屋使わせて」と言ってきたので譲ゆずったのだ。名義変へん更こうの手続きと身の回りの荷物をまとめて人事に送るだけで済んだので、真咲としてもありがたかった。いくら会社が費用を持ってくれるとはいえ、まるっと引っ越すような大仕事をすすんでやりたくはない。

「預かった荷物は発送したって人事から連れん絡らくがきてるから、向こうに着いたら確認してね」

　いったい「向こう」とはどこなのか。ここまでくるとミステリーツアー気分で、逆に楽しみになってくる。しかもわざわざ異動先の担当者が迎むかえにきてくれるらしく、その人は役員専用エレベーターでしか行けない部屋で待っているというのだ。

「じゃ、行きましょう」

　徳永は婚礼企画部のある本館ではなく、別館タワーへと向かった。客室フロアを抜ぬけ、カードキーを使ってオフィスフロアへと入る。いくつもの角を曲がり、非常用階段を上り下りして進む道は、まるで迷めい路ろのようだった。あまり出入りすることのない別館だが、こんなに複雑な造りだっただろうか。不思議に思いながら歩いていると、足下が急にふかっとした。毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しかれた廊ろう下かのつきあたりには、一基のエレベーターがある。やっとゴールだ。

「はい、これが新しいカードキー。パネルにかざすと自動的にフロアに着くから」

「ずいぶん厳重な警備ですね」

　今日の今日まで役員専用エレベーターなるものの存在を知らなかった真咲としては、驚きを隠かくせない。情報の秘ひ匿とくは徳永曰いわく「セキュリティ対策」だというが、ほかの企き業ぎようでもここまで徹てつ底ていしているものなのかは謎なぞである。

「担当の人は降りてすぐの部屋にいるみたいだから、あとはその人の話を聞いてね」

「はい。徳永さん、今までありがとうございました」

「比良野が抜けるのは正直痛いけど……。辞やめるわけじゃなし、また一いつ緒しよに働けたらいいね」

　新人のときから世話になっていた人の言葉にこみ上げてくるものを、ぐっと堪こらえる。徳永の言う通り、また同じ職場になる可能性は充じゆう分ぶんあるのだ。そのときこそ成長した姿を見せられるよう、頑がん張ばらなくては。

「ありがとうございます。俺もまた徳永さんと働きたいです」

　本心からそう言うと、徳永は嬉うれしそうに笑ってくれた。また感傷に浸ひたってしまわないよう、最後はいつもと変わらぬ挨拶をして、エレベーターに乗り込んだ。

　役員用と銘めい打うっているためなのか、中はかなり広い。カードキーをかざすと、エレベーターが動き始めた。上へ昇のぼってゆくのかと思いきや、地階を表す【ＢＦ】が点灯する。

「あ、地下なんだ……」

　ここって地下何階まであったっけ？　と考えているうちに、数字はどんどん下がっていった。表示は一ひと桁けたをとうに過ぎ、十、二十とくらくらするような数値を刻んでいく。地下数十階建てのビルなんて、聞いたこともない。

「ちょっ……、え？」

　本能的な不安を感じてもう一度操作パネルを確かく認にんすると、階数ボタンはおろか、緊きん急きゆう用の呼び出しボタンすらなかった。さすがにおかしい。だが、数字は一向に止まる気配がない。

　際限なく落下する箱に閉じ込められた錯さつ覚かくに眩暈めまいを起こして、その場に座り込んだ。事故や故障を案じる焦りとは違ちがう種類の恐おそろしさに苛さいなまれて、身動きができない。

　ひたすら止まれ止まれと祈いのり続けて、どれくらい経たっただろうか。

　ポーンと暢のん気きな電子音に誘さそわれて顔を上げると、目の前でするするとドアが開くのが見えた。

「……と、止まった……」

　心臓はまだどきどきしていたが、またドアが閉じたら洒落しやれにならない。這はうようにして廊下に出たところでやっと、安堵のため息をついた。まったく、勘かん弁べんしてほしい。いくらミステリーツアー気分とはいえ、恐きよう怖ふ体験はごめんだ。

　ここはいったい何階なのかとあたりを見回しても階数標示はなく、なんの変へん哲てつもないドアが左手にひとつあるだけだった。エレベーターと同じ要領で、入り口のリーダーにカードキーをかざす。ピッと短い音が鳴り、施せ錠じようが解ける音がした。

「失礼します……」

　そこは長机がコの字型に並んでいる、ごく普ふ通つうの会議室だった。入り口に背を向けてひとり、座っている男がいる。

「おはようございます。比良野です」

　挨拶の声に男が振り向いた、その瞬しゆん間かん。真咲は会え釈しやくしようとした角度のまま、息もできずに固まった。男は真咲の姿を認め、静かに立ち上がる。

　シャドーストライプのダークスーツを身につけたその姿は、真咲よりも十センチほど背が高い。ナチュラルなシルエットを自分のものにして着こなす体たい軀くは肩かた幅はばがあり男らしくはあるが、流れるような身のこなしが美しく、少年漫まん画がの主人公というより少女漫画のヒーローと形容するほうがしっくりきた。

　凜りんとした双そう眸ぼうと高い鼻び梁りようが与あたえる鋭えい利りな印象は、形のいい唇くちびるが笑えむと甘やかに中和される。隙すきのない端たん整せいな顔立ちなのに、櫛くしを入れただけのようなそっけない黒くろ髪かみとやさしいまなざしが作りだす柔やわらかな雰ふん囲い気きは、真咲のよく知ったもので──。

「……世せ威い……？」

　本人に向かってそう呼びかけるのは、六年ぶりだった。

「ああ。……久しぶり、真咲」

「あっ、ああ……ほんとに」

　接客業従事者とは思えない、ぎこちない笑み。会話を続けようにも、出てこない言葉。突とつ然ぜんの出来事に、真咲は動どう揺ようを隠せなかった。

　もしもこの場に第三者が──それこそ徳永がいれば、そつなく振る舞まうこともできただろう。しかし今、ここには自分と世威しかいない。逃にげ場が、ない。

「俺、ここに異動先の担当の人がいるって、聞いたんだけど……」

「俺がその担当者だよ」

　世威との再会。もちろん今まで一度も考えなかったと言えば噓うそになる。いつかどこかで偶ぐう然ぜんに、すれ違う可能性はいくらでもあった。

　だが、今日はさすがに油断していた。まさか仕事場で鉢はち合あわせする可能性など、

　──……なくもないのか、俺の場合は。

　藤原世威。

　真咲の三つ年下の幼おさな馴な染じみにして、藤原ホテルズアンドリゾーツを経営する藤原家の御おん曹ぞう司し。

　六年前。真咲が失しつ恋れんした相手である。





＊＊＊






　母に連れられてはじめて藤原家を訪おとずれたのは、真咲が六歳の冬のことだ。

　斜はす向むかいだからと引っ越こしの挨拶にきたものの、純和風の大だい邸てい宅たくに気き後おくれする母の前に現れたのは、黒髪を結ゆい上げた和服姿の女性だった。

『わざわざご丁てい寧ねいにありがとうございます。あら、そちらのお子さんは……』

『はい、息子むすこの真咲です。ほら、ちゃんとご挨あい拶さつなさい』　>>>♥

　母に促うながされて小さな声で『こんにちは』と言うと、女性ははっと驚おどろいたように目を瞠みはった。

『まぁ……、可愛かわいらしいお坊ぼつちゃんだこと。ぜひうちの息子とお友達になってくれるかしら。あなたより小さいのだけど』

　子供の目にも一目で美人とわかる彼女の笑顔はどこか凄すご味みを帯びていて、正直に言えば少し怖こわかった。しかし母を見上げても止めてくれる気配はなく、女性に背中を押されるまま広い庭を歩き、池のほとりでひとりの男の子を見つけた。

　真咲よりも小さなその子は、どうやら泣いていたらしい。大きな目はとろけそうなほど潤うるみ、見るからにぷくぷくの頰ほおは真っ赤に染まっていた。

『……だいじょうぶ？』

　どこか痛いのかと訊きいても、男の子は首を横に振ふる。だが『しかられたの？』と尋たずねた途と端たん、ぶわっと新しい涙なみだが盛り上がってぎょっとした。これではまるで、真咲が泣かせたみたいだ。

　真咲は慌あわててポケットを探さぐると、持ち歩くほど気に入っていた恐きよう竜りゆうフィギュアを取り出した。男の子の手をとって半ば強ごう引いんにそれを握にぎらせ、『なまえ、なんていうの？』と訊く。

『……、……っ、せい……』

『せい。それあげるから、なくなよ』

　世威はぱちぱちと目を瞬またたき、手のひらサイズのティラノサウルス・レックスを眺ながめた。べしょべしょに濡ぬれた頰のまま、への字口がゆるりとほどけて笑顔が咲さく。

『ありがとう……おにいちゃん』

　はじめて呼ばれた甘やかな響ひびきにくすぐられて、真咲の顔も自然とにやけた。お気に入りの恐竜をあげてしまうのは惜おしかったが、お兄ちゃんと呼ばれるのも悪くない。

　こうして真咲と世威は友達になり、比良野家と藤原家の家族ぐるみの付き合いが始まった。

　藤原家の教育はかなり厳しかったようで、この頃ころの世威は両親と姉に叱しかられてしょっちゅう泣いていた。そんなとき、決まって慰なぐさめ役になったのが真咲だ。

　ラムネにチョコレート、ヒーローの下した敷じき、道みち端ばたで拾ったカタツムリ。世威が喜ぶものなら、なんでも持っていった。大人の話を聞き齧かじり、『お父さんのあとをつぐならがんばらないと』なんて一丁前に励はげますこともあった。ひとりっ子だった真咲にとって世威は弟そのものであり、お兄ちゃん役が楽しくて仕方なかったのだ。

　年ねん齢れいを重ねてそれぞれ進学してからも、二人の付き合いは続いた。三歳差というこの年頃においては大きな年齢差があったにもかかわらずいい関係を保っていられたのは、世威が真咲を慕したってくれた以上に、真咲が世威を必要としていたからだと思う。

　ちょうど中学校に上がった頃──自身の性的指向について悩なやみ始めたあのとき、真咲は学校で孤こ立りつしかけていた。異性を意識しだした同級生と話を合わせるのがつらくなり、口を閉とざすうちに全体の輪から外れてしまっていたのだ。

　けれど世威がいてくれたおかげで、真咲は本当の意味でひとりにならずにすんだ。世威には噓をついたり話を繕つくろったりする必要がなく、いつもと同じ自分でいられる。具体的な相談こそしなかったが、それがどれだけ真咲を楽にしてくれたか。

　ただ話したりゲームをしたり、勉強を見てやったり。ささやかな日常を積み重ねて、一いつ緒しよに大きくなった特別な相手。口には出さなくても、互たがいにそう思っていたはずだ。少なくとも、真咲のほうはそう思っていた。

　世威が真咲の身長に追いつき、美しく成長するまでは。

『真咲。……って呼んでもいい？』

　世威が中学生になった春。声変わりの名残なごりでわずかに掠かすれた低音で名前を呼ばれたとき、妙みように焦あせった。ただただ可愛かった弟分が、いっぱしの男に見えたからだ。

　まずいな、と思った。真咲はすでにネットのおかげでそれなりに知識をつけた高校生であり、戸と惑まどうことしかできなかった中学生のときとは違い、同性にしか興味を抱いだけない自らの体質を認めつつあった。

　──世威相手に、まさか。三つも下の、先週まで小学生だった男に、まさか。

　理性をかき集めて否定すればするほど、焦りは大きくなってゆく。大切な幼馴染みを好きになってしまったらどうしよう、という焦りが。

『……だめ。生意気』

『じゃあ、真咲ちゃんの身長抜ぬかしたら、いい？』

　そんなの勝負にならないじゃないか、と思ったけれど口には出さなかった。早晩追い抜かれるのは明白だが認めるのは悔くやしいし、本当はもう一度呼び捨てで呼ばれてみたかったからだ。

『そのときはまあ、しょうがないな』

　しぶしぶうなずいてみせた三ヶ月後、約束は果たされた。世威は同世代の平均よりもずっと成長が早かったのだ。

　世威はわざわざ学校の保健室で計測した証しよう拠こまで持ってきて、約束だったよねと笑った。

『真咲』

　少し照れた声で名前を呼ばれたそのとき、心が真新しい鼓こ動どうを刻むのを感じた。殻からを破ったばかりの雛ひなのようにか弱くて、温かな感情が胸に溢あふれる。

　ずっと隣となりにいた幼馴染みに、恋こいした瞬間だった。







　世威のことを好きになってからというもの、真咲は自分の気持ちを隠かくすのに必死だった。

　いちばん手を焼かされたのは、世威のスキンシップだ。昔からの癖くせなのか、寒いとか眠ねむいとかたわいない理由でくっついてくる体温に勘かん違ちがいしそうになったのは、一度や二度ではない。

　期待するなと戒いましめて、求めるなと我が慢まんして。けれど、懸けん命めいに守っていた幼馴染みのラインを割ってしまったのは、世威が真咲を追いかけるようにして同じ大学に入学してきた年だった。

　当時両親は仕事の都合で東京を離はなれており、真咲がひとり暮らしをしていたこともあって、家同士の付き合いはほとんどなかった。だが夏休みを前に、かねての目標であった世威の実家が営む藤原ホテルへの就職が決まり、互いの結びつきはより強くなっていたように思う。

　大好きな場所で働ける。これからも世威のそばにいられる。二重の嬉うれしさで迎むかえたその年の夏休み、世威と二人で軽かる井い沢ざわに行った。

　古美術が好きな世威の『大きな骨こつ董とう市に行きたい』というリクエストで決まったはじめての旅行は、ものすごく楽しかった。蒸むし暑さとは無む縁えんの気候に、美味うまい食事と気持ちのいい温泉。好きな人と過ごす最高の夏休みに、恥はずかしながら当時は完全に浮うかれていたのだろう。

　その夜夜よ更ふかししたにもかかわらず翌朝早くに目が覚めた真咲は、ひとりで朝あさ風ぶ呂ろに行った。

　部屋に戻もどってもまだ寝ねていた世威の顔を、なんとはなしに覗のぞき込む。普ふ段だんはシャープな目鼻立ちがあどけない柔やわらかみを帯びていて、その落差に心臓が騒さわぎだした。

　世威に触ふれたい──。好きだとか付き合いたいとか、段階を踏ふんだ思考より切実なその感情に突つき上げられて、そっと手を握った。記き憶おくの中のぷよぷよした子供のそれではなく、大人の男が持つ皮ひ膚ふの厚みにひときわ鼓動が跳はねる。寝ね惚ぼけていたのか偶然なのか、ぐっと手を握り返されて、真咲は泣きそうになった。魔まが差したと言えば、それまでだ。だがもう我慢の限界だった。理性では抗あらがいようのない引力で、美しい顔へと吸い寄せられてゆく。

　唇くちびるまであと一センチ。キスまであと一秒。運命のカウントがゼロへと切り替かわるその瞬しゆん間かん、わずかなためらいで首が振れた。振しん動どうで濡れ髪がみから流れた水すい滴てきが、世威の頰にぽたりと落ちる。息を吞のむのと同時に、睫まつ毛げが細かく震ふるえるのを見た。

『……、まさき……？』

『っ！　……、ごめん……』

　瞬時に身体からだを離したが、もう遅おそい。世威の両目は驚きで見開かれている。どんなに鈍にぶくても、この状じよう況きようで真咲がしようとしたことに気がつかないわけはない。

『……なに……？』

『あ、いや……ちょっと驚かそうと思って』

　苦しい言い訳だった。だが、この場を取り繕えそうな言葉はほかに何ひとつ思い浮かばない。世威は『なんだよもう……』と些いささか不満げに呟つぶやき、まだ眠たそうにしながらも起き上がった。

　ばれなかったかどうか、定さだかではない。表情も声も昨日までと変わりなく見え、そのあとも会話は続いた。けれど世威はそれから帰るまでずっと、真咲の顔を見ようとはしなかった。

　薄うす膜まくを張ったような距きよ離り感に、不安が大きくなる。嫌きらわれたかもしれない、気持ちが悪いと思われたかもしれない。帰宅してひとりになると、楽しい思い出は激しい後こう悔かいであっという間に上書きされてしまった。

　それまで三日にあげず会っていたというのに、連れん絡らくすらとらないまま夏休みは過ぎた。時間を置いても気まずさが薄れることはなかったが、同じ大学に通っていることや、就職後のことを考えれば、このままでいるわけにもいかない。

　新学期が始まる前日に、電話しようと決めた。何時にかけよう、こうやって話そう、と何度もシミュレーションした。だが結局、話すことは叶かなわなかった。世威は番号を変えていたのだ。

　切られたのだと悟さとった瞬間、目の前が暗転した。昨日今日知り合った仲ではない。十六年来の幼おさな馴な染じみだ。それがこんなに簡単に、関係が終わるのか。

　自分が原因とわかっていてもさすがに受け止めきれず、ためらいながらも世威の実家へと足を運んだ。しかし世威の母親から聞かされたのは、世威がすでに大学を退学しており、日本にはいないという信じがたい話だった。

『きちんと挨あい拶さつもできずに、ごめんなさいね。家の都合でちょっと急な話になってしまって』

　その台詞せりふを額面通り受け取る気にはなれなかった。喧けん嘩か別れとはわけが違ちがう。自分の行動が今の生活を捨ててでも縁えんを切りたいと思わせてしまった事実に、真咲は胸から喉のどにかけて圧あつ迫ぱくされるような息苦しさを覚えた。

『……内定は辞退しないわよね？』

　世威の母親に問われて、答えに窮きゆうする。すると彼女は驚おどろいたことに、真咲に頭を下げたのだ。

『どうか見捨てないで、支えてやって。これからの息子むすこには、あなたが必要なのだから』

　見捨てられたのは自分のほうだとは言えなかった。いくら幼少期から親しく交流していたとはいえ、打ち明けるには重すぎる。理由を告げずに消えたのは、真咲を拒きよ絶ぜつするためだろう。そんな手段を選んだ世威に、必要とされる日がくるとは思えない。

　就職活動をやり直すべきか否いなか、真咲は悩んだ。しかし結局このときの言葉が頭から離れず、予定通り入社することに決めた。ばつの悪さは拭ぬぐえなかったが、もともと藤原ホテル自体が好きで試験を受けたのであり、その家族と知り合いだということは関係ない。そうやって真咲なりに気持ちの整理をつけた上での選せん択たくだった。

　もしかしたらどこかで再会するかもしれない。そんな思いは常に心の一角を占しめていた。

　いっそ面と向かって罵ば倒とうでもされていたら吹ふっ切れたのかもしれないが、それはきっと贅ぜい沢たくな望みなのだろう。

　この恋は真咲だけで終わらせなくてはならない。誰だれかに預けることも、ぶつけることもできない。たったひとりで寂さびしい努力を続けてもう、六年あまりの月日が過ぎていた。
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「今回は驚かせて悪かった。事前に話せないことも多くてずいぶん真咲を困らせただろう？」

「え？　ああ、うん……そうだな、まあ」

　異動先の詳しよう細さいがわからないことよりも、予期せぬ再会のほうに困こん惑わくしている。しかし世威はいたって冷静に見えた。よそいきの顔で気き遣づかいの言葉を述べるさまはいかにも如じよ才さいなく、社会人らしいその姿もまた、大学生までの彼しか知らない真咲を戸惑わせた。

「じゃあ早さつ速そく行こうか。ここで話すより、現地でいろいろ見てもらったほうが早いから」

　またあのエレベーターに乗るのかと思うと、正直気が滅め入いる。だが世威は会議室を出ようとはせず、持っていたカードキーを使って部屋の奥にあったドアを開けた。その先は別の部屋でも廊ろう下かでもなく真っ暗で、冷たい風がひゅうと吹き込んでくる。

「え……外!?　ここって地下何階なんだ……？」

「具体的にいうのは難しい、かも」

　世威はまったく答えになっていない返事をすると、慣れた手つきでフラッシュライトを点つけて歩きだした。岩石を削けずって作ったような壁かべに沿って、でこぼこ道が続いている。あのエレベーターも大たい概がいひどかったが、ここの比ではない。いくら地下深く潜もぐろうと、都心のど真ん中にこんな隧すい道どうがあるのは変だ。だが世威はオフィスの廊下を闊かつ歩ぽするがごとく平然と歩いてゆく。

　遠くにあった針先ほどの光点がだんだん大きくなり、歩くのに不自由しないほどの明かりが満ちたところで、世威がライトを消した。細い道は唐とう突とつに開けて、視界がぱっと切り替わる。

「うわ……」

　そこは一面、赤い花の海だった。すらりと伸のびた茎くきの先に放射状の花弁を広げる彼ひ岸がん花が、足あし下もとから湧わきいづるように群れて咲さいている。

　鬱うつ蒼そうとした木立の緑に映はえる鮮せん烈れつな赤は、美しいがどこか不気味だ。陰いんと陽なら、陰。生と死なら、死。彼岸の時期に開花するせいか、華はなやかな見た目とは逆のほの暗い印象がつきまとう。群生地を囲む深い森は、自然豊かな山野というより、冥めい界かいの入り口のように思えた。

「ここ……、どこ？」

　すべての疑問はもはや、その一言に集約されていた。オフィスらしい備品は影かげも形もなく、どう考えても新規ブライダル事業部があるようには見えない。

「ここは異なる郷さとと書いて、『異い郷きよう』。人ならざる者たちが生息する、神域のひとつだ」

「…………。えっと…………」

　今度はきちんと回答を得たはずなのに、わからない。

「いや、あのさ……、悪いけどさっぱり……」

「広い意味で『異世界』って思ってくれたらいい」

　世威は比ひ較かく的馴な染じみのある単語で言い換かえてくれたが、それでも理解が追いつかなかった。

　日本には昔から神かみ隠かくしという便利な言葉がある。人じん智ちを超こえた空間の存在は誰しも昔話などで聞いたことがあるだろうし、真咲とて例外ではない。しかし百歩譲ゆずって異郷を認めたとしても、この状況を受け入れられるかと問われたら、答えは否だ。

「……なんでそんな場所に俺をつれてきたんだ？」

「もちろん、新しい部署で働いてもらうために決まってる」

「それが信じられないから訊きいてるんだろ？　だいたいどうして世威がこんな案内役みたいなことしてるんだ……？」

　会わずにいた六年間、世威に何があったかは知らない。オカルトに傾けい倒とうしたのか、はたまたマジシャンに師事してイリュージョンを使えるようになったのか。何を聞いても驚くまいと腹をくくって尋たずねたが、世威の返事はいずれでもなかった。

「真咲たち人間だけじゃ、行き来できないからだ」

「……、それって……」

　意図的に線引きするような言い方に、身体が強こわ張ばる。透とう徹てつしたまなざしが、真咲を正面から射い貫ぬいた。こんなかしこまった顔で冗じよう談だんを言う男ではないことを、真咲はよく知っている。

　目の前にいるのは、本当に真咲の知っている『世威』なのだろうか。同じだというのなら、それでいて人間ではないのなら、彼の正体はいったい何なのか。

「世威って……、何者？」

　懐なつかしい双そう眸ぼうが、蒼あおく鈍い光を放った。途と端たん、寒気にも似た畏い怖ふが背筋を素す早ばやく駆かけ上がる。

「……ずっと黙だまっててごめん、真咲。俺は人間じゃない。鬼おになんだ」







　衝しよう撃げき的な告白をした幼馴染みは、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす真咲に「ちゃんと説明するから行こう」とだけ言うと、彼岸花の赤い波を搔かくようにして歩き始めた。得体のしれない場所で置き去りにされないよう、慌あわててついてゆく。

「藤原家はもともと異郷にルーツを持つ、鬼の一族なんだ。家族は皆みんな、鬼の血を引いてる」

「……世威は人間に見えるけど……」

　どこからどう見ても人間の姿で「鬼なんだ」と言われても、「そうだったのか」と納なつ得とくすることはできなかった。鬼といえば角、というイメージはあるが世威の頭には生えていないし、あの有名な虎とら柄がらのパンツ姿でもない──スラックスの下は、定さだかではないが。

「外見はほとんど変わらないと思う。だから現うつし世よ──人間の住む世界にまぎれて生きられる」

　ならば何が違うのだろう、と詳くわしく知りたい気持ちはあったが、それ以上は訊けなかった。どこまで立ち入っていいのか、距きよ離りのとり方に迷ってうまく言葉がつなげない。六年ぶりの会話にこれほど適さない話題もないだろう。

「うちのご先祖さまはもともと、異郷であやかし向けの宿をやってたんだ。そこから少しずつ手を広げて、現世にまで人脈を築いてホテル事業を始めたらしい。今では異郷と現世の両方で、あやかしと人間相手に事業を展開してる」

「あ、あやかし？」

「ここには人ならざる者が生息してるって言っただろ？　妖よう怪かいとか、怨おん霊りようみたいな物の怪けとか、あと現世では伝説上の生物とされてる存在を、総そう称しようしてあやかしって呼んでる。要するに人間以外の怪かい異いが集まってる世界で、全員がお客さんってことだ」

　藤原グループの社史には絶対載のっていないであろう話を聞きながら、嫌いやな予感がした。

「お客さんって……もしかして、新しい部署はあやかし相手の仕事なのか？」

「その通り。新規ブライダル事業部っていうのはまあ、表向きの言い方で、真咲にはあやかしウェディングのプランナーになってもらいたいと思ってる」

「…………え!?」

　さらっと言われて耳を疑う。あやかしの存在すら雲を摑つかむような話なのに、それを相手にした商売なんて荒こう唐とう無む稽けいすぎて、職種や部署名がどうこうではなく頭が追いつかない。おまけに、

「あやかしが、結けつ婚こん……？」

　真咲でも知っているようなメジャーな妖怪たちがこぞってウェディングドレスに身を包み、バージンロードを歩く絵がぱっと浮うかんだ。発想が貧困だという自覚はあるが、現実味がないにもほどがある。

「……悪いけど、全然ついていけない……」

「だろうな。けど、あやかしも結婚するし、所帯を持つ。ちなみに従業員もあやかしだから。人間は真咲ひとりだけだ」

　新規ブライダル事業部が聞いて呆あきれる。これでは事前に詳細を言えないはずだ。徳永さえも真実を知っていたかどうかは疑わしい。

「ここは藤原家が代々守り続けている神域で、今は俺が守もり役と、結婚式場の主あるじを務めてる」

　その結婚式場こそが、真咲の本当の異動先というわけである。

「じゃあ世威が俺の上司、ってことか……。あ、なら敬語使わないと……」

「いや、そこは気にしなくていいよ。そういう雰ふん囲い気きの職場じゃないってことはたぶん、ほかの従業員を見たらすぐわかるから」

　世威の言葉の意味は量りかねたが、このままで問題ないと言われてほっとした。普ふ通つうの会話を交かわすのもやっとの状じよう況きようで敬語を使うことになったら、ますますぎくしゃくしてしまう。

　妙みようちきりんな職場であろうと、長らく絶ぜつ縁えん状態だった相手とこれから一いつ緒しよに働くのだ。なるべくなら気まずさを取り払はらいたい。できるかどうかは別として、その努力をしなくては。

「うちの結婚式場はそれなりに歴史が長くて、あやかしからもすごく人気があったんだけど、ずっと前に諸事情で閉業せざるをえなくなったんだ。それを今年に入ってから復興させようっていう話が出てきて、俺が責任者に就任することになった」

　そのサポート役兼けん現場の即そく戦せん力りよくとして、真咲が呼ばれたというわけである。

　話の流れからうすうす感じてはいたが、真咲に辞令が下ったのはたまたま条件に合う人物だったというだけではなく、世威の幼おさな馴な染じみであることが大きいのだろう。

　人間を呼ぶなら、異郷の秘密を明かさなくてはならない。旧知の仲なら話しても構わないと判断されたのかもしれないが、真咲としては複雑な気分だった。

　六年前、あんなふうに突とつ然ぜん姿を消した世威が真咲を指名したとは、到とう底てい思えない。おそらくほかの誰だれかに提案されたのだろうが、世威がどんな気持ちでこの人事を承しよう諾だくしたのか、考えるだけでずんと胸が重くなった。

　それきり会話が途と切ぎれて、しばし二人分の足音だけが響ひびく。彼ひ岸がん花の咲さく森を抜ぬけたところで、涼すずやかなせせらぎが聞こえた。小川の流れる一帯は日ひ射ざしに照らされて明るく、水も空気も気持ちよく澄すんでいる。人の手で整えられたと思おぼしき敷しき石いしの道を歩いてゆるやかな太たい鼓こ橋を渡わたると、見事な朱しゆ塗ぬりの楼ろう門もんに迎むかえられた。

「すごい……」

「ここが『禧き櫻おう閣かく』。うちが異郷で経営する、結婚式場だ」

　圧あつ倒とうされるほど雅みやびやかな造りに、思わず足を止めて見上げる。柱の朱色は鮮あざやかだが決してうるさくない。それどころか見ているだけで、めでたく晴れ晴れとした気分になる。

　楼門をくぐった先には、木造の社しや殿でんがいくつもあった。

「こっちは披ひ露ろう宴えんに使う客殿。向こうに見える参集殿はウェディングサロン兼、事務所みたいなものかな」

　それぞれの建物を世威がそれらしく説明してくれるのだが、それがまた重要文化財ツアーといった趣おもむきで、異郷に来たという実感は依い然ぜんとして湧わかなかった。

　社殿群を通り過ぎて進むと、なだらかな傾けい斜しやの山道に出る。しばらく歩いて見えてきたのは、種々の樹木に囲まれたひときわ古い流ながれ造づくりの社やしろだ。

「ここが結婚式を挙げる本殿。周りにあるのはほとんどが霊れい木ぼくの桜で、縁えん結むすびの力を持ってるっていう言い伝えがあるんだ。この社は『結びの社』とも呼ばれてる」

　目の前に立つと自然に背筋が伸のびてしまう、不思議な清気に満ちた社だった。年季の入ったたたずまいではあるがくたびれた印象はなく、要所に配された金色の装そう飾しよくがその荘そう厳ごんさを引き立てている。残念ながらこの時季桜は咲いていないが、これだけの本数が集まっているのだ。春にはさぞ絢けん爛らんたる眺ながめとなることだろう。

　けれど今この中でいちばん目立っているのは、紅葉した一本の大木だった。周囲の木は日に焼けて黄色みを帯びたとはいえまだ青い葉をつけているというのに、その照り葉だけは血の色のように赤い。

「……まだ紅葉の季節じゃないよな？」

「これは鬼おに紅葉もみじっていう霊木で、一年中この色なんだ。鬼の力で葉を一枚一枚人の形にして、使し役えきすることができる」

「人の形って……鬼ってそんなことできるのか？」

「現世ではあんまり役に立たないけど、いくつか術が使えるんだ。この土地を守るための結界を張ったり、こうして霊木に干かん渉しようしたり」

　世威は地面に落ちていた一枚の紅葉を拾い上げると、二言三言唱えてふっと息を吹ふきかけた。するとその葉は、瞬またたく間に真っ赤な水干姿の童子に変わったのだ。

「────……！」

「真咲の荷物が届いてるはずだから、部屋に運んでおくように」

　あまりの衝しよう撃げきで固まった真咲を前にして世威がそう命じると、童子は無言でうなずき駆かけていった。一いつ瞬しゆんのことでよく見えなかったが、頭に小さな角が一本、生えていたような気がする。

「いいい、今のってその……て、手品とかではなく……？」

「葉っぱを人間にするマジックなんて、そっちのほうが難しいんじゃないか？」

「いや……そ、そう……かな？」

　そんなわけないだろとツッコミを入れたくても入れられない、この距きよ離り感がもどかしい。

　目の前でこんな術まで披ひ露ろうされてはもう信じるしかないのだろうが、それでもまだ認めるのは難しかった。疑っているというわけではない。真咲にとって世威と『鬼おに』というワードは、それほどまでに結びつかないのだ。

　これが世威の家族ならばまだしも──と、心の中でひっそりとその顔を思い浮かべる。大変失礼ながら、彼らが『鬼』というのはしっくりくるものがあった。

　藤原グループのトップである世威の父親も、真咲を可愛かわいがってくれた母親も、歳としの離はなれた姉も全員、とても厳しい。手を挙げられたわけではなかったが、幼い世威や真咲が悪さをしたときの怒いかりは凄すさまじいものがあった。気き魄はくと言葉で追いつめる説教は今思い出しても震ふるえ上がる。

　だがそんな家族の中でただひとり、世威は違ちがった。秀しゆう麗れいな容姿は確かに血のつながりを感じさせるが、彼らの持つ烈はげしさも冷たさも、世威からは感じたことがない。

　それとも真咲が知らないだけで、想像もつかないほど苛か烈れつな一面があるのだろうか。ほかの誰かの前でだけ見せる、真咲の知らない別の顔があるのだとしたら──。

「……真咲？　どうかした？」

「ううん。なんでもない」

　状況に追いつこうと頭を働かせると、なぜかへこんでしまう。

　世威のイメージを決めつけるのは、真咲の驕おごりだ。ましてや自じ業ごう自得とはいえ一方的に関係を切られた自分には、所しよ詮せんわかるはずのないことなのかもしれない。

　こんなことでは先が思いやられるなと感じたそのとき、遠くのほうから不意に、ぴゃー、と甲かん高だかい声が流れてきた。空耳ではないようで、世威の眉まゆもぴくりと動く。鳥のさえずりとは違う、動物の鳴き声かもしくは──、

「……子供？」

　何者かの気配が近づいてきたかと思うと、頭上の梢こずえががさがさと鳴り、何かがひゅんと勢いよく落ちてきた。温かい毛玉がぽふっと、腕うでの中に収まる。毛玉は一回転したかと思うと真咲の身体からだをえいえいとよじ登って背中に回り、両りよう肩かたを摑つかんでバックパックのようにぶらさがった。

「こ、こらっ、風かぜ千ち代よ！　やめないか」

「旦だん那なさま、しー！　雪ゆき緒おちゃんがくるから、静かにしないと見つかっちゃう！」

　どうやらこれで隠かくれているつもりらしい。世威はため息をつき、真咲の背中からそれを問答無用で引き剝はがす。「旦那さまの意地悪ぅ」とじたばたしているもふもふは、飴あめ色いろの毛並みが美しい一いつ匹ぴきの子こ狐ぎつねだった。

「……って、狐が喋しやべってる!!」

　いったいどんな仕組みで発話しているのか、明めい瞭りように聞こえた言語は紛まがうかたなき日本語だ。フィクションの世界でしか見たことのないファンタジックな生き物に、目が釘くぎ付づけになる。

　しかし子狐のほうも負けず劣おとらず目をまんまるにして、真咲の顔を凝ぎよう視ししていた。

「お……お兄ちゃん……？」

「え？」

　子狐は自分を抱だいていた世威の腕をぎゅうぎゅうと踏ふみつけて這はい出すと、再び真咲に向かってジャンプしてくる。慌あわてて受け止めると、子狐は大興奮で叫さけんだ。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃんがいた!!」

「え……ええっ？」

　ひとりっ子の人間である真咲に、狐の弟などいるはずがない。だが子狐は真咲の胸にぎゅぎゅっと鼻はな面づらを押しつけ、体毛をふるふる震わせながら「会いたかったよぉ」と泣くのである。

　あっけにとられている世威と目が合い、急いで否定した。

「いやいや俺、知らないよ？」

「そ、そうだよな……」

　子狐が嗚お咽えつで震えるたび、胸むな元もとに涙なみだが染しみてきた。痛ましくは思うが真咲に心当たりなどあろうはずもなく、世威も面めん食くらった顔をしている。

　この喋る狐もあやかしなのかと尋たずねると、世威は少し渋しぶい顔でうなずいた。

「去年の冬にちょうどこのあたりで拾った妖よう狐こなんだ。迷子かなと思って声をかけたんだけど……どうも記き憶おく喪そう失しつみたいで」

　小川に氷が張るほど冷え込んだその日。子狐は本殿の前でひとり、兄を探して泣いていたという。どこからきたのか覚えておらず、『お兄ちゃん』の正体も不明で、さらには自分の名前すら忘れてしまったらしい。

「野の良らのあやかしもいるにはいるけど、なんか放ほうっておけなくて。結局うちで引き取ることにしたんだ」

　世威はこの妖狐に藤原家が昔使用していた『風千代』という幼名と同じ名を与え、禧櫻閣で面めん倒どうを見ているという。真咲が頭を撫なでてやると、風千代は面おもてを上げて真咲をまじまじと見た。涙に濡ぬれそぼった瞳ひとみは青みがかった深い灰色で、にこっ！　と笑うと神秘的にきらめく。

「かっ……可愛い！」

　飴色の獣じゆう毛もうは絹糸がまとわりつくような抜ばつ群ぐんの手て触ざわりで、指の間をふさっ、ふさふさっ、となめらかに流れた。心地ここちよさにつられて撫で回していると、くすぐったいのか照れくさいのか、真咲の腕に抱かれたまま丸まって、「ふふっ」と尻尾しつぽに鼻を埋うずめてしまう。

　惜おしみない愛らしさにすっかり骨ほね抜ぬきになっていると、今度は山道のほうから誰だれかがくる気配がした。ふうふうと息を切らしてやってきたその人は、真咲たちを見るなり「やだ！」と慌てて乱れた着物の裾すそを整え始める。

「んもぅ、旦那さまとそれにお客さまがいらっしゃるなんて……！　はしたない格好をお見せしてごめんなさい。風千代ちゃまったら、足が速いんだから」

　銀ぎん髪ぱつのベリーショートに、一点の染みもない白装束。息が上がるほど走ってきたというのにファンデーションは崩くずれておらず、睫まつ毛げは美しくカールしている。ボルドーのネイルが映はえる白い手で前まえ髪がみをサイドに撫でつけると、そこはかとなく冷気が漂ただよった。

　ぱっと見は人間である。性別は──不ふ詳しようだ。身のこなしや言葉遣づかいは女性そのものだが、それにしては声に重低音が効いており、身長は真咲より高い。世威はさっき「人間は真咲ひとりだけ」と言っていたが、やはりこの人もあやかしなのだろうか。

「いや、きてくれてちょうどよかった。隠れんぼの途と中ちゆう……、では、なさそうだけど」

「いいえそうですよ、お片付けを放り出して逃にげてきたから、スリル満点の隠れんぼね」

　その説明で世威は事情を察したらしい。様子を窺うかがおうとひっそりと顔を出していた風千代を、目線で「めっ」と叱しかった。

「ところで旦那さま、こちらもしかして、本館からお越こしの新顔さんかしら……？」

「ああ。今日からここで働く、比良野真咲さんだよ」

「まっ……！」

　白装束の彼女（？）は袖そでで口を覆おおいながら、興奮した様子で真咲の顔をしげしげと眺ながめた。

「透すき通るようなお肌はだ……いいわ！　目もちょっとシアーで、黒い真しん珠じゆみたいじゃない。唇くちびるもつやつや……って、いいえ。そんな表面的なもんじゃないわね。素す晴ばらしいのはこのオーラよ。混じりけがなくて清らかで、昇しよう天てんしちゃいそうな輝かがやき……旦那さま、こちら本当に人間の方？」

「そうだよ。正しよう真しん正しよう銘めい人間だ」

　世威は隙すきのないチェックに笑いながら、真咲に紹しよう介かいしてくれた。

「こちらはうちの美容担当の雪緒。現うつし世よにも長くいたから真咲とも話が合うんじゃないかな」

「は、はじめまして。ウェディングプランナーの比良野です。よろしくお願いします」

「こちらこそよろしくね。わたしにかかれば、どんな花はな嫁よめも天上天下唯ゆい我が独どく尊そんの美しさよ」

「あの……雪緒さんもやっぱり、あやかしなんですか？」

「あら新しん鮮せんな質問だこと。そうよ、雪女なの」

　その微笑ほほえみにはさすがに常人離ばなれした艶つやがある。しかし声といい、身長といい、雪女というより雪オネェでは……という言葉が喉のど元もとまで出かかった。が、わざわざ言うのは野や暮ぼである。

「それにしても旦那さまも隅すみに置けないじゃない？　『新しい従業員がくる』なんて言ってたけど、こんなきれいな子を連れてくるなんて聞いてないわよ！」

　容姿はともかくオーラを褒ほめられたのは人生初の経験だ。いったいどんなものなのだろう。

「俺のオーラってどんな感じなんですか？　自分じゃ全然見えないんですけど」

「そうねぇ……清せい楚そにして妖よう艶えん、という感じかしら。触ふれるのをためらうほどピュアなのに、見る者を誘ゆう惑わくしてくるのよ。……なんて罪深い色のオーラなのかしら……」

　わかるようなわからないような喩たとえで、今ひとつどんなものか摑めない。雪緒は官能的な表情を浮うかべて「あぁ……ッ」としなを作り身み悶もだえしているが、片や世威は隣となりで複雑な顔だ。

「世威にも見えるのか？　その……鬼おにには」

「まあ、ね」

　世威はなぜか目を逸そらして、それ以上教えてくれなかった。風千代は妖狐といえどオーラとやらには無む頓とん着ちやくのようだし、あやかしによっても違ちがいがあるのかもしれない。

　三人と一匹は本ほん殿でんを後にし、従業員の住まいであるという大きな屋や敷しきへと移動した。社殿群から少し離はなれた一角にある、いわゆる古民家だ。かなりの築年数を経ているように見受けられるが、手入れが行き届いているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。入ってすぐの吹ふき抜ぬけの土間は太い梁はりも柱も磨みがき上げられ、高窓から射さす陽光が作り出す陰いん影えいは、はっとするほど美しい。

　真咲はそこでもうひとりのあやかしを紹介された。

「板場担当の月つき影かげだ。よろしく」

「よろしくお願いします、比良野です。……あの……、その耳は……」

　月影は世威より少し若いくらいだろうか。板前然とした白衣に身を包む小こ柄がらな美青年だが、さらっとした黒くろ髪かみの頭から生えているのはどう見ても黒うさぎの耳である。

「これか？　調理中はちゃんと帽ぼう子しに入れてるけど」

「いえあの気になるのはそこじゃなくて……」

「じゃあなんだよ」と凄すごんでくる月影を、「怖こわい顔しないの」と雪緒が止めに入ってくれる。

「月影ちゃんはね、玉ぎよく兎とっていう月にルーツを持つあやかしなのよ。異郷では料理人とか薬屋さんをやってることが多いわね」

「別に俺程度のあやかし、ここじゃ珍めずらしくもなんともねーよ」

「珍しいっていうか、可愛かわいいなぁと思ってつい……すみません」

「は、はあ!?　ばっ、馬ばッ鹿かじゃねーの！」

　頰ほおを赤くして言い返す態度はまるで反はん抗こう期の少年そのものだが、ちょっと垂れ気味の耳や、そっと生えている丸い尻尾とのギャップはなかなかの破は壊かい力がある。本人に言ったら臍へそを曲げられてしまいそうだが、機会があれば触さわらせてほしいくらいだ。

　あやかしが同どう僚りようになると聞いて「おぞましい怪かい物ぶつが出てくるのでは」という不安もあったが、この感じならなんとかやっていけるかもしれない。ほかにはどんなあやかしがいるのだろうと、若じやつ干かん楽しみにさえなってくる。しかし世威は「今のところこれで全員」と言うではないか。

「これで全員って……え、ほんとに？」

「少数精せい鋭えいだろ？」

　真咲が尋ねると、世威は苦く笑しようした。どんなに規模の小さい式場でも、この倍以上のスタッフがいるだろう。それが責任者の世威を入れても計四人とは、さすがに少なすぎる。

「なかなかの人材難でね。人手が足りないときは、鬼紅葉の手を借りてる。口はきけないし、時間が経たつと消えるんだけど、大たい抵ていのことはこなすから」

「ああ、さっきの……」

　あの赤い水干を着た童子が、雪緒や月影の指示を受けてアシスタントよろしく働くらしい。

「……というわけで、改めて。真咲がきてくれたことだし、下期は営業活動に注力していこうと思ってる。お互たがいわからないことは相談しあって、力を合わせて頑がん張ばろう」

　世威の言葉に、はい！　とその場にいた全員の声が気持ちよく揃そろう。同時に、座ざ敷しきの古時計が正時を告げる音が重なった。

「ああ、もうこんな時間か」

　世威と同じく、真咲も時刻を見て驚おどろいた。時の流れが違うのか、エレベーターに乗ったのは朝の十時過ぎだったはずなのに、もう四時を回ろうとしている。

「今夜は歓かん迎げい会だから、それまでゆっくりしてるといいよ。荷物はもう部屋に届いてると思うから……雪緒と月影、案内を」　>>>♥

　世威がそう指示すると、風千代がぴょんと跳はねた。

「ぼくも案内する！」

「だめだ。風千代は俺と一いつ緒しよに行くぞ。お片付けの途中で抜けてきたんだろう？」

　まだ幼そうに見える風千代だが、世威は厳しい。首根っこを摑つかまれた風千代は、みょーんと伸のびた状態で連れていかれてしまった。可哀かわい想そうだが、可愛い。

　真咲の部屋として用意されていたのは、八畳じようほどの和室だった。部屋の隅には真咲が送ったダンボールが行ぎよう儀ぎよく並んでいる。

　案内してくれた二人に手伝ってもらいながら荷に解ほどきしていると、雪緒が「ねぇねぇ」と興味津しん々しんの様子で訊きいてきた。

「真咲ちゃんてばどうしてあんなに旦だん那なさまと親しげなの？」

「え？　ああ……幼おさな馴な染じみなんですよ」

「え！　聞いてないわよそんなこと！　んもぅ、旦那さまったら隠かくしていたのね」

「雪緒に知られたらからかわれるってわかってたんだろ。それか、根ね掘ほり葉掘り訊かれるか」

「そりゃ藤原家の御おん曹ぞう司しの過去よ。知りたいに決まってるでしょ？　『異郷に鬼は多けれど、真に強きは不ふ死じ原わらなり』……ああ、素す敵てきよねぇ」

　不死という字を使った表記はいわゆる不老不死を示すものではなく、その強さに対する畏い敬けいの念を込めた藤原家の異名であるという。

「世威の一族は、強いんですか？」

「強いなんてもんじゃないわよ、最強よ。剛ごう力りきで頭も切れて、術も剣けんも右に出る者はいないわ。平安時代には『ひとりで百鬼分強い、ひとり百ひやつ鬼き夜や行ぎようだ』ってあだ名されていたんですって」

　世威が教えてくれたのは事業家としての藤原家のことだけで、鬼としての話は初耳だった。

　月影も異論を挟はさまず深くうなずいているので、どうやら話を盛っているわけではないらしい。

「おまけに全員ぞくぞくするほど美形なの。小こ雨さめの降る渋しぶ谷やのセンター街がいで声をかけられたときにわたし、すべてを捧ささげるって決めたわ……」

「えっ、渋谷でですか？　異郷じゃなくて？」

「そうよ。行き場がなくてさまよってたところを、旦那さまにスカウトされたの」

　雪緒は現うつし世よでメイクアップアーティストや美容師、スタイリストにネイリストなど、ありとあらゆる美容関係の仕事をやったものの、冷気を呼ぶ体質が災わざわいし、どこに行っても最終的にお祓はらいされてしまうという憂うき目に遭あっていたらしい。

「へえ……、じゃあもしかして月影さんも、世威にスカウトされてここに？」

「ああ。俺が旦那さまに会ったのは、異郷だけどな」

　月で会ったんじゃないんですね、と言ったら「月って、千年前かよ」と笑われてしまった。宇宙開発の進む現世と違い、異郷では時代遅おくれのお伽とぎ噺ばなし扱あつかいらしい。

「月影ちゃんは有名な料りよう亭ていの板前さんだったのよ。けど、見ての通りのぶっきらぼうでしょ。ちょっとあやかし付き合いが下手なのよね。そこの大旦那さまと喧けん嘩かしちゃって」

「るせー。愛あい想そがなくても味は変わんねぇよ」

「これからは会話だって蔑ないがしろにできないわよ。お客さまと直接打ち合わせする機会もあるって、旦那さま言ってたじゃないの」

「打ち合わせも何も、肝かん心じんの客がこねぇじゃねーか」

　月影に言われて、雪緒がはっと言葉を吞のむ。さっきまでの勢いがそがれて、二人して途と端たんに気落ちした表情になってしまった。

「お客さん……こないんですか？」

「ええ。一回、プレオープンって言ったかしら、ウェディングフェアをやったのよ。そのときは三組きたんだけど、そのあとはさっぱり」

「三組……」

　ウェディングフェアの規模にもよるが、一日で三組は少なすぎるように思える。おまけに、そのあとの集客にはつながっていないときた。

「なんせ数百年単位でブランクがあるわけでしょ。この式場の存在がまったく知られてないの。旦那さまは新聞広告なんかも考えてるみたいなんだけど」

「えっ……新聞に？　ここの情報を人間の目に触れさせていいんですか？」

「もちろん人間の読む新聞じゃないわ。異郷にも新聞があるのよ」

　驚く真咲に、月影がどこからともなく新聞を出して見せてくれた。見た目はほとんど現世のそれと変わらない紙面をざっと見る。社会・経済・政治から、芸能らしき情報まで網もう羅らされていて、なかなか読みごたえがありそうだ。

「真咲ちゃん、異郷ははじめてでしょ？　読むといろいろわかっていいわよ。……ってなんの話だったかしら」

「宣伝の話ですよ。現世だとウェブや大手の専門誌で情報を集めるカップルが多いんですけど……あとは、ＳＮＳとか。異郷新聞があるなら、インターネットはないんですか？」

「ああ、異郷ネット？　現世ほど発展してないけど、あるわよ」

　あるんだ。と、自分で訊いておきながら素す直なおに驚く。

「だったらそれも宣伝に使えるんじゃないですか……？」

「言われてみれば、確かにそうね。今でこそネットもあやかしの生活に定着したけど、昔この式場が営業してた頃ころはそんなものなかったでしょうし、そこまで手が回っていないのかも」

　最低限の人数で回している式場だ、広報役がいないのだろう。人手不足はすぐには解消できないだろうが、認にん知ち度がないに等しい禧櫻閣にとっては致ち命めい的だ。

　真咲はあやかしのことも異郷のこともまだ何もわからないが、ブライダル営業と宣伝の経験はある。現世の手法を取り入れることで、現状を改善できるかもしれない。

　荷解きがあらかた終わったところで、部屋に風千代がやってきた。世威と一緒にきっちり片付けを終えたらしく、真咲のところに行ってもいいと許可が下りたようだ。

「すっかり気に入られたみたいね。じゃあわたしたちは戻もどるわ。真咲ちゃん、歓迎会でね」

「はい、ありがとうございました」

　雪緒と月影は連れ立って出て行き、風千代だけがちょこんと残った。風千代は少しはにかみながら、「えへへ」と真咲にじゃれてくる。

「待て待て。遊ぶのはこのダンボールつぶしたあとでな」

「ぼく、手伝っちゃう！」

　風千代ははりきってそう宣言したが、ダンボールを畳たたもうとするそばからふさふさの毛玉が出たり入ったりするので、思わず笑ってしまった。これではただ可愛かわいいだけだ。

「終わった？　終わった？」

　風千代は真咲が一息つくや否いなや、甘えて膝ひざに乗ってきた。現世で狐きつねに触さわったことはないが、重さと体格は小型犬くらいだろうか。喋しやべらなければ妖よう狐こだとは到とう底ていわからないだろう。

　風千代はもじもじしながら、真咲の顔を見上げて言った。

「あのねあのね……、本当は、お兄ちゃんなんでしょ？」

「え──」

　きっとそうに違ちがいないと、期待に満ちたまなざしが突つき刺ささる。やんちゃな子狐は真咲と遊びたかったわけではなく、これが訊きたかったのだ。

「……ううん。俺は風千代の『お兄ちゃん』じゃないよ。比良野真咲、っていう名前なんだ」

「お兄ちゃんじゃ、ない……」

　みるみるうちにしょげてしまう姿を見ていられず、ぎゅっと抱だきしめる。噓うそをつくよりいいと思ったが、これはこれでつらかった。

「お兄ちゃんはそんなに俺と似てた？」

　風千代はこくんと小さくうなずいた。

「そっか……、突とつ然ぜんきてびっくりさせちゃって、ごめんな」

「……ううん。ぼく……うれしかったよ。あのね、真咲ちゃん、って呼んでもいい？」

「もちろん！　友達になろう、風千代」

　真咲がそう提案すると、風千代はやっと笑え顔がおに戻ってくれた。

「やったあ！　えへへ、真咲ちゃん！　今日からお友達だね」

　鬼おにに異郷にあやかしと、非日常的出来事がてんこ盛りだったところに、なんとも癒いやされる。風千代も立派なあやかしなのだが、もふもふは別腹だ。

「旦那さまと真咲ちゃんも、お友達なの？」

「え？　あ──うん。幼おさな馴な染じみだよ。いや……今日からは仕事仲間、かな？」

　真咲の複雑な気持ちなど知るよしもなく切り込んでくる風千代の質問に対し、言い訳めいた言葉を重ねてしまう。他意などないとわかっているのに、「友達だよ」と歯切れのいい返事ができない自分が情けない。案の定、風千代は「どう違うの？」と首を傾かしげた。

「ぼくはね、旦那さまも雪緒ちゃんも月影くんも、みーんな、お友達！　雪緒ちゃんはいつも遊んでくれるし、月影くんはおいしいお団子を焼いてくれるし、旦那さまはやさしくて、ぼくが泣いてるとよしよしってしてくれる。泣きやんだら、ごほうびにお散歩に連れてってくれるんだよ。お空がとってもきれいな、特別な場所なの」

「特別な場所か……いいなあ。俺も見てみたいよ」

「ほんと!?　じゃあじゃあ、今から行こ！」

「えっ、今から？　場所わかるの？」

「わかるよ！　ぼくだって真咲ちゃんのこと、案内できるんだからね」

　瞳ひとみはきらきら、鼻息はムフーと荒あらく、気合が入っている。さっき雪緒たちに置いていかれてしまったのが、よほど悔くやしかったらしい。

　歓かん迎げい会まではまだ時間がありそうだ。頭も整理したいし、外を歩くのはいいかもしれない。

　真咲はひとまずスマホだけ持って、風千代と散策へ出かけることにした。

　案内役に名乗りを上げた子狐は、屋や敷しきを出て意気揚よう々ようと歩きだす。だが、尻尾しつぽをぶんぶんと得意げに振ふっていたのもつかの間、社しや殿でん群を過ぎたあたりで「あれ？」と心細げな声を上げた。小道の途と中ちゆうで立ち止まり、不安そうにきょろきょろし始めたのでつい、声をかけてしまう。

「風千代……大だい丈じよう夫ぶ？」

「へ、平気！　ぼくにまかせて！」

　幸いここまでの道は真咲が覚えている。もう少しついていってみようと歩くと、急きゆう勾こう配ばいの坂に出た。そろそろ日が暮れそうだなと思いつつ、登ってみてあっと驚おどろく。

　目の前には深い森に抱いだかれた禧櫻閣の社と、夕焼け空が広がっていた。

「おー……これはすごいな……」

　視界を遮さえぎるものは何もない。乾から鮭さけ色から照てり柿がきへと繊せん細さいな濃のう淡たんを描えがいて変化する空の下、木立や社殿が落陽に照らされて幻げん想そう的なシルエットが浮うかび上がる。

　感動する傍かたわら、この景色はウェディングフォトスポットとして使えるかもしれない、と思いついた。大自然の中での撮さつ影えいは、昨今なかなか人気がある。ひとまず参考のために写真を押さえておこうと、スマホを構えた。電波は届かないようだが、カメラの機能は問題なく使える。

「……これでよし、と。風千代、ありがとう！　すごくいい写真が撮とれたよ」

　お手て柄がらの風千代は誇ほこらしげに、太くたっぷりとした尾おを振った。今度は新しん郎ろう新婦のモデルを入れて写真を撮ろうと考えながら、きた道を戻る。屋敷に着く頃にはちょうど歓迎会だろう。

「ん？　なんだこれ……？」

　ふと足あし下もとを見ると、さっきまでなかったはずの水みず溜たまりがある。雨が降ったわけではないのに妙みようだなと思ったそのとき、黒く淀よどんだ水が動いた気がした。

「え……」

　見間違いではない。水溜まりは真咲の踵かかとを追いかけて、歩くそばからぬるりと這はう。まるで生き物のようなその動きに、逃にげろ、と本能が告げていた。

「風千代、走るぞ!!」

　どちらかといえば足は速いほうだ。スーツと革かわ靴ぐつではトップスピードも知れているが、それでも走れるだけ走る。風千代は言わずもがな、真咲よりずっと速い。だが勢いがつきすぎたのか、ずしゃっと派手な音を立てて転んでしまった。黒い水は動かなくなった風千代にターゲットを変え、真咲の横をうようよとすり抜ぬけてゆく。

「風千代、危ないっ……！」

　風千代を助け起こそうとしたその瞬しゆん間かん、見えない何かに足を取られてつんのめった。

「う、わっ！」

「真咲ちゃん！」

　何につまずいたのか確かめようとして、思わず「ひっ」と声が出る。黒い水でできた手が、真咲の足首をがっちりと摑つかんでいたのだ。

「真咲ちゃん！　真咲ちゃん！　こいつ、はなせぇ！」

　風千代が黒い指を引き剝はがそうとするも、びくともしない。そうこうしているうちに、地中からまた別の黒い手が伸のびてくる。ぬるぬると無ぶ遠えん慮りよに真咲の身体からだを這い回った挙句、大きく跳はね上がって今度は人の形を模した。目、鼻、口を形作るように蠢うごめいて、にやりと微笑ほほえむ。

　喰くわれる、と恐きよう怖ふも追いつかないくらいの直感に、息を止めたそのときだった。

「真咲！　風千代！　目を瞑つぶれ!!」

　大声で名前を呼ばれ、とっさに目を閉じる。刹せつ那な、一いち陣じんの風が吹ふき抜け、焦こげた臭においがぷんと鼻をついた。身体にまとわりついていた不快感が消えて、おそるおそる瞼まぶたを開く。そこには、真っ青な顔をした世威がいた。

「二人とも、大丈夫か!?　怪け我がは？」

「う……、うん、なんとか……」

「──よかった、間に合って……」

　世威の手にはひと振りの刀が握にぎられていた。剣けん道どうで使っていた竹刀しないではない、真剣だ。この刀で、あの黒い水の化け物を斬きってくれたらしい。

「な……、なんだったんだ、今のは……？」

「下級のあやかしだ。ここ最近神域の結界が弱くなってて、今みたいな逢おう魔まが時になると、人に害をなす奴やつらが入り込むことがあるんだ」

　世威は真咲と風千代が部屋にいないことに気づいて、慌あわてて探しにきてくれたという。経緯いきさつを話すと、その目が三角になった。

「こら風千代！　ひとりで外に出ちゃだめだって言っただろう!?」

「ひとりじゃないもん！　真咲ちゃんといっしょだもん！」

「っ、そういうことじゃなくて……」

　悪びれずに反論されてしまった世威が肩かたを落とす。風千代の言い分ももっともなので、真咲は申し訳ない気分になった。

「ごめんな世威……、勝手に出歩いて」

「いや、俺が説明しておけばよかったことだから。行き届いてなくて申し訳ない……。けど、本当に無事でよかった」

　心臓が止まるかと思った、と話す世威の表情はもうよそいきのものではなく、よく知った幼馴染みのそれへと変わっていた。昔も真咲に何かあると──もちろん今日とは違い、風邪かぜを引いたとか紙で指を切ったとかそんなレベルの話だが──、血相を変えて心配してくれたものだ。世威は年下なのに、そういう面めん倒どう見みのいいところがあった。

　きっと本質的にとてもやさしいのだろう。鬼と言われてもさっぱりぴんとこないのはそのせいだ。下級とはいえあやかしを一刀両断した場面に居合わせても、その印象は変わらない。

「結界に関してはこっちでもできるかぎり対策はするけど、万が一また危険なことがあったら、手出しをしないで逃げること。うちは堅かた苦くるしい規則はないけど、それだけは守ってほしい」

「う、うん……わかった」

　あやかし騒さわぎで怪我をしたら、労災認にん定ていされるのだろうか。不可思議と現実の狭はざ間までふっと持ち上がった疑問について考えていると、風千代が「はぁー！」と可愛かわいく鳴いた。

「今の、本物の鬼ごっこみたいだったねぇ！」

「え……、鬼ごっこ？　あれが？」

　命を獲とられそうになったというのに、鬼ごっことは。もしかしてこの程度のことは、妖よう狐こにとっては遊びの延長みたいなものなのだろうか。だがあっけにとられた世威の表情を見ると、どうもそうではないらしい。

「まったく……風千代にかかればあやかしも形無しだ」

　呆あきれた声こわ音ねからは風千代のやんちゃぶりに常つね日ひ頃ごろ手こずっている様子が窺うかがえて、真咲はつい笑ってしまった。世威もつられたようにして、ふっと頰ほおをゆるませる。その距きよ離りの近さは、昔と同じだった。なんのわだかまりもなく肩を並べて笑っていた、あの距離と。

　本当は訊ききたいことがあった。どうして急にいなくなったのか、その理由を知りたかった。謝ったほうがいいのか、忘れたほうがいいのか。そんな悩なやみも心にくすぶっている。

　だが、今はまだこのままでいい。一瞬でもこの距離が戻もどった、それだけでいい。

　きっといつか訊けるときがくる。ならばそれまで待てばいい。時を経ても世威の本質は変わっていないとわかったら、自然とそう思えた。

「じゃあ帰ろうか。歓迎会の準備、もうできてるよ」

「……世威」

　くるりと踵きびすを返した後ろ姿に声をかける。その背中は事業再興を担になう責任感からだろうか、以前よりも大きく見えた。

「その……これからよろしくな」

「こちらこそ。よろしく、真咲」

　夕日に照らされた世威の顔に、かつての微笑みが重なる。そのせいでほんのひととき、心臓が錯さつ覚かくを起こしたらしい。軋きしんだ胸がさりげなく、鈍にぶい痛みを訴うつたえた。





二






　禧櫻閣に着任してから、真咲の生活は一気に賑にぎやかになった。とはいえ屋や敷しきはちょっとした旅館並みに広いので、生活音が気になるようなことはない。朝昼晩とバランスのとれた食事が提供されるうえ、通勤にかかる時間はほぼゼロで、感覚としては寮りよう住まいに近いと言える。

　服装に関する規定はないので、真咲は婚こん礼れい企き画かく部のときと同じ制服を着用することにした。無地のブラックスーツと白いシャツに合わせるのは、控ひかえめな光こう沢たくのあるシャンパンゴールドのネクタイだ。礼を重んじながらも婚礼の場にふさわしい華はなやかさを備えた装いは、歴史ある禧櫻閣のたたずまいにもよく馴な染じんだ。

　真咲にまかされた最初の仕事は、やはり宣伝だった。打ち合わせの席で世威に今までどんなことをしたのか尋たずねると、藤原家のお得意先へ営業再開を知らせる挨あい拶さつ状の送付と、例のウェディングフェアのみだという。

「恥はずかしながら全然手が回っていなくて……」

　なにしろ営業していたのは数百年前。本ほん殿でんや客殿の復旧に始まり、各種業者と一から関係をつなぎ直すので手て一いつ杯ぱいだったらしい。結果、宣伝は後手後手になったという話だった。

「その仕事を全部ひとりでやったのか？　従業員だって世威が探してたんだろう？」

「最初の足固めはほかの人にまかせたくなかったんだ。あやかしはひとりひとりの違ちがいが大きすぎるから、下手に一いつ斉せい採用したりすると統制がとれなくなる可能性があるしね」

　屋台骨を支えることになる人材は自分の目で見み極きわめたかったと言われて、つい考えてしまう。もしかしたら真咲を指名してくれたのは、世威かもしれない。そんな淡あわい期待がちらりと胸を掠かすめて、「いかんいかん」と自分で自分を窘たしなめた。ここは職場で、今は仕事中だ。余計なことを考えると、またぎこちない空気になってしまう。

「そ……そっか。本館と違ってここは大規模じゃないし、そういうやり方もいいかもな」

「ああ。まずは自分の目が届く範はん囲いで始めたいんだ。手を広げるのは、軌き道どうに乗ってからでも遅おそくない」

　藤原家は現うつし世よでは言わずもがな大だい企き業ぎようで、異郷でも名の知れた一族だというのに、その堅けん実じつな経営方針は世威らしくて好ましい。ただ、責任感が強いあまりに仕事を抱かかえすぎる傾けい向こうはあるかもしれない。そういうところはこれから真咲がサポートしていかなくては、と思う。

　それから世威は、異郷で流通している媒ばい体たいについて教えてくれた。読者数がいちばん多いのが新聞で、次点はあやかし街という盛り場で配られているチラシだという。これは異郷版フリーペーパーのようなものらしい。

　そして世威が「ぜひやりたい」と言っているのが、異郷ネットを使った施し策さくだった。実際に見せてもらうと、現世のものよりかなり簡素だがよく似ている。ただ、企業や個人の一方的な情報発信がメインで、ＳＮＳのような拡散性の高い機能を持ったサイトは見当たらなかった。

「異郷では断然紙媒体のほうが主流なんだ。けど、競合他社に差をつけるためにも絶対必要だと思ってる」

「競合？」

　ほかにも結婚式場があるのかと驚おどろくと、世威は「もちろん」とうなずいた。

「なかなか商売敵がたきが多くてね。ご神木一本でやってる式場まで入れたら、結構な数になる」

「ご神木一本って……それで式が成立するわけ？」

「させるんだよ。『樹じゆ齢れい千年、夫婦めおと万年』っていう売り文句は、こっちじゃ定番。……けど俺はそういう形で歴史を売りにするんじゃなくて、新しい文化と融ゆう合ごうさせたいと思ってるんだ」

　異郷では古いものを尊ぶ風潮があるようで、由ゆい緒しよある本殿と縁えん結むすびの桜が持つ伝説に興味を持つあやかしは多いだろう、と世威は言う。しかしそれだけではこの時代に営業再開する意味はない、というのが彼の持論だった。

「あやかしの中には、新しもの好きもいる。彼らに現世風の演出やヘアメイクを提供できたら、客層が広くなるだろう？　選せん択たく肢しを増やすことで、禧櫻閣そのものに興味を持ってくれる人も増える。だから雪緒や真咲みたいに、現世での業務経験がある人の力が必要なんだ」

　禧櫻閣の看板を掲かかげてはいるが、数百年前と同じことをするつもりなどさらさらないというわけだ。なかなか攻せめた姿勢のように思えるが、その一方で伝統料理を得意とする月影を板場に配置するところなどは、バランスがとれている。

「俺、異郷のこと何も知らないのに、こっちで仕事できるのかなって思ってたけど。今の話で世威が目指してるものがなんとなくわかったよ」

「ありがとう。……真咲がきてくれて、心強いよ」

　世威にそう言われて、素す直なおに嬉うれしかった。過去のことは関係なく、今達成すべき目標の戦力だと思われていることが、気持ちを前向きにさせる。現世のやり方がはたして異郷で通用するのかどうか、不安はあったが試ためしてみようと思えた。

　それから真咲は異郷ネット用の公式サイト制作と、チラシの原げん稿こう作りをすることになった。やることはたくさんあるが、見学客がいない今、時間もまた有り余っている。

　新聞を読んで異郷について学びつつ、今までの経験で得た知識を使いながら、真咲は禧櫻閣での初仕事に没ぼつ頭とうした。













「……はあ……」

　異動から一ヶ月後。真咲は早くもあやかしの壁かべにぶち当たっていた。

「やだ真咲ちゃん、どうしたの？　ひどい顔色よ」

　接客を終えたばかりのウェディングサロンでひとり肩かたを落としていた真咲を見つけ、雪緒がぎょっとした声で言う。

「いえちょっと……自己嫌けん悪おです……」

　突とつ貫かんで制作した公式サイトのオープンに合わせて、チラシに広告を掲けい載さいしたのが先週末。

　施策が奏功したのか式場への問い合わせが増え始め、まったくこなかった見学客も少しずつではあるが姿を見せるようになった。

　これは大きな変化だと従業員皆みんなで喜び、真咲もはりきって接客に臨のぞんだ。お客さまが千せん差さ万ばん別べつなのは、人間もあやかしも同じ。これでもウェディングプランナー六年目、ありとあらゆる新しん郎ろう新婦に対応してきたという自負がある。いくらあやかしとはいえ、経験を応用すれば問題ないだろう。そう思っている節があった。

　しかし、あやかし客は予想をはるかに上回る奇き抜ばつさで、真咲を翻ほん弄ろうしたのだ。

「自己嫌悪って……もう、真ま面じ目めなんだから。今度はどんなご要望があったの？」

「要望自体は普ふ通つうだったんです。けど女性のお客さまが鵺ぬえで、意見が割れに割れて……」

　新郎新婦間で意見が分かれるのはままあることだ。だが今回はひとりの中に猿さる・狸たぬき・虎とら・蛇へびがいて、全員が違うことを言うのである。衣装ひとつとっても、「絶対白しろ無む垢くね」「いいえドレスよ」「色いろ打うち掛かけじゃなきゃ嫌いや」「なら引き振ふり袖そでのほうが」といった具合でばらけ、しまいには喧けん嘩かが始まってしまったのだ。

　うまく対応できなかったのは、今日だけのことではない。ほかにも「首切れ馬に乗って入場したい」、「持ち込んだ臓物で婚礼料理を作ってほしい」など、あやかしカップルの夢溢あふれたリクエストに戸と惑まどうばかりの毎日だった。「どんな結婚式がしたいですか？」と訊いておきながら腰こしが引けていては、プランナー失格。本館から持ってきた制服が泣いている。

「まだあやかし慣れしてないんだから仕方ないわ。お客さま自体は増えてるんだし、ここからが勝負よ」

「けど、せっかくここに興味を持ってきてくれたあやかしの皆みなさんに申し訳なくて……」

　式場選びは、プランナーの印象が及およぼす影えい響きようも大きい。それがわかっているだけに、自分が足を引っ張っているかもしれないと思うと、情けないことこのうえなかった。

「まあね。けど、それこそご縁えんがあるかないか、って話じゃないかしら」

　雪緒の言うことは正しい。本館で働いていたときだって、好こう感かん触しよくだった打ち合わせがすべて成約につながったわけではない。

　あやかしも十人十色。その心に触ふれようと努力し続けることで、結ばれる縁があるはずだ。

「……そういえば、真咲ちゃん。『時とき廻めぐりの井い戸ど』はもう使った？」

　時廻りの井戸というのは、禧櫻閣の設備のひとつだ。とある力を持つ井戸で、主に披ひ露ろう宴えんを盛り上げるのに一役買ってくれるそうなのだが、実際に使ってみたことはない。

「いえ、まだです」

「なら、気分転てん換かんも兼かねて今からやってみましょ。異郷の理ことわりで動くものに触れたら、あやかしの心に近づけるかもしれないわよ。今日の仕事はもう、終わりでしょ？」

　雪緒に連れて行かれたのは、屋や敷しきの裏庭だった。高木と低木が雑多に植えられ、足あし下もとには苔こけが生むし紅べに羊歯しだが茂しげるその庭は、里山の雰ふん囲い気きを残していて居い心地ごこちがいい。

　目当ての井戸のそばには、鞠まりで遊ぶ世威と風千代がいた。

「あら旦だん那なさま！　この時間にいらっしゃるなんて珍めずらしい」

「客先の都合で打ち合わせが一件キャンセルになって、さっき帰ってきたんだ」

　世威はここのところ外回りの仕事が多く、朝早く出かけて夜遅おそくに帰ってくる。雪緒の言う通り、日のあるうちに屋敷で世威の顔を見るのは久しぶりだった。

「ちょうどよかったわ、旦那さま。真咲ちゃんに『時廻りの井戸』の使い方を教えてあげてもらえないかしら？　わたしはちょっと、急ぎの用事を思い出してしまって」

「え!?」

　そんなこと聞いてない、とぎょっとする真咲の袖そでを引っ張り、雪緒が耳みみ許もとでささやく。

「ずっと忙いそがしくて、旧交を温めるチャンスもなかったでしょ？　お邪じや魔ま虫は消えるわね」

「ちょっと、雪緒さん」

　慌あわてる真咲をよそに、雪緒は「じゃあごゆっくり」と言い残して消えてしまった。

　夕方の風が吹ふく裏庭に、二人と一いつ匹ぴき。職場で打ち合わせともなればもう自然に振ふる舞まえるが、こんなふうに改めて場を作られると、まだ少し戸惑いが勝まさる。

「ご……、ごめん、世威。実は今日の来客対応のあとで、雪緒さんにいろいろと相談に乗ってもらってたんだ」

　ここにきた理由を話すと、世威は「そういうことなら」とレクチャーを快かい諾だくしてくれた。

　風千代も「なになに？」と興味深そうに目を輝かがやかす。

「真咲には最低限の説明をしただけだもんな。いい機会だし、一枚写真を撮とってみよう」

　井戸を使って、写真を撮る。真咲は最初にそれを聞いたとき、世威が何を言っているのかさっぱりわからなかった。しかしこの井戸は、生活用水ではなく『時を廻めぐる水』を引く特別な井戸であり、なんと過去の写真を撮さつ影えいできる代しろ物ものだというのである。

「うーん……、やっぱり俺には信じられないけど」

「話を聞いただけじゃそうだろうな。けどこれはれっきとした過去への入り口なんだ」

　何百年、何千年と生きるあやかしたちは、写真のない時代はもちろん、発明以後であっても自らの姿を記録したことのある者は少ない。有名な妖よう怪かいは絵に描かかれたり、写真に撮られたりすることもあるが、いわゆる結婚式のアイテムとしてよく使われる『思い出紹しよう介かい用の写真』は持ち合わせていないことがほとんどである。

　だがこの井戸を使えば生まれたときの様子はもちろん、初デートなどの記念日も思いのまま撮影可能で、新郎新婦のプロフィール制作にはうってつけの設備だというのだ。

「じゃあこの印画紙に、写したい過去のことを書いてみて」

　世威から紙を手て渡わたされたはいいが、何を撮ろうかとしばし悩なやむ。一、二年前の出来事を撮ってもつまらない。どうせならもっと昔の、懐なつかしい姿を写してみたい。

　だがそこまで考えて、ふと気づいた。真咲のタイムラインは六年前のあの日を境に、くっきりと分かれている。あの日まではいつも、隣となりに世威がいた。その事実を反はん芻すうするたび気持ちが沈しずんで、思い出を探さぐろうにも感傷が邪魔をする。

　なら、いつならばいいだろう。学校行事に家族旅行と、世威のいない瞬しゆん間かんはいくらでもあるはず。なのにそれらはどうしてか、ひとつも浮うかんでこなかった。

「……真咲？」

「あっ……、ごめん。そうだな、迷うな……」

「……」

　真咲の動どう揺ようを察したのだろうか。世威が何か言葉を飲み込んだ気配がした。風千代が黙だまってしまった二人を不思議そうに見上げている。

　重くなりつつある空気に焦あせりながら、必死になって当たり障さわりのない思い出を検けん索さくしていたそのときだった。

「……あのパーティーの写真は？」

　世威がごく自然な口ぶりでそう言った。

「真咲が八歳で、俺が五歳のときの合同誕生日パーティー。うちの本館でやったときの」

「あ……、うん。いいなそれ。それにしよう」

　真咲はその提案に一も二もなく乗った。当時のことはもちろん覚えている。二人の誕生日が同じ五月なので、真咲が小学校を卒業する年まで、両家の家族が一いつ緒しよにお祝いしていたのだ。

　場所はレストランだったり世威の家だったりしたが、このときは藤原ホテルの小さなバンケットルームで行われた。夜は両親が奮発してくれ、そのままホテルに泊とまるという、生まれてはじめてのスペシャルな経験をした日でもあった。真咲にとって、「ホテルは夢のように楽しい場所」というイメージを持つきっかけとなった、かけがえのない思い出だ。

「日付は……毎年五月五日だったよな。さすがに時間までは覚えてないけど……」

「そのへんはアバウトでいいよ。いちばん大事なのは、そのときの感情を思い浮かべること」

「感情？　『あのときは楽しかったなー』とか、そういう？」

「そうそう。どんな出来事でもそうだけど、細かいことは忘れても、気持ちのほうは覚えてるってことがあるだろ？　嬉うれしかったこととか、悔くやしかったこと……この井戸に託たくせば、感情が思い出の瞬間を切り取ってくれる」

「なるほど……」

　井戸の仕組みは摩ま訶か不ふ思し議ぎだが、世威の言いたいことはわかる。

　真咲は印画紙に日付と場所を書き、釣つる瓶べに入れた。真咲も世威も双そう方ほうの家族も、皆が笑っていたあの夜の楽しくて幸せな気持ちを思い起こして、井戸の奥深くへと下ろしていく。ほどなくして世威の合図で引き上げると、濡ぬれた紙が乾かわくにつれて画像が浮き上がってきた。

「お……おぉー!!　すごい……！」

　そこに写っていたのは、幼い真咲と世威だ。二人ともキッズサイズのフォーマルスーツで、小さな紳しん士しを気どっている。真咲と世威の身長差は、今と逆だ。

「懐かしいな……二十年前か。うわ、うちの親若い。あっ、このケーキ覚えてる……スピノサウルスだ。世威のお父さんがわざわざオーダーしてくれたんだよな……」

　奇き跡せきのような一枚の写真に、自然と笑えみがこぼれる。自分の姿についてはさして覚えていないが、世威のまだ子こ鹿じかのような瞳ひとみは印象に残っていた。この井戸は本当に過去が写せるのだと、確信と同時に鳥とり肌はだが立つ。

　しかし風千代は納なつ得とくがいかないのか、写真を見てしきりと首を傾かしげていた。

「これが真咲ちゃんと旦那さま??　うそだぁ、だって小さいもん！」

「生まれたときは皆みんな、小さいんだ。成長してだんだん大きくなるんだよ」

　真咲がそう言うと、風千代は「みんなって、ぼくも？」と目を瞠みはった。

「そうだなぁ。今よりもっとずーっと、ちっちゃかったかも」

「今より小さいの!?　見たい！　ぼくの写真も、ここから出てくる？」

　風千代はいてもたってもいられないようで、「えいっ」と勢いよく井戸の縁ふちに跳とび乗った。

　今の姿も充じゆう分ぶん可愛かわいいが、赤ちゃん狐ぎつねの風千代もぜひ見てみたい。しかしわくわくする真咲と風千代とは対照的に、世威はその表情を翳かげらせた。

「残念だけど、難しい。この井戸は過去のことならなんでも撮れるってわけじゃなくて、時を廻る水から記き憶おくを頼たよりに思い出の場面を掬すくい上げてるだけなんだ。それには本人か、もしくはその人のことを知っている人がいないとだめだから、風千代の場合は……」

　風千代は記憶がない。風千代が小さかったときのことを知っている人もいない。だから何も写らない、というわけだ。

「……ぼくは写らないのかぁ……」

　自分の写真が手に入らないことを理解した風千代が、残念そうに井戸の中を覗のぞき込む。その後ろ姿は、どこかに記憶が落ちてはいないかと探しているように見えて、真咲は自分の迂う闊かつさを反省した。少し考えれば予測がつきそうなものなのに、一緒になって興奮してどうする。

　すると世威が歩み寄り、そっと風千代を抱だき上げた。

「写真撮ってやれなくて、ごめんな。風千代」

「ううん。けど真咲ちゃんも旦だん那なさまも思い出があっていいな。たのしそうで、いいな……」

　風千代はそう言うと、世威のネクタイに顔を押しつけた。身体からだが小刻みに震ふるえている。真咲の軽はずみな言動で泣かせてしまったのだ。世威はぽんぽんとその背中を叩たたきながら、風千代に語りかけた。

「風千代には思い出、ないか？　俺と出かけたことは、もう忘れた？　雪緒に遊んでもらったことも、月影と餅もちつきしたことも、全部？」

　風千代は顔を埋うずめたまま、ふるふると首を振る。「忘れて、ない」

「そうだよな。楽しかったよな。風千代には思い出があるし、これからも作れる。皆といれば、いくらでも」

　世威の語りかける声はやさしく、傍かたわらで聞く真咲の心にも沁しみた。失われた記憶ではなく、今あるもの、この先にあるはずのものに目を向けさせる言葉は、力強くて温かい。

「……ぼく、どんな思い出、作れるかなぁ？」

「そうだな、楽しいことはいろいろあるけど……まずはピクニックなんてどうだ？」

「ぴくにっく？」

「お弁当を持って外に遊びに出かけることだよ。今度は真咲も一緒に」

「真咲ちゃんと……!?」

　風千代はがばっと顔を上げた。大きな瞳はまだ心細げに潤うるんでいたが、声はほのかに明るい。

　いきなり指名された真咲はぎくっとしたものの、世威のアイコンタクトで話を合わせるようにうなずいた。さすがにここで水を差すほど、馬ば鹿かではない。

「な、楽しみだろう？　だからもう泣くな。これから楽しいことが、たくさんあるんだから」

「うん！　わかった！」

「よし、いい子だ」

　世威の大きな手にわしわしと撫なでられて、風千代は気持ちよさそうに目を閉じる。その場がどうにか丸く収まり、屋や敷しきの中へ戻もどる頃ころにはすっかり、風千代の涙なみだは乾いていた。

　突とつ然ぜんの『ピクニック』の誘さそいについて説明を受けたのは、夕食後のことだ。自室に戻ろうとしたところで、真咲は世威に呼び止められた。

「さっきはごめん。その……夕方の、風千代との話。真咲のこと急に巻き込んで、悪かった」

「いや、俺は全然いいんだけど……ピクニックって？」

「実はここから少し離はなれたところに、流れのあやかしがいるっていう情報が入ったんだ。どうも気になるから、一度会っておきたくて。休みの日に申し訳ないけど、できれば真咲にも立ち会ってほしいんだ」

　仕事だと明確に示してもらえたことに、正直ほっとした。井い戸どの件でも思ったが、職場の外で二人になるのは、まだ気き後おくれがある。プライベートで出かけようと言われるより、休日出勤してくれと言われるほうが断然ありがたかった。それに今回は風千代もいてくれる。

「わかった、付き合うよ」

「ありがとう。……助かる」

　そう言って微笑ほほえむ口くち許もとが、少し緊きん張ちようして見えた。一緒に出かけるのがあの旅行以来だということに、世威も気がついている。ただ口に出して言わないだけだ。

　二十年前の誕生日パーティーについては無む邪じや気きに懐なつかしむことができるのに、六年前のことは話題にもできない。互たがいに一歩引いた距きよ離りは、思っていたより遠いなと思った。そしてそれを縮める勇気は、きっと今のところどちらも持っていないのだ。







　その日の朝。お腹なかの上で何かがぼふんとバウンドする感覚に、目覚まし時計が鳴るより早く飛び起きた。

「起きてぇ、真咲ちゃん！　あ、さ、だ、よ！」

「お、起きるっ！　起きるから！」

　布ふ団とんを巻き取ろうとする風千代の猛もう攻こうをくぐり抜ぬけて身み支じ度たくを済ませると、食堂では月影が行楽弁当を用意してくれていた。蒔まき絵えの重箱には風千代の好物がぎっしり詰つまっている。

「ちょっと重いけど、我が慢まんしてくれよ。四人分だ」

「……四人？」

「流れのあやかしに会いに行くんだろ？　そいつが腹空すかしてるかもしれないからって、旦那さまに頼たのまれたんだよ」

　だからつい気合入れちまった、と照れた顔でそっぽを向く。もしかしたら、いつかの自分を思い出したのかもしれない。

「どんな奴やつかは知らねーけど、旦那さまのことだ。そいつが困ってたら助けてやるつもりなんだろ。わざわざ真咲たちを連れてって顔合わせみたいなことをするくらいだからな」

　雪緒や月影たちと同じように、禧櫻閣にスカウトするつもりかもしれない、ということだ。どんなあやかしなのか、俄が然ぜん興味が湧わいてくる。

　お待たせ、と現れた世威は、なんと着物姿だった。卯うの花色の袷あわせに茶ちや褐かつ色しよくの羽織は渋しぶすぎず、ほどよくモダンだ。聞けば、休みの日の外出ではよく身につけるらしい。道理で着慣れた風ふ情ぜいがあるわけだ。「似合うな」と言おうと思ったら、風千代に先を越こされてしまった。

「旦那さま、かっこいい！」

「ありがとう、風千代。……じゃあ行こうか」

　世威がつれていってくれたのは、大きな滝たきだった。豪ごう快かいに流れ落ちる水は、見ているだけで清せい涼りよう感が全身に漲みなぎる。たっぷりと降り注ぐ秋の陽光は滝たき壺つぼに紺こん碧ぺきと孔く雀じやく緑の神秘的なまだらを描えがき、霧きりのような飛沫しぶきをきらめかせた。

「きれいだねぇ真咲ちゃん！」

「うん、すごくきれいだね。空気も美味おいしいなぁ」

　滝壺に足を浸つけたり、釣つりをしたりと、三人で思いきり遊び尽つくした。太陽が中天にかかろうというところで風千代はエネルギーが切れたのか、「お腹すいたよぉ」と鳴いてこてんと転がってしまった。

　世威は風千代を抱き「もう少しだけ我慢してくれ」と言うと、真咲たちをつれて滝の裏へと向かった。奥には洞どう窟くつが続いている。どうやらこの先に、目的のあやかしがいるらしい。

「どういうあやかしなのか、知ってるのか？」

「だいたいね。実は俺、その人のファンなんだ」

　世威がそんなふうに特定の誰だれかに興味を示すことは珍めずらしいので、ますます気になる。

　行き止まりまで歩くと、瀑ばく布ふの轟ごう音おんはもう遠い。そこには着物姿の瘦やせた男がひとり、すり切れた茣ご蓙ざの上で寝ねこけていた。

「この人が……あやかし？」

　背格好と顔がん貌ぼうはどう見ても人間、しかも日本人だ。だが、真咲と同じ現代に生きているとは思えない。茶ちや鼠ねずの小こ袖そではともかく、丁ちよん髷まげを結ゆっているのだ。

　真咲たちの気配に気づいたのか、男は寝返りを打った拍ひよう子しにばちっと目を開けた。心配になるくらい血色が悪いが、欠伸あくび混じりに起き上がり、そのまま大きく伸のびをする。どうやら具合が悪いわけではないらしい。世威はその場に膝ひざをついて、男に声をかけた。

「お休みのところ、失礼します。ちょっとお話を伺うかがってもよろしいですか？」

「はいはい、ちょうど起きようと思ってたところで。しかし珍しいお客さんだ。とんだ好男子に、珍ちん妙みような格好の美人さん。それに狐きつねッ子かい。あたしになんの用で？」

「私はこの近くで、結けつ婚こん式場を経営している藤原と申します。実は人捜さがしをしてまして……」

「へぇ？　こんなとこで」

「ええ、まあ。こちらには長くお住まいで？」

「ああ、ちょっと前からね。景色がよかったもんで。ここまでくると、滝の音もちょうどいいでしょう。しかし人を探すにしたって、辺へん鄙ぴなところにきたもんだねぇ」

「実はこのあたりで、伊い佐さ野の玄げん鳥ちようさんという方を見かけたと噂うわさを聞いたんですが……」

　世威が切りだすと、男は仰ぎよう天てんして「ええっ？」と腰こしを浮うかせた。「そりゃあんた……あたしだよ。あたしが伊佐野玄鳥だ」

　真咲も「えっ」と驚おどろいたが、世威は最初からわかっていて声をかけたらしい。男の反応に、「よかった」と微笑んだ。

「ああびっくりした。あんた、あたしを探しにきたの。しがない絵師のこのあたしを？」

「しがないなんてとんでもない、玄鳥さん。妖よう怪かい画の第一人者ではありませんか」

　真咲は名前を聞いてもわからなかったが、現うつし世よでも妖怪の絵で有名な人らしい。世威は玄鳥の代表作についてしばし熱く感想を語り、絵師を驚かせた。古美術が好きなのは知っていたが、日本画にも詳くわしかったとは意外だ。

「ははあ……こりゃたまげたなぁ。そりゃあたしもね、かつては筆一本で鳴らしたもんですよ。けどねぇ、そこらじゅうにいたあやかしがいつの間にか、町からいなくなっちまって。山だの海だのまで追いかけてるうちにこうして死んじまったんだから、世話ないわなぁ」

「し……、って、ええっ!?　生きてるじゃないですか、こうして話して」

　真咲がびっくりして口を挟はさむと、玄鳥は「そう思うでしょう？」と相あい槌づちを打った。

「こんな形でも死んでるのよ、いやんなっちゃうよねぇ。心の臓はちぃとも動かない。けど、腹は減るし眠ねむくなるし、絵だって描かけちまう。やっぱりこの世に未練があるのかねぇ」

　さばけた物言いをしてはいるものの、己おのれを顧かえりみる声には薄うす暗ぐらい寂さびしさが滲にじむ。それでも世威が風千代を紹しよう介かいすると、「妖よう狐こかい!?」と好こう奇き心を抑おさえきれない様子で身を乗り出した。

「不ぶ躾しつけなお願いで恐きよう縮しゆくですが……よろしければこの子の絵を描いていただけませんか？」

「ああ、お安い御ご用ようですよ。嬉うれしいねぇ、久しぶりにあやかしの絵が描けるってだけでもありがたいのに、あたしは妖狐を見るのははじめてで」

　玄鳥は青白い顔をほくほくさせて、画帳を取り出した。よく見ると周りに散らばっているのは筆に硯すずりに紙にと、絵を描く道具ばかりだ。　>>>♥

「狐の坊ぼつちゃん、好きなものはあるかい？」

「ぼくはねぇ、お団子が好き！」

「ああ、ありゃ美味うまい。あたしはいっつも三本は食っちまう」

「ええ!?　食べすぎだよおじちゃん！　ぼくはいつもみんなと半分こだよ？」

　楽しそうに会話を交かわしながら、玄鳥は濃こまやかに筆を滑すべらせた。緻ち密みつな線が集まって質感豊かな毛並みへと変わり、紙の上で今にも動きだしそうな獣けものが生まれる。やがて潑はつ剌らつと光る玉のような瞳ひとみで牙きばを剝むく妖狐の前で、人間の店主が団子を焼いている絵が完成した。妖狐が団子を待っているようにも店主の親父おやじを狙ねらっているようにも見える、愉ゆ快かいな一枚だ。

「ぼく……ぼく、すごくかっこいい!!」

　風千代は玄鳥の絵を見て、深みのある灰色の瞳を熱っぽく瞬またたいた。世威も「素す晴ばらしいですね……！」と頰ほおを紅潮させて絵に見入っている。獰どう猛もうな妖狐はおどろおどろしいのに、どこかユーモラスだ。絶ぜつ妙みようなバランスで描かれた風千代の姿に、真咲も一目で虜とりこになってしまった。

「玄鳥さんの絵は、あやかしからの人気もものすごく高いんだ。自分の絵を描いてほしくて、わざと玄鳥さんの前を通り過ぎるあやかしもいたくらいだから」

　世威が興奮気味にそう言うと、玄鳥が納なつ得とく顔になる。

「それであたしの周りに、連中が集まってたっちゅうわけか……合が点てんがいったなぁ。けどねぇ、どうして急に数が減っちまったんでしょう」

「……時代ですね。人が増えて国は発展しましたが、それに伴ともなってあやかしを信じる人は減っていきましたから。あとは環かん境きようも。水と空気が濁にごって、暮らしにくくなりました。はじめは野山に隠かくれていたあやかしも、人間の世界そのものから離はなれていったんです」

「ふぅむ。しかしまあ、十年二十年でそんなに変わるもんですかね」

「玄鳥さんが亡なくなってから、二百年以上が経たっています」

　真咲と玄鳥は同時に「えっ」と声を上げた。今から二百年以上前といったら、江え戸ど時代まで遡さかのぼる。自分が死んだことは平然と受け入れていた玄鳥も、これには度ど肝ぎもを抜ぬかれたらしい。明らかに気落ちした様子で、しんみりと肩かたを丸めた。

「あぁ……そうでしたかい……まいったね。思ったよりも長くふらふらしちまったなあ……」

「玄鳥さんはまだ絵を描きたいと思っていらっしゃいますか？」

「もちろん。この世のあやかしを描ききるまで死んでも死にきれないってもんですよ。ああ、そうか……だからあたしはまだ、ここにいるんだ」

「玄鳥さん。私たちが働いている結婚式場は、あやかしの縁えんをつなぐ場所です。まだ開業したばかりですが、これからたくさんのあやかしが集まる場所にしたいと思っています。そこで、あなたのお力を貸していただけないでしょうか？」

「でも、あたしには絵を描くくらいしかできませんよ」

「ぼく、おじちゃんの絵大好き！」

　風千代が鞠まりのように跳はねて、玄鳥の膝の上に飛び乗った。

「ぼく、強そうで怖こわそうで、すっごくうれしいもん！　それにね、お団子もあってね、幸せな気持ちになっちゃうの。おじちゃんには、ぼくがこういうふうに見えてるの？」

　あやかしから絵の感想を直接言われたのは、はじめてなのかもしれない。玄鳥は目を細め、瘦せた手で愛いとおしそうに飴あめ色いろの毛並みを撫なでた。

「ええ、あたしにはこういうふうに見えるんですよ。可愛かわいらしい顔をしてね、とんでもなく強い力を持ってる。それでいてとっても食いしん坊ぼうだ。坊ちゃんをようく見ればわかりますよ」

　嬉しさが頂点に達したのか、風千代は「うふふふふぅ」と歌うように笑うと、玄鳥の腕うでの中でころんと一回転してお腹なかを見せた。

「玄鳥さんの絵があやかしに愛されるのは、玄鳥さんがあやかしを愛していらっしゃるからです。私はそんなあなたと一いつ緒しよに働きたいと思っています」

「……成じよう仏ぶつしそびれたあたしのところに鬼おにがきたのなら、これも縁かもしれないねぇ……」

　玄鳥の何気ない呟つぶやきに、真咲ははっとした。世威は名前を名乗っただけで、自分が鬼だとは言っていない。見た目も人間そのものだ。だが、玄鳥はわかっていた。熟練の妖怪絵師はその特異な眼力で、世威の正体を見み抜ぬいたのだ。

「こっちは行くあてもない流れ者だ。あたしにできることがあるなら、これほど嬉しいことはありませんよ」

「……ありがとうございます！　よろしくお願いします」

　世威がそうするのに倣ならって、真咲も深々と頭を下げた。「おじちゃんもうちにくるの!?」とはしゃぐ風千代を抱だいて、玄鳥がちょっと照れくさそうに笑う。禧櫻閣に新しい仲間が増えるのは、真咲にとっても嬉しいことだった。

　めでたく話がまとまったところで四人で車座になり、弁当を広げた。

「これは見事な弁当だ。ややっ、牡蠣かきの時雨しぐれ煮にがあるじゃありませんか。あたしは昔っから、これに目がなくてねぇ」

　じゅわっと甘いあげと酢す飯めしが幸せなハーモニーを奏かなでる稲いな荷り寿ず司しは、シャキシャキの刻み蓮れん根こん入り。大葉たっぷりのふわふわ鶏とりつくねに、明めん太たい子この入った彩いろどり豊かな卵焼き。月影の力作に風千代も「おいしいねぇ、みんないっしょで、たくさんおいしい！」とにこにこ顔だ。

「あぁ……こりゃどれもいい味だ。料理番付に載のる店だって、なかなかこうはいかないよ」

「このお弁当を作ってくれたのも、月影っていうあやかしなんですよ。玄鳥さんと同じように、世威が見つけて声をかけたんです」

「ああ、あやかし街の市場に出てた屋台でね。惣そう菜ざいはどれも美味いのに、お客さんが全然ついてなくてさ。たぶん月影が凄すごい形相で包丁研といでたからだと思うけど……並みのあやかしじゃ近寄れないような気き魄はくだったから」

　本人はさらりと言うが、そんな状態の月影に話しかけてスカウトまでやってのけた世威は、並みのあやかしではないということだ。『異郷に鬼は多けれど、真に強きは不ふ死じ原わらなり』──。以前、雪緒に教えられたその言葉が胸を過よぎる。

　異郷の暮らしには慣れても、世威が最強の鬼の一族の血を引いているということだけはまだ、実感をもって受け止められない。けれどこの土地で出で逢あうあやかしは皆みな、世威の強さを知り、心しん酔すいしている。そして世威と禧櫻閣の役に立ちたいと、心から願っているのだ。

「こんなに腕のいい料理人の祝い膳ぜんなら、さぞかし素晴らしいでしょうなぁ」

「ええ。早く自じ慢まんの腕を振ふるってもらえるよう、成約を獲とらないとと思ってるところです」

　世威の台詞せりふに背筋が伸のびた。結けつ婚こん式の予定が空白のままでは、彼らは真価を発揮できない。

　禧櫻閣に一日も早い成約を──。それはウェディングプランナーである真咲に課せられた、最も重要な使命だった。







　それから玄鳥は、驚おどろくほどの早さで禧櫻閣に馴な染じんだ。生来のあやかし好きであるためか、とにかく順応性が高い。

　見学客の数も日に日に増え続け、禧櫻閣全体が活気づいてきた気がする。しかしいまだ成約に至っていないことに、真咲は焦あせりを感じ始めていた。

　実際に来館してくれたお客さまの反応は、すこぶるいい。だが直近の実績がないということに不安を覚える人が意外と多かったのは誤算だった。仮予約までいったにもかかわらず、ほかの大手と比ひ較かく検討された結果、キャンセルされてしまったこともある。

　禧櫻閣最大の売りである「歴史ある社しや殿でんで実現する現うつし世よ風ウェディング」は、あやかしブライダル業界において新しい試みだ。受け入れられるまでには、時間がかかるかもしれない。

　だがその素地はあると、真咲は確信している。雪緒のヘアメイクや真咲が提案する演出案に興味を示してくれるあやかし客は、予想していた以上に多いのだ。

　あと一歩のところまできているという感覚はある。足りないのは、最後に背中を押す要素だ。

　絶対にここで結婚式がしたい、と心を動かす何か──。

「お疲つかれさま、真咲」

　営業を終しゆう了りようしたウェディングサロンにやってきたのは、世威だった。手には小さめの額がく縁ぶちを二つ持っている。

「玄鳥さんに新しく描かいてもらったあやかし絵、ここに飾かざろうと思ってさ。どう？」

　世威が見せてくれた絵のモデルは、雪緒と月影だった。月下に立つ雪緒は雪女の本領発揮という感じで、とにかく色っぽい。迫せまられた者は見み惚とれたまま凍こおりついてしまうだろう。月影はまるで舞まいのような鮮あざやかさで包丁を操あやつっていた。耳と尻尾しつぽは愛らしいが、その小こ柄がらな身体からだから発する鋭えい気きは凄すさまじく、下手に動いたら切り刻まれそうである。

「うん、すごくいい絵だな、これ」

「だろ？　結婚写真みたいな感じで、玄鳥さんの絵もサービスのひとつに加えたいと思ってるんだ。思いきってウェルカムボードとか、ペーパーアイテムに使うのもいいし」

　あやかし人気の高い玄鳥だ。自分の絵を描いてほしいというお客さまは大勢いるだろう。それが人生の節目の記念になるなら、尚なお更さらだ。

　さすがは世威、あやかしが喜ぶツボを心得ている。自分にもこんな発想があればいいのにとないものねだりでため息をついていると、世威が「今からもう一枚の絵を見に行こう」と言う。

　誘さそわれるままついていった先は、玄鳥の仕事部屋だった。襖ふすまを開けた瞬しゆん間かん、目に飛び込んできた光景に思わず息を吞のむ。──部屋の中に桜が咲さいているのかと思った。

　そこにあったのはもちろん本物の樹木ではない。世威が依い頼らいしたという、禧櫻閣の本ほん殿でん──結びの社の絵だ。風景画は専門ではないと言いながらもここしばらく寝しん食しよくを忘れて筆を握にぎっていたという玄鳥が、はじめて社の前に立ったときのことを熱く語る。

「筆を持った途と端たん、目の前にパッと花が咲いてねぇ！　お社にもこう、天から光が射さしてきて……おっかなかったけど妙みように筆が冴さえて、一息に描いちまった」

「もしかしたら桜が玄鳥さんに描いてほしくて、自分が咲いている幻まぼろしを見せたのかも……？」

　真咲が推測すると、世威は「ありうるな」とうなずく。

「霊れい木ぼくには神霊が宿っている……広い意味ではあやかしだからな。けど……」

「けど？」

「いや、真咲もだいぶ異郷の考え方が板についてきたなと思ってさ」

　どことなく嬉うれしそうな世威の声に、真咲の心も弾はずんだ。人間の身であってもあやかしの心に寄り添そいたいという日々の小さな努力の痕こん跡せきを、見つけてもらえたような気がして。

「……なあ、世威。異郷ネットでもこの絵、使っていい？」

「これを？　ああ、いいよ」

　それは絵の迫はく力りよくに魅みせられての思いつきだったが、世威は快かい諾だくしてくれた。

　縁えん結むすびの伝説を持つ不思議な桜が、たくさんのお客さまとの縁えんを取り持ってくれますようにと祈いのり、公式サイトで『結びの社』の絵を公開したその翌日。

　見学を希望する問い合わせが、それまでの倍に増えたのだった。







　秋晴れの日射しが心地ここちいいその日、真咲はウェディングサロンで一組のカップルを出で迎むかえた。

「与よ之の吉きちさまとたず姫ひめさまですね。ようこそ禧櫻閣へ。ウェディングプランナーの比良野です。本日はよろしくお願いします」

　あやかし客の衝しよう撃げき的なビジュアルにも慣れつつある今日この頃ごろだが、迎えた和服姿の二人は一見して普ふ通つうの人間だった。女性は眉まゆ上うえで切り揃そろえた前まえ髪がみが印象的で、涼すずしげな目め許もとが美しい。男性のほうは実直そうな面おも差ざしの好青年だ。機はた織おり職人だという与之吉は「こちらこそよろしくお願いします」と丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをしたあとで、不思議そうな顔をした。

「あの、失礼ですがあなたは人間の方では……？」

「はい。つい最近まで現世で働いていました」

「ああ、そうでしたか。なんだか懐なつかしい気がして……私も先祖に人間がいるものですから」

　与之吉の言葉に内心びっくりしたものの、表情には出さずに耐たえた。玄鳥のように、死んだ人間があやかしになることもあるのだ。「それは奇き遇ぐうですね」と、軽けい妙みように相あい槌づちを打ってみせる。

「実は私たち婚約したばかりで、式場の見学もはじめてなんです。おかげさまでちょっと緊きん張ちようが和やわらぎました」

「それは、ご婚約誠におめでとうございます。どうぞかしこまらず、楽になさってください」

　真咲は二人に日当たりのいい場所にある籐とう椅い子すをすすめると、自分も向かいに座った。

　与之吉たちは異郷ネットで公開されている写真を見て、禧櫻閣に関心を持ってくれたらしい。たず姫は生花の髪かみ飾かざりやリングピローなどの衣装小物に、与之吉は新しん郎ろう新婦の故郷にちなんで独自の祝い膳を作るサービスに、それぞれ惹ひかれたという。

「こんなにいろいろなことができるんだって、たず姫も私も驚きました。けど、いちばんはやっぱり『結びの社』の絵ですね。大変素す晴ばらしくて、ぜひ実物を見たいと思ったんです。あの満開の桜も……今は咲いていないと思いますが、なんだか呼ばれたような気がして」

「でしたら先に社を見に行きましょうか。天気もいいですし、歩きながらお話をしましょう」

　真咲は二人をつれてサロンを出て、本殿へ向かった。噂うわさをすれば影かげ、社の前には玄鳥がいる。

「ちょうどよかった、玄鳥さん。こちらのお二人、玄鳥さんの絵を見て見学にきてくださったお客さまなんですよ」

「ややっ、これはこれはいらっしゃいませ。あたしは絵師の伊佐野と申します」

「まあ、絵師さんにお会いできるなんて……！　とても素す敵てきな絵でした。こんなところでお式を挙げられたら夢みたいねって話していたんです」

「お二人はやはり春の挙式をお考えですか？」

　真咲が質問を挟はさむと、二人は「ええ」とうなずいた。

「来春あたりで、と考えています。たず姫は桜が好きですし、私たちが出逢った季節なので」

　与之吉がやさしく微笑ほほえみ、たず姫が頰ほおを染める。そんな仕草もういういしい二人に、真咲は思いきって尋たずねてみた。

「よろしければ、お二人のなれそめなど聞かせていただけませんか？」

「……少し長くなりますが、よろしいでしょうか」

　与之吉はそう前置きをすると、静かに語り始めた。「実は私の曾そう祖そ父ふとたず姫の曾祖母は、かつて恋こい人びと同士だったのです」

　話は与之吉の曾祖父がまだ若い頃ころに遡さかのぼる。とある年の雪の夜、曾祖父が猟りよう師しの罠わなにかかった鶴つるを助けてやった次の日、身寄りのない娘むすめがひとり、家にやってきた。娘は曾祖父の家で働かせてほしいと言い、この世の物とは思えぬ美しい布を織ったという。しかし──

「ちょ、ちょっと待ってください。それって……」

「ええ。そちらでも有名な、あの鶴です」

「……！」

　二人は恋仲になったものの、曾祖父は「布を織っている間は部屋を覗のぞかない」という約束を破り、正体が鶴だと知られた娘は去ってしまう。ここまでは真咲の知る物語と同じだった。

　だがその後、曾祖父は自分の行いを悔くやみ、残された織機を使い、娘を想おもって布を織るようになったという。娘の織ったような布はできなかったが、「この布で婚こん礼れい衣装を仕立てると、幸せな花はな嫁よめになれる」と大変な評判を呼んだらしい。

「与之吉さまの曾ひいお祖父じいさまが、人間だったんですね。でも与之吉さまは……？」

「私は鬼おに火びというあやかしです。死ぬまで布を織り続けた曾祖父の魂たましいが炎ほのおとなり命を継ついで、いつしか人の形をとれるようになりました」

　そうして機織り職人となった与之吉の前に現れたのが、たず姫である。あやかし同士である二人は互たがいの正体を隠かくす必要もなく、曾祖父母がかつて将来を誓ちかった仲だと気づいて意気投合。与之吉は、意に染まぬ結けつ婚こんを強しいられていたたず姫のよき相談相手となったという。

　たず姫の許婚いいなずけは一代で財を成した豪ごう商しようだったが、粗そ暴ぼうで傍ぼう若じやく無ぶ人じんなところがあり、与之吉の目の前で彼女に手を上げるような奴やつだったらしい。

「お客さまの幸せを祈って布を織るのが、私の仕事です。けれど二人を見て悩なやみました。この男と結婚して彼女は幸せになれるのだろうかと。そこでひとつ、賭かけをしたんです」

　花嫁衣装には自分の手で刺し繡しゆうをするというたず姫に、与之吉はある策を授さずけた。

「許婚の男と『刺繡をしている最中は、決して覗かない』と約束するよう言ったんです。それが幸せな夫ふう婦ふになるためのしきたりだと伝えなさい、と。あなたのことを大切に思う男なら、約束を守ってくれるはず。もしも破ったらそのときは、私があなたを助けますと誓いました」

「そ……それで？」

「あの男は隠し事をされるのを嫌きらって、早々に部屋を覗きました。そこで私は鬼火に姿を変え、たず姫を焼き尽つくしたのです。……あっ、もちろん演技ですよ。二人でひと芝しば居い打ったというわけです。たず姫が死んだと思った男は、そのまま逃にげました」

「鬼火になった与之吉さまはもう、惚ほれ惚ぼれとするくらい勇ゆう敢かんで。わたくしの心も燃やされてしまったと申しましょうか……。あなたの妻になって恩返しさせてください、とわたくしからお願いしたのです」

　壮そう大だいな恋こい語りを聞いた真咲と玄鳥は、揃って感かん嘆たんのため息をついた。

「こいつぁ……想像以上に波は瀾らん万ばん丈じようのなれそめだったなぁ。二人とも情熱的だねぇ」

「ええ、すごく素敵なお話です。それにプロポーズがたず姫さまからだったとは驚おどろきました」

　たず姫は「まあ、恥はずかしい」と袖そでで顔を隠してしまったが、その様子がまた愛らしい。

　結ばれぬまま別れた二人の子孫が、時を経て夫婦になる。まるで物語の続きのようななれそめを聞いて、真咲はふと思いついた。

「……お二人のなれそめを、絵巻物にしてみてはいかがでしょう？」

　ほかの三人が「絵巻物？」と声を揃える。

「はい。いくつかの場面を連作にして披ひ露ろう宴えん会場に飾かざったら、すごく映はえると思うんですよ」

「あぁ……そういうことかい！　そりゃ妙みよう案あんだなぁ。ただ絵を飾るよりも気が利きいてる」

　真咲の意図を理解した玄鳥は賛同してくれたが、たず姫は目をまんまるにしている。

「わたくしたちの話が、絵巻物になんてなるでしょうか？」

「お二人の絆きずなの強さが表れていて、私は感動しました。それに、雪の夜に出で逢あったご先祖さまの物語から、春に花開いたお二人の素敵なご縁えんまで……世代を超こえてつながっていく運命の恋に、絵巻の形はぴったりだと思います」

　力説する真咲に、玄鳥が「色合いもいい感じになりそうだなぁ」と合いの手を入れてくれる。きっと門かど出でを祝うのにふさわしい、美しく鮮あざやかな絵巻になるだろう。

「……与之吉さま。わたくし、その絵巻を見てみたく存じます」

「ああ、私もだよ。……もしかしたらこの桜が、縁をつないでくださったのかもしれないね」

　たず姫と与之吉が目を細めて、霊れい木ぼくを振ふり仰あおぐ。木こ枯がらしにさらされて黄色くくすんだ葉が一いつ瞬しゆん、玄鳥が描えがいた満開の桜に重なって見えた。真咲もまた縁を結ぶというこの木の力に引き寄せられて、この若い二人にまみえたような気がする。

「比良野さん、でしたね。ありがとうございます。まさかこんな素敵なご提案をいただけるとは思ってもみませんでした。これからのこと、ぜひ前向きに相談させてください」

　いける。強い確信が熱い奔ほん流りゆうとなって、ぐっと胸に流れてきた。今まさに背中を押すことができたのではないかという実感で震ふるえる手を、ぎゅっと握にぎる。

「はい。こちらこそよろしくお願いします」

　それからサロンに戻もどり三人で細かいところを詰つめて、翌日には真咲から見積もりを送った。

　与之吉から連れん絡らくがきたのは三日後。「私たちの結婚式をどうぞよろしくお願いします」という正式な返事に、真咲は快かい哉さいを叫さけんだ。

　禧櫻閣の皆みんなで積み重ねてきた営業努力が、ようやく実った瞬間だった。







　従業員全員で初成約を祝ったその夜、真咲は世威からさし吞のみに誘さそわれた。

「……では改めて。初の成約を祝して、乾かん杯ぱい」

　坪つぼ庭にわの見える座ざ敷しきの縁えん側がわに座り、真咲と世威は冷酒の入った螺ら鈿でんグラスをカチリと合わせた。馥ふく郁いくとした香かおりが鼻に抜ぬけ、ほのかな甘みが口の中に広がる。

「これ、美味うまい……」

「実家から持ってきたとっておきの大だい吟ぎん醸じよう。最初の成約が獲とれたら開けようと思ってたんだ」

　手慣れた仕草でグラスを傾かたむける世威の姿は新しん鮮せんだった。六年前は未成年だったから、二人で酒を吞むのは今夜がはじめてだ。

「世威は酒、強いのか？」

「ああ。というより酔よわないんだ、体質的に」

「それって……鬼おに、だから？」

　世威はちょっと考える素そ振ぶりをしたあとで、「そうかもしれない」と答えた。家族も親しん戚せきも、皆みな揃そろってざるらしい。

　月影が用意してくれた酒しゆ肴こうはどれも美味おいしくて、二人して酒が進んだ。真咲も弱いほうではないが、ぽつりぽつりと会話を交かわしながら流れてゆく時間は想像していた以上に心地ここちよくて、身体からだにしっとりと酔いが回るのを感じる。

　ここにきたばかりの頃は、こんなふうに二人で過ごせるようになるとは思ってもみなかった。きっと真咲だけではなく、世威も同じだったはずだ。ひとたび仕事を離はなれると、言葉を選んで話すような距きよ離りを常に感じていた。

　だからこそ、世威のほうから「二人で吞もう」と言ってくれたことが嬉うれしい。真咲も以前のように身構えず「うん」と答えられたのは、この異郷で積み重ねてきた時間のおかげだろう。

　今夜は一歩、踏ふみ込めるかもしれない。そう思った真咲の口からずっと避さけてきた──でもずっと訊ききたかった──質問が、ぽろりとこぼれた。

「……あのさ、世威。大学辞やめたあと……どこ行ってたんだ？」

　ほろ酔い程度とはいえ、酒の勢いを借りなければ旧友と思い出話もできないのは、少し情けない。それでも過去と向き合うきっかけを探しているのは真咲だけではないと思いたかった。

　しかし世威は黙だまったまま、静かにグラスを置いた。またひとりで先走ってしまったのかと、柔やわな心が軋きしむ。

「ご、ごめんな急に、変なこと訊いて。言いたくないならいいんだ。……けど、こうしてまた会って一いつ緒しよに働けるようになったのが、俺は……嬉しかったから」

　取り繕つくろうようにして言葉をつなげると、世威は慌あわてたように口を開いた。

「いや、変なことなんかじゃない。……俺も嬉しいよ。真咲がきてくれて、本当によかったと思ってる」

「そ、そうか？　……よかった」

　世威に疎うとまれていないことに心から安あん堵どして、恥ずかしいくらいしみじみと呟つぶやいてしまう。

　真咲がここにきたのは辞令が下りたからで、世威は上司だ。嫌きらわれてなくてよかったなんて、社会人にしてみたら甘すぎる。それでもこうしてプライベートな時間を過ごしているときは、強いだけではいられなかった。

「話すタイミングがなかっただけで、隠してたわけじゃないんだ。大学を辞めたあとは異郷にきて、修しゆ行ぎようしてた。受験勉強に時間を取られて、剣けんの腕うでがだいぶ鈍なまってたから」

　剣けん道どう部で竹刀しないを振るっていたことしか真咲は知らなかったが、藤原家の子息たるもの最強の剣士であらねばならないという教えから、長年ひっそりと真剣での稽けい古こに励はげんでいたらしい。

「そのあとはアメリカの大学に入り直して、卒業したあとはうちの系列のホテルで働いてた」

　世威はアメリカでの学生生活や、欧おう州しゆうのホテルでの仕事について教えてくれた。欧米各国にもあやかしの類たぐいはいるそうで、そちら方面でも愉ゆ快かいな経験を積んだようである。

　真咲もまた、入社してからのことを話して聞かせた。研修に現れた世威の姉が相変わらずの厳しさで同期たちを震え上がらせた話をすると、世威は笑いながらも、心が折れて退職を申し出た人がいなかったかと本気で心配してきた。

　互たがいに異なる環かん境きようで過ごした時間は濃こく、長い時間が経ったのだと実感させられる。けれど会話の呼吸は笑えるくらい昔と同じで、そのことが真咲の胸をせつなく締しめつけた。

「……なあ、世威」

「うん？」

「どうして俺に……黙って行った？」

　たったそれだけのことを訊くのに、ものすごく緊きん張ちようした。口にしたそばから、全身に回ったはずの酒が抜けていくような気がする。

　今夜のくつろいだ雰ふん囲い気きに、真咲は期待していた。姿を消したのは真咲が思っているような理由のためではなく、何か正当な事情があったのだと弁明してくれるような気がしたのだ。

　だが世威の返事はきっぱりしたものだった。

「理由は、今は……言えない。ごめん」

「……。そっか」

「真咲をあんな形で傷つけたこと、本当に後こう悔かいしてる。全部俺の責任なんだ。俺にもっと力があったら、真咲に嫌いやな思いさせずにすんだんだけど、でも……」

　それより先はやはり言えないのか、世威はもう一度「ごめん」と言って顔を伏ふせた。理由は教えてもらえなかった。けれど、ひとつだけ救われたことがある。

「俺……嫌われたかと思ってた。ずっと」

「まさか！　嫌いになんてなるわけない。そんなわけ、ないだろ……」

　かつての距離で見つめられて、心が震える。六年ぶりに受け止める世威の視線は熱く、鋭するどく、彼の心根のようにまっすぐだ。

「俺だって本当は、真咲のそばにいたかった。離れるつもりなんてなかったんだ」

「世威……」

　──じゃあなんで。どうしてひとりにしたんだよ。

　飲み込んだその質問は鉛なまりのように重たくて、心の底にごろんと冷たく転がった。

　ぶつかってもするりと身を躱かわされる、その悔くやしさで気づいてしまう。真咲はまだ、きちんと失しつ恋れんできていない。行き場をなくした片かた恋こいは、しぶとく生きて呼吸をしている。

　世威をはじめて意識したあの日とよく似た焦しよう燥そうが、じりじりと喉のどを焼いた。もう一度、好きになったらどうしよう。触ふれたくなったら、どうすればいいのだろう。

　どうか冷静でいられますように。同じ温度まで、熱が上がりませんように。

　ただそれだけを考えて、真咲はグラスに残った酒を呷あおった。





三






　世威と酒を酌くみ交わした翌朝、二日酔いの気配もなく気持ちよく目が覚めた。

　身み支じ度たくをして、結びの社へと向かう。朝の清せい掃そうは真咲の仕事だ。気温が上がりきる前の冷たい空気の中、絨じゆう毯たんのような黄色い落ち葉の上を歩いていると、妙みようなことに気がついた。

「今日はずいぶん静かだな……」

　鳥のさえずる気配もなく、葉は擦ずれの音を鳴らす風も吹ふかず、不自然なほどしんとしている。

　おかしいのはそれだけではなかった。社の周りに満ちていた清気は霧む散さんし、不快な空気が肌はだにねっとりとまとわりついてくる。そのまがまがしさに当てられて、真咲は足を止めた。

　──これ以上近寄るのは、まずい。

　それは確信に近い直感だった。たとえ神域内でも、人じん智ちを超こえた力が働き、人ならざる者の理ことわりで回るこの地で、絶対安全と言い切れないのは初日で経験済みだ。

『万が一また危険なことがあったら、手出しをしないで逃にげること』

　真咲は言われていた通り即そく座ざに屋や敷しきへ戻ると、世威に見たままのことを説明した。話を聞くなり以前も使ったあの刀を手にとり、一目散に飛び出していった世威のあとを追いかけ、再び結びの社へと向かう。一足先に着いていた世威は、社を見み据すえて苦々しげに呟いた。

「まずいな……、瘴しよう気きが充じゆう満まんしてる」

「なあ、これってどういう……」

　世威に説明を求めようとしたそのとき、烈れつ風ぷうが吹いた。バランスを失い、二人して膝ひざをつく。淀よどんだ空気は粘ねん度どを増してうねり、宙にぐるりと渦うずを描えがいた。不ふ吉きつな円えん陣じんのようにも見えるその渦の中心から、ずるりずるりとやたら大きな腕やら足やらが這はい出してくる。

　真咲たちの前に現れたのは、巨きよ体たいの異形だった。成人した人間の二倍はあるであろう身の丈たけに、腰こしまで伸のびた白はく髪はつ。まだら模様のある小豆あずき色の肌にぎょろりと剝むいた鬱う金こん色いろの目と大きな鉤かぎ鼻ばなは、豹ひようと猛もう禽きんが混ざった生き物のように見える。だが舞ぶ楽がく衣装のように豪ごう奢しやな袍ほうと指さし貫ぬきをつけたその出いで立ちは、獣けものというよりも人に近い。

　世威は信じられないといった形相で声を上げた。

「あ、天魔雄あまのさく……！」

「これはこれは、不ふ死じ原わらの若様じゃねェか……久しぶりだなァ？」

　天魔雄と呼ばれた異形は酒焼けしたようなしわしわ声で、醜しゆう怪かいな容姿からは想像できないほど流りゆう暢ちような人語を操あやつった。

「おまえ、なんでここに……どうやって入った……!?」

「はっはァ、愚ぐ問もんだぜェ。こんな不安定な結界、障子を開けるのと同じ力を使うだけで事足りたってのによォ。若様よ、ちと精神的修行が足りねェんじゃねェか？」

　天魔雄は世威がこの神域の守もり役であることを知っているのだろう。揶や揄ゆするような口調で挑ちよう発はつされて、世威は悔しそうに歯は嚙がみした。

「しかしまァさすがは不死原の鬼おにだ、美び丈じよう夫ふに育ったじゃねェか。惚ほれ惚ぼれするような精気に溢あふれてよォ……。けどかえってつれェだろ？　今のおめぇのその身体からだじゃなァ……」

　憐あわれむような天魔雄の声に、世威は瞬しゆん時じに表情を変えた。

「……やめろ」

「口を吸った形けい跡せきはねェのか……フン、まさかその歳としで枯かれたんじゃねェだろうな？　生来の我が慢まん強さだってんなら見上げた根こん性じようだけどよォ……どうだァ、好いた相手の口を吸いたくても吸えねェ気分ってのは？」

「やめろっ!!」

　世威に怒ど鳴なられても意に介かいさず、天魔雄はニイッと笑う。二人の間には某なにがしかの因いん縁ねんがあるのだろうが、真咲にはまったく話が見えなかった。にやつく天魔雄を視線で殺そうとするがごとく睨ねめつける世威の横顔は余よ裕ゆうの欠片かけらもなく、とても質問できる雰囲気ではない。

　ひりつくような緊張にさらされて身じろぎしたそのとき、天魔雄の黄色い眸ひとみが義眼のようにぐるんと回転して、目が合った。気味の悪さに思わず「ひっ」と声が出る。

「ん？　……おいおいおい、そこのおめぇ……もしかしてあのときのガキじゃねェか……？」

「お……っ、俺……？」

　化け物としか言いようのない面つら構がまえに、生理的な嫌けん悪お感がこみ上げてくる。今までさまざまなあやかしを見てきたが、こんなことははじめてだった。大おお股またで近寄ってくるそれから逃げ出したいのに、足は鉛になったように動かない。距きよ離りが縮まるたびに、心臓が不吉な音を立てる。

「あァ、やっぱり違ちがいねェ！」

　異形がおぞましい悦よろこびの声を上げ、抱ほう擁ようを求めるように腕うでを広げた。小豆色の太い指がにぎにぎと動いて、真咲へと迫せまる。

「────ひっ……!!」

　棒立ちのままぎゅっと目を瞑つぶると、ふっと懐なつかしい気配に包まれた。触れられては、いない。おそるおそる目を開けてみるとそこには、世威が真咲をかばうようにして立っていた。

「真咲に近づくな！」

「チッ、不死原の鬼は野や暮ぼかよ！　しかしまさかここで会えるなんてなァ……これじゃ若様が結界に集中できねェわけだ。相も変わらずたまらぬ色気じゃねェか、えェ？」

　こんなあやかしに会った覚えはない。粘ねん着ちやくされるようなことをした記き憶おくもない。しわしわの声が空気を伝って耳にこびりつく錯さつ覚かくに、うわっと叫さけびそうになったそのときだった。

「……真咲。大だい丈じよう夫ぶだから」

　背中にかばった真咲に聞こえるよう、世威が呟つぶやく。そのゆるぎない声だけが、真咲の正気をかろうじて保った。世威は持ってきた刀を構え、天魔雄に正面から対たい峙じする。

「二度は言わない。今すぐ立ち去れ」

「いいじゃねェか、見てるだけでそそられちまう上玉とはこのことだ。あァ、しっとり熟うれたその唇くちびるに魔ま羅らを押し当ててやりてェなァ……三日三晩寝ねずに可愛かわいがって、黒真しん珠じゆみてェな目を随ずい喜きの涙なみだで濡ぬらしてやるのによォ……」

「──っ！」

　世威は躊ちゆう躇ちよなく一歩踏ふみ込んで、天魔雄を斬きった。駆かけ引きも前置きもない真しん剣けんの一いつ閃せんに、思わず身が竦すくむ。

　刃やいばは確かに届いたはずだ。しかし天魔雄は傷を負うどころか、顔色ひとつ変えずに「おォ、いい玩具おもちや持ってるじゃねェか」と呟いた。そのまま世威の間合いに入らないよう距離をとりながら、真咲を視線で舐なめ回す。ぬらぬらと光るぎょろ眼めには物欲しげな色がありありと浮うかんでいて、それが奴やつの秋波だということは説明されずともわかった。

「あァ、今すぐ裸はだかにひん剝いて、むしゃぶりつきてェなァ！　……って、んな目で見んなよォ、若様。ぞくぞくしてきちまうだろォ……」

　世威が憎ぞう悪おのまなざしを向けると、天魔雄は喜き悦えつの表情で身をくねらせる。己おのれの言動で世威の感情を逆さか撫なですることが、愉ゆ快かいで仕方ないようだった。

「……なァ若様よ。ひとつおれと取り引きしねェか？」

「おまえと取り引きするつもりは毛頭ない」

「話くらい聞けよォ。おめぇを長年の苦しみから解放してやってもいいんだぜェ？」

　頑かたくなな世威の気を引こうとする天魔雄の言葉に、引っかかりを覚える。世威の苦しみとは、なんのことなのか。おまけになぜこの異形が、それを知っているのだろう。

　傍はたで聞いている真咲は冷静でいられないというのに、世威は毛筋ほども動じず、耳を貸そうともしない。しかし天魔雄はお構いなしに喋しやべり続ける。

「なァ若様、おれに身体を貸さねェか？　おれが取り憑ついた若様の身体で、この上玉の男を犯おかすんだ」

「え──」

　直ちよく截せつな言葉に、思考が麻ま痺ひした。

　犯す──自分を？　この化け物が、世威の身体に取り憑いて……？

「な、何を……」

　言っているのかわからない。そう口にしようとしたが、世威の「ふざけるな！」という一いつ喝かつに遮さえぎられた。

「ふざけてねェさ。おめぇもこの男の身体が味わえるんだ、名案だろォ？　おれを満足させたら、おめぇの唇にかけた術も解いてやろうじゃねェか」

「世威の唇に……術？」

　さらに聞き捨てならない言葉に、疑問が口をついて出る。すると天魔雄は「なんだおめぇ、話してねェのか」と呆あきれた声で言った。

「こいつの唇にはなァ、接せつ吻ぷんした相手の魂たましいを吸っちまう術がかかってんだ。口を吸ったら最後、命を奪うばっちまう。健全な男にはたまんねェ悩なやましさだよなァ……？」

「なっ……」

　にわかには信じがたい台詞せりふに、真咲は啞あ然ぜんとした。今の今までそんな話、聞いたこともない。

「世威……あいつの言ってること、本当なのか？」

　世威は返事をしなかった。真咲の目を見てもくれない。その態度が皮肉にも、天魔雄の言葉が真だと裏付けていた。

「可哀かわい想そうだろォ？　どんなに好いた相手がいても、我が慢まんするしかねェ。つれェだろうなァ……、傍から見たら接吻もできない腰こし抜ぬけ野や郎ろうだもんなァ」　>>>♥

　だっせェよなァ！　と不快な笑い声を上げる天魔雄あまのさくに、世威は一言も言い返さない。哀れみを装った嘲あざけりに、ただ黙だまって耐たえている。世威がなびきそうもないと判断したのか、天魔雄は真咲に向かって「おい、そこの人間」と声をかけてきた。

「おめぇからも若様に言ってやれ。おれにちィっと身体を貸しさえすりゃ、術が解けるんだ。なァに、おめぇも怖こわがる必要はねェさ。おれがたっぷり愉たのしませてやるからよォ……」

　欲よく情じようを隠かくそうともしない下げ卑びた笑えみに、肌はだが粟あわ立だつ。

　天魔雄が取り引きだと言った意味が、今はっきりとわかった。忌いまわしい術を解いてほしければ、天魔雄を憑ひよう依いさせた身体で真咲を犯せと言っているのだ。

「そ……んなこと……」

「相手にしなくていい、真咲。おまえも穢けがらわしい口で真咲に話しかけるな」

「なァんだよ！　悪い話じゃねェだろうが。まァ、おれに犯されてるこの男を自分の目ン玉で見たら、気が狂くるっちまうかもしれねェけどよォ……ああァ、ますますたまんねェ！」

　それすらもまた快楽の糧かてだと言わんばかりに喜色を浮かべる天魔雄に、怖おぞ気けが走る。

　ただの色しき情じよう狂きようとは思えなかった。真咲の身体だけが目当てなら、世威に取り憑く必要はない。爛ただれた策を巡めぐらせ、二人の心が乱れるさまをも堪たん能のうしているのだ。

　世威はいったいいつ、天魔雄に術をかけられたのか。気づかなかった自分が情けない。長年あんなにそばにいたのに、悩んでいたに違いないのに、なぜ力になれなかったのだろう。

　知ったからには放ほうっておけない。だが助けるためにはこの化け物と交わらなくてはならない──たとえ身体からだは世威であっても世威ではない、別の存在とだ。

　そんなことできるわけがない。そのうえ、まだ心を残している相手にほかの誰だれかとの性交の一部始終を見られるなんて、とてもじゃないが耐えられなかった。

　けれど──万が一、世威がそれを望んだら？　術を解きたい、お願いだから抱だかれてくれ、と頼たのまれたら？

　世威の声で、名前を呼ばれたら。その指で、触ふれられでもしたら。一度は諦あきらめた相手と身体を重ねることのできる機会を、真咲は拒こばめるのだろうか──。

「断る」

　思考停止してしまった真咲の隣となりで、世威が言った。

「あァん？　聞こえねぇなァ。……返事は？」

「断ると言っている」

　世威の表情筋はぴくりともしない。声を荒あらげず手も上げず、蒼あおい光を宿した双そう眸ぼうでただ相手を見み据すえる。真咲ですら一度か二度しか見たことのない、本気で怒おこった顔だった。

「おめぇ……その生意気なところ、昔っから本当に変わんねぇなァ……」

　さっきまでの陽気さは消え失うせ、天魔雄は明らかに機き嫌げんを損そこねた声こわ音ねでチッと吐はき捨てる。長い白はく髪はつがぶわっと逆立ち、鋭するどい殺気が肌を刺さした。とっさに身構えたものの、天魔雄は世威や真咲には見向きもせず、一目散に社の屋根へと跳とび上がる。

「……しまった！」

　世威もほぼ同時に地面を蹴けったが、間に合わなかった。天魔雄の身体から膿うみのように噴ふき出した瘴しよう気きはあっという間に屋根を覆おおい、柱をつたってすみずみまで滴したたり落ちてゆく。

「あっ……！」

　社本体にかろうじて残っていた清気は、跡あと形かたもなく消えていった。瘴気に塗まみれて、かつての美しさはもう見る影かげもない。こんなところで結けつ婚こん式ができるとは、到とう底てい思えなかった。

「ったく、つまんねェ男だなァ、不死原の若様よォ。しらけちまったからこれは土産みやげだ。今のおめぇじゃ、どうにもできねェだろうよ……煮にえ切らねェ甘ちゃんなおめぇにはなァ！」

「……っ」

　さっきまで毅き然ぜんとした態度を保っていた世威なのに、投げつけられた言葉に一言も反論せず、きつく打ち据すえられたような顔をした。

「おめぇの忍にん耐たいがいつまでもつか、見物だなァ……せいぜい足搔あがいてくれよォ？　我慢してる若様の顔は、最高だからなァ……！」

　天魔雄は最後に高笑いをすると、舞まいのような足どりでくるりと回り、屋根の上から消えた。













　屋や敷しきまでの道は二人して無言だった。

　今朝のことは雪緒たちにも説明が必要だ。お祝いムードから一転、深刻な状じよう況きように陥おちいったことを報告するのは気が重い。

　その前にすっかり憔しよう悴すいした世威を落ち着かせようと、真咲は自分の部屋に世威を呼んだ。

「……大だい丈じよう夫ぶか？　世威」

　真咲がほうじ茶を淹いれて出すと、世威は「朝から怖い思いをさせてごめん」と頭を下げた。

「全部俺の責任なんだ。悔くやしいけどあいつの言う通り、俺が不ふ甲が斐いないせいで結界が不安定になってるのは事実だ……」

　やすやすと天魔雄の侵しん入にゆうを許し、斬きりかかっても撃げき退たいできず、本ほん殿でんが穢されてしまった。

　これでは守もり役失格だと、世威はひどく気落ちしている。

「あの化け物もあやかし……なんだよな？」

「ああ。あやかしの中でも力の強い、魔ま神じんと呼ばれる存在だ。桁けた違ちがいの妖力を使って、人の心にまつわる災わざわいを呼ぶ」

「どうしてそんな物ぶつ騒そうなのと知り合いなんだ？　それに、唇くちびるに術をかけられてるって……」

「……心配かけて悪いと思ってる。けど、それは俺の問題だから」

　分別くさい態度で話を打ち切ろうとする世威に、少し腹が立った。

「あのな……幼おさな馴な染じみがよくわかんない術をかけられたって聞いて、ああそうですかって流せると思うか？　それにもうおまえだけの問題じゃないだろ。大事な社がめちゃくちゃにされたんだぞ。やっと最初の結婚式が決まったばっかだってこと、忘れてないよな？」

　立場が違うとはいえ同じ職場で働く真咲が、施し設せつの破は壊かいという危機的状況に居合わせたのだ。話したくないという感情だけで説明を拒むのは、大人のやり方ではない。だが──、

「……ちょっと言い過ぎた。ごめん」

「いや……そんなことない。真咲の言う通りだ……。社のことは対策を考える」

「天魔雄のことは？」

「実家に相談して、結界を強化する。もともとあいつはこの土地に縁えんのある魔神なんだ。昔の記録を探せば、たぶんいい方法が見つかると思う」

　数百年以上前。天魔雄はこの土地を依より代しろとして、あやかしたちを惑まどわしてはその乱れた心を喰くらっていたらしい。結果あやかしの和は失われ、土地は荒すさみ、穢れてしまったという。

　困りきったあやかしたちは、藤原家にこの魔神の撃退を頼んだ。世威の先祖はこれを引き受け、見事天魔雄を追い払はらうことに成功し、以来一族でこの地を治めるようになったという話だ。

　しかし真咲が知りたいのはこの土地の歴史ではなく、世威にかけられた術のことである。

「じゃあさ、その……世威がキスできないようにしたのは、天魔雄が藤原家のことを恨うらんでるからなのか？」

「いや、そういうわけじゃない」

「ならどうして世威がそんな目に遭あわなきゃならないんだよ？」

「……悪いけど、真咲。これ以上は本当に話せない。天魔雄にはもう関かかわってほしくないんだ。命まで取られるような術じゃないから、心配しなくていい」

「心配しなくていいって、おまえ……」

　もう質問するだけ無む駄だだった。かまってくれるなとばかりに世威は無言でほうじ茶を飲む。

　あの夏と同じだ。世威は真咲を遠ざけるとき、何も語らない。ひとり静かに、思いを心に仕し舞まってしまう。それは世威の配はい慮りよだと思っていた。真咲を傷つけないようにするためなのだと。

　けれど本当は違う。世威が大事なときに口を噤つぐむのは、真咲との間に線を引きたいからだ。

　鬼おにと人間は相あい容いれないと示すための線なのか。それとも世威個人として、真咲と距きよ離りを置くための線なのか。

　その本意こそわからないが、どちらにしても同じだ。自分たちは特別な関係だと思っていたのは、真咲だけだった。ただそれだけのことなのだから。

「……そうか、そうだよな。ただの従業員で人間の俺に話しても仕方ないよな。どうせなんの役にも立てないだろうし」

「真咲、それはちが……」

「違わないだろ。なんで話さないんだ。どうしていっつも肝かん心じんなときに黙だまるんだよ。……昨夜ゆうべだって、そうだろ。結局おまえの気持ち、全然わかんなかったよ……」

「…………ごめん」

「話したくないならもういい。こっちだって聞きたくないから」

　噓うそだ。そんなのは強がりだ。本当は知りたい。知って、力になりたい。だが、拒きよ絶ぜつされるのは嫌いやなのだ。世威のことを心配する気持ちさえ、ひとりよがりだと思い知らされてしまう。

　差し伸のべた手を振ふり払われるくらいなら、自分から手を放すほうがいい──。

　そんなささくれた気持ちのまま先に部屋を出て、皆みんなの待つウェディングサロンへと向かった。







　従業員たちへの説明は、世威からごく簡潔に行われた。

　魔神・天魔雄あまのさくが神域内に出現したこと。本殿が天魔雄の力によって穢けがされたこと。しばらくは身の回りに注意し、社の周りには近づかないこと。それらの説明の最後に、世威は「自分の管理不行き届きだ」と詫わびたが、自身の唇にかけられた術のことは一言も口にしなかった。

「真咲、ちょっと」

「なに？」

「結びの社は一部修復中で立ち入り制限中、って注ちゆう釈しやくを公式サイトに上げておいてくれる？　式場見学の予約は今まで通りで構わないから」

「わかった、やっとく」

　真咲は遠えん慮りよがちに話しかけてくる世威の顔も見ずに返事をした。褒ほめられた態度ではないとわかっている。こんなことをしたら、職場の空気が悪くなるとも。それでも消化できずにいる苛いら立だちや悔しさが、大人げなく声を尖とがらせる。

　午前中は一事が万事ずっとそんな調子で、さすがに周囲も気づいたらしい。昼休みの食堂で、雪緒が「ちょっと！」と体当たりしてきた。

「どうしちゃったの？　今日の真咲ちゃん、変よ」

「どうしたって、別に普ふ通つうですよ……いたっ」

　眉まゆを顰ひそめた雪緒に「馬ば鹿かおっしゃい」とデコピンされてしまった。

「ったく、らしくねーな。ま、旦だん那なさまも様子が変だったけどよ」

　思案顔の月影も、弁当包みを持ってやってくる。世威と食堂で鉢はち合あわせするのが嫌で、真咲が頼たのんだのだ。

「やだ。喧けん嘩かでもしたの？」

　雪緒の腕うでに抱だかれていた風千代までもが、「えっ？　喧嘩？」と不安そうな顔をする。

「あ、いやその……喧嘩とかじゃなくて、ちょっと行き違いというか……」

「今朝のことで？　それとも昨夜、何かあったの？」

　肴さかなを用意してくれた月影はもちろん、雪緒も昨晩のことを知っている。仲良く晩ばん酌しやくしていた二人の態度が、一夜明けたら一変していたのだ。心配にもなるだろう。

「……天魔雄っていう魔神と世威には、どうも因いん縁ねんがあるみたいなんですよ。けど、あいつは全然詳くわしく教えてくれないから……ひとりで抱かかえ込もうとするのがちょっと……腹立って」

　話せるところだけを伝えると、雪緒は「なるほどねぇ」とため息をついた。月影は「そりゃ旦那さまの立場上、仕方ねーだろ」とあっさりしたものだ。

「そうね。藤原の跡あと取とりともなれば口が堅かたくなるのもわかるわ。周りに弱みを見せないように育てられてきたのね」

　雪緒と月影の意見を聞いて、ますます自分が情けなくなった。二人は鬼としての世威を理解している。片や自分はなんで話してくれないのかと拗すねるだけで、世威がそうしなくてはならない事情になど考えも及およばない。相手はもう無防備に泣き顔をさらすような子供ではないのに、真咲だけが昔の関係にこだわっている。そのことに気づいてしゅんとすると、雪緒が慌あわてた。

「あっ、でもね真咲ちゃん。旦那さまが話そうとしないいちばんの理由は、真咲ちゃんを巻き込みたくないからよ」

　月影も「どう考えてもそうだろ」と言いながら、弁当を渡わたしてくれる。

「辛しん気きくせぇ顔すんなよ。それ食って元気出せ」

「……ありがとう月影さん、雪緒さん」

　ありがたく弁当を受け取り、真咲は食堂を出た。外の風にでも当たって気分を変えようと、本殿とは反対側の林に向かおうとしたところで、「待って！」と背中から声をかけられた。

　かっさかっさと落ち葉を踏ふんで追いかけてきたのは、風千代だ。

「風千代、どうした？」

「ぼくもいっしょに行く」

　どうやらずいぶんと心配させてしまったらしい。いつもは光り輝かがやく深い灰色の瞳ひとみに、影かげが落ちている。「おいで」と両手を伸ばすと、風千代はほっとした顔になった。クライミングの要領で真咲の身体からだをよじ登り、弁当包みを抱えた腕の中にもふっと収まる。

「……ねえ、真咲ちゃんは、旦那さまのことが好きでしょ？」

　歩きながらの質問に一いつ瞬しゆんどきりとする。──が、風千代の言葉に含ふくみはない。

「うん。好きだよ」

「なら、どうして意地悪するの？」

「意地悪なんてしてないよ」

「でも今日の真咲ちゃんちっとも笑わないから、旦那さま、さびしそうなお顔になってたよ」

　心から悲しそうな声で言われると、返す言葉がなかった。

　私情の入った苛立ちを世威にぶつけたところで、どうにもならない。結びの社が使えないとなれば、経営の危機だ。こんなときこそ力を合わせて問題を解決しなくてはならないというのに、仲間割れなどしていてはどうしようもない。

「……好きだけど、好きじゃないって言いたくなるときもあるんだよ」

「嫌きらいじゃないのにつーんてしちゃうの？　真咲ちゃん、それってちょっと『あまのじゃく』じゃない？」

「えっ!?　う、うん……。そうかも……」

　いったいどこでそんな言葉を覚えたのか、思わぬ手厳しさにたじろぐ。だが、自分の態度は風千代の指し摘てきそのものだ。

「前にね、雪緒ちゃんが教えてくれたの。素す直なおになれなくて、思ってることと逆のことを言っちゃうのが『あまのじゃく』なんだって」

　人の心は複雑なんだよねぇ、と一丁前の顔でうなずく。これも雪緒が言ったのだろう。

「けどぼく、真咲ちゃんと旦那さまは、仲良しのほうがいいな……。真咲ちゃんも旦那さまも、大好きなんだもん。大好きな二人が喧嘩してると、かなしくなっちゃう……」

　風千代の考え方はまっすぐだ。好きなものは好きという混じりけのない感情が、ひねくれようとする真咲の心にすっと下りてくる。

「……心配かけてごめんな、風千代。俺も風千代のことが大好きだよ」

「えっへへぇ、やったぁ！　……あっ、真咲ちゃん、今のは『あまのじゃく』じゃない？」

「あまのじゃくじゃないよ。本当の気持ち」

「じゃあ、旦那さまにも言える？　ほんとは好きだよって、言える？」

「それは……」

　意地を張ってごめんと言えるだろうか。頼たよりにならないと思われるのが悔くやしくて、言い過ぎてしまっただけなのだと。

　素直になりたい。せっかく一いつ緒しよにいられる時間を、ぎすぎすとさせたくない。けれど自分にその勇気が出せるだろうか──。

「……真咲ちゃん？　ひゃっ」

　黙だまってしまった真咲を見上げた風千代が、小さく叫さけんだ。ぬるい突とつ風ぷうが吹ふいて、砂が目に入ったのだ。

　大量の湿しつ気けを含んだ空気に、嫌いやな予感がした。目の前の景色が、螺ら旋せん模様を描えがくようにして歪ゆがむ。突風に乗ってころんころんと転がってゆく風千代を、慌てて拾って抱き上げた。

「あ……」

　目が眩くらみそうな渦うずの中心から現れた太い手足は、小豆あずき色の皮ひ膚ふに覆おおわれていた。どしんと立ったその足あし下もとに、大きく裂さけた口から垂れ流された涎よだれが地面に濃こい染しみを作る。

「あァ、匂におうなァ……乱れた心にねじれた言葉……たまんねェ匂いがぷんぷんするぜェ……」

　恍こう惚こつとした声の主は天魔雄だった。真咲たちのほうへ一歩ずつ近づくたびに瘴しよう気きが溢あふれ散り、毛穴という毛穴から濁にごったものが入り込んでくる。

　まさかの出来事で動けずにいる真咲の腕の中で、風千代の身体が硬かたくなった。飴あめ色いろの毛並みが一瞬にして静電気を帯びたように逆立つ。

「風千代、だい……」

「いっ……いやああああああああ!!」

「っ！」

　この世のものとは思えない、全身全ぜん霊れいをかけたような悲鳴だった。真咲の腕からも逃のがれようと、爪つめを食い込ませながらめちゃくちゃにもがく。

「ちょ……風千代、あぶなっ……」

「いや！　いや！　くるなぁぁぁ」

　風千代の怖こわがりようは異様だった。真咲がここにきた最初の日、黒い手のあやかしに襲おそわれたときに「本物の鬼おにごっこみたい」と笑っていた余よ裕ゆうはどこにもない。真咲の声も耳に入らず、手を振ふり払はらい、ただひたすら「いや！　いや！」と泣き叫ぶ。

「なんだァ、狐きつねの童わつぱか……？」

　天魔雄あまのさくがにゅっと首を突つき出して風千代の顔を見る。風千代は「ひぃ……っ」と喉のどをひきつらせたかと思うと、そのまま気を失ってしまった。

「か……風千代!!　風千代どうした、しっかりしろ！」

「チッ、ぎゃあぎゃあ騒さわぎやがってよォ。せっかくの声が聞こえなくなっちまうじゃねェか」

「こ……声？」

「おめぇの歪んじまった心の声に決まってんだろォ？　なんせ頭ン中の考えとやってることが、まるであべこべだァ！」

「──っ！」

　胸の裡うちを見み透すかされているという恐きよう怖ふに、背筋が冷たくなる。

　かつて天魔雄はこの地に住まう者の心を惑まどわし、土地を穢けがしたという。今朝も言葉を弄ろうして、世威の感情を揺ゆさぶり楽しんでいた。こいつは乱れた心を食い物にする魔ま神じんなのだ。

　ひょっとしたら真咲はとんでもない失態を犯おかしたのかもしれない。素直になれない心、相手を傷つけようとする態度。それらはすべて天魔雄の好物そのものではないか。

　魔神につけいる隙すきを与あたえたのがもし、真咲自身だったとしたら──完全なる自じ業ごう自得だ。

　どうすればこの場を切り抜ぬけられる？　丸まる腰ごしの人間でしかない真咲が、抜ばつ刀とうした世威ですら歯が立たなかった相手をどうやったら出し抜ける？

　焦あせれば焦るほどあの鬱う金こん色いろの眸ひとみに視線が吸い寄せられていき、気づいたら鼻先が掠かすめる距きよ離りに醜しゆう悪あくな顔がん貌ぼうがあった。慌てて引いた顎あごをぐっと摑つかまれ、無理矢理目を合わせられた瞬間、平へい衡こう感覚が急速に失われていく。

「はっ……う、あ」

「あああァ……、甘い、甘い！　ひねくれねじれ、こじれてひずむ人の縁えん……負の感情が全身に漲みなぎるぜェ……！」

　もはや立っていられずその場に膝ひざをつくと、吐はき気がこみ上げてきた。車くるま酔よいの症しよう状じように似て口の中が嫌な味になり、空えずきが止まらない。

「っ、くっ……う」

　ここに世威はいない。風千代を守れるのは自分だけだ。その一心でちぎれそうになる意識をつなぎとめる。なんとか立ち上がろうと地面を搔かくようにして這はいずる真咲を見て、天魔雄は冷やかすように口笛を吹いた。

「なかなか根こん性じようがあるじゃねェか……フン！　せいぜい愉たのしませてくれよォ。おめぇからも、不死原の若様からも、若い精をたんまり搾しぼり取れそうだからなァ……」

　天魔雄はにんまりと笑えむと、真咲に追い打ちをかけることなくそのまま消えた。どうにか助かったとほっとしたのもつかの間、腕うでの中から「うぅ」と小さく呻うめく声が聞こえる。

「風千代！　風千代、しっかりしろ！」

　風千代に声をかけながら、もたつく足で必死に歩いた。屋や敷しきに近づくにつれ瘴気は薄うすくなり、胃の腑ふに溜たまった不快感も消えてゆく。

　玄げん関かん先に世威を見つけると、あまりの安心感に気がゆるんで、かえって転びそうになった。もう大だい丈じよう夫ぶだ。そう思ったら泣きそうになって、大声で名前を呼ぶ。

「世威っ！」

「……真咲？　えっ……、どうした、何があった!?」

　真咲の土まみれのスラックスと、ぐったりと抱だかれた風千代を見て、世威は血相を変えた。

「また天魔雄が出たんだ。それで風千代が……！」

「！　……とにかく中に入ろう」

　世威は空いている一室に「念のため」と結界を張るためのまじないを施ほどこすと、布ふ団とんを敷しいて風千代を寝ねかせた。荒あらい呼吸で「あつい……」と呟つぶやく小さな身体は、汗あせでじっとりと濡ぬれている。ひどい高熱だった。

　あやかし用の薬湯を飲ませ、汗を拭ふき、真咲と世威でかわるがわるつきっきりで看病した。

　幸い一時的なものだったようで、病状はそれ以上悪化することもなく、風千代は次し第だいに落ち着きを取り戻もどした。時間はかかったが、穏おだやかな寝息を立て始めた顔を見て、胸むねを撫なで下ろす。時計を見ると、夜中の二時を回っていた。気き抜ぬけしたせいか、急に眠ねむ気けが襲ってくる。

「真咲。疲つかれてるところ悪いけど、休む前に話を聞かせてくれないか？」

　すまなさそうな顔で言われて、真咲は慌あわてて欠伸あくびを引っ込めた。風千代の寝ている部屋を後にし、世威の部屋へとついていく。

　さすがにもうつまらない意地を張る気は起きず、風千代が自分を心配して追いかけてきてくれたことや、天魔雄に遭そう遇ぐうしたときのこと、特に風千代の怯おびえようを詳くわしく説明した。

「なんか明らかに変だったっていうか……天魔雄に対する怖がり方は、尋じん常じようじゃなかったよ」

「確かに妙みようだな。風千代があやかしを面おも白しろがることはあっても、怖がることは滅めつ多たにない……。魔神と会ったのははじめてだろうけど、そんなに取り乱してるところなんて想像できない」

　不可解だと首をひねる世威の姿を見て、真咲はふとあることを思った。

「……もしかして、風千代の記き憶おく喪そう失しつと関係あったりするのかな？」

「天魔雄が？」

「うん。たとえば記憶を失う前に会ってるとか……まあ、天魔雄のほうは全然そんな様子じゃなかったけど……」

　魔神は子狐にまったく興味を示さず、どちらかというと厄やつ介かい者扱あつかいをしていた。けれどどうしても気になるのだ。身の毛をよだたせて暴れる風千代の姿が、魂たましいが叫んだようなあの悲鳴が、頭から離はなれない。

　世威は真咲の考えを否定しなかった。

「可能性はあると思う。風千代の出生がもし、本ほん殿でん……結びの社に関係していたら、天魔雄となんらかの関かかわりがあってもおかしくはない」

「……どういうこと？」

　真咲が尋たずねると、世威は「どうやって話そうかな」と思案顔で口を開いた。

「まずは風千代についてだけど……その話の前に。実を言うと、結びの社は最近まで不思議な力で封ふうじられていて、長いこと扉とびらが開かなかったんだ。藤原家に伝わる宝刀が江戸時代に焼失して以来、ずっと」

「江戸時代から!?」

「気が遠くなるような話だろう？　それでご先祖さまは結けつ婚こん式場を閉業せざるをえなくなって、この土地も神域なんて呼べないくらい寂さびれてしまった。でも去年の冬になって突とつ然ぜん、社の封印が解けたんだ。それがきっかけであやかしブライダル事業を再興しようって話になった」

「去年の冬って……あっ」

「ああ。社の前で倒たおれていた風千代を拾ったのと、同じタイミングだ」

「じゃあ、風千代が現れたおかげで社の封印が解けた……ってこと？」

「俺はそう思ってる。ただ肝かん心じんの本人は何も覚えてないから、確証はないんだけど……」

　それでもいつか何かを思い出して、謎なぞを解く手がかりになるかもしれない。そんな考えもあって、世威は風千代の面めん倒どうを見ることにしたのだという。

「なるほど……。じゃあ、天魔雄は？」

「大昔にこの土地を蹂じゆう躙りんしていた天魔雄を、うちの一族が撃げき退たいしたっていう話は前にしただろ？　けど相手は魔神だから、いつまた力を蓄たくわえてやってくるかわからない……それで天魔雄の負の力に対たい抗こうするために建てられたのが、あの本殿なんだ」

　世威の先祖はまず、穢れた土地に霊れい木ぼくの桜を植えた。天魔雄がもたらした災わざわいによって他者との関わりを疎うとんじ、この地を去ってしまったあやかしたちの縁を結び直すためだ。

　縁を結ぶ桜の力で清められた土地には、少しずつあやかしが戻ってきた。あやかしの和がつながっていくのを見た世威の先祖はやがて、「幸せの力を絶やさぬように」と祈いのりを込めて社を建て、そこで結婚式を執とり行うようになったという。

「へえ……それがあやかしブライダル事業の始まりか……」

「ああ。……というわけで、風千代も天魔雄あまのさくも、結びの社と接点がある。でも二人が直接つながってるかどうかはわからない……って感じかな」

「確かにそれだけじゃ、可能性があるとしか言えないな。そもそもその宝刀？　っていうのがなくなったせいで、社が使えなくなったんだよな。それも怪あやしい気がするし……」

「もともと天魔雄を撃退した刀なんだ。どうも明めい暦れきの大火で焼失したみたいで、そっちはそれ以上の情報がないんだけど……」

　宝刀の焼失後に新しく誂あつらえた刀が現在世威に預けられているあの刀だというのだが、出来は初代に遠く及およばないらしい。社の封印を解く妖力もなく、攻こう撃げき力も乏とぼしく、魔神クラスが相手となると、今朝のようにまったく歯が立たないということだった。

「とにかく、風千代が元気になったらダメもとで訊きいてみるしかないかな。ありがとう真咲、いろいろ話してくれて。遅おそくまで引き留めて、悪かった」

「世威のほうこそ、話してくれてありがとな。それと今日は……、きついこと言って、ごめん。けど……やっぱり心配なんだ。おまえにはおまえの事情もあるんだろうけど……ひとりで全部抱かかえ込まないでほしい……」

　世威の力になりたいと思いながらも、拒こばまれるのが怖こわかった。けれど傷つきたくないばかりに相手を傷つけるようなことは、もうしたくない。ありのまま伝えた言葉は、思っていたよりずっと真咲自身を楽にしてくれた。

「ありがとう。真咲がそう言ってくれるのは本当に嬉うれしいし、心強いよ。けど、真咲を天魔雄に関わらせたくないっていう俺の気持ちも……わかってほしい」

　世威の返事の内容は、今朝とほとんど変わらない。だがもう一線を引かれているような寂しい気持ちにならないのが不思議だった。

「それは俺が人間だから？」

「それもある。けど真咲はずっと前から、天魔雄に目をつけられてるんだ」

「ずっと前って……、いつから？」

　話せないと言われるかなと思ったが、世威は教えてくれた。

「俺が九歳のときだから……もう十六年くらい前か。俺が天魔雄に例の術をかけられたとき、真咲もその場に一いつ緒しよにいたんだよ」

「えっ……、それ……ほんとに？」

「ああ。天魔雄も真咲のこと覚えてただろ？」

「そういえばそんなこと言ってたような……。けど、俺のほうは全っ然覚えてない……」

　世威が九歳ということは、真咲が十二歳のときだ。それくらいの歳としなら印象的なことは記憶に残るだろうし、ましてやあの衝しよう撃げき的なビジュアルだ。忘れたくても忘れられないに違ちがいないのに、どうして覚えていないのだろう。

「天魔雄の瘴しよう気きが強すぎて、真咲はすぐ気絶したからな。今はもう大人になって耐たい性せいがついてきてるみたいだけど……正直、今朝も倒れるんじゃないかって、気が気じゃなかった」

「そうだったのか……。でも、どこで遭あったんだ？」

「……異郷」

　後ろめたそうな声で明かされた事実に、真咲は驚きよう愕がくした。

「え……ええ!?　俺、異郷に行ったのか？　噓うそだろ!?」

「本当。親に内緒で俺がつれて行ったんだ……そしたら天魔雄がたまたま俺たちのそばを通りかかって、目をつけられた」

　当時の真咲はもちろん、異郷の存在を知らない。世威は両親の目を盗ぬすんで真咲をつれだしたのだろうが、子供の冒ぼう険けん心では済まされない危険行こう為いである。

「天魔雄は一目で真咲を気に入ってさらおうとしたんだ。真咲がすごく、その……可愛かわいかったから」

「かわ……っ」

　思わず動どう揺ようするが、十二歳のときの話だ。世威が妙な間を空けて言うので、つい変な勘かん違ちがいをしてしまいそうになる。

「そ、それで？」

「人間が魔ま神じんにさらわれたら、喰くわれて終わりだ。だから天魔雄に、俺が身代わりになるって言った。鬼おにだから平気だろうって思ったんだよ。食べるなら俺にしろ、なんて向かっていって……とにかく必死だったことだけは、よく覚えてる……」

　はるか昔に異郷を訪おとずれていたことにも、天魔雄と遭遇していたことにも驚おどろいたが、これ以上の衝撃はなかった。世威は自分の命を差し出して、真咲のことを守ってくれたのだ。幼い世威がたったひとりであの魔神に立ち向かうのは、どんなに怖かったか。想像しただけで、心臓がねじ切れそうになる。

「そしたら、生意気だって天魔雄が怒おこっちゃってさ。……そのときだよ、あの術をかけられたのは。好きなのに、キスしたら相手を殺してしまう……素す直なおになることを許さない、天魔雄の呪のろいだ」

「え……」

　世威の告白に、またしても愕がく然ぜんとした。ひどい術をかけられたのは、真咲のせいではないか。

　年上の自分は喰われることもなく無傷でただ気絶していたばかりか、その事実を今の今まで知ることなく生きてきたというのか。

「ごめん、世威……」

「真咲が謝る必要なんてない。浅はかだった俺が悪いんだ。当時は子供で武器も何もなかったし、俺だって助かる保証なんてなかった。ただ向こう見ずだっただけだ」

　世威は本当になんでもないことのように、わずかに自じ嘲ちようめいたものを混ぜた声で言う。だが、守ろうとしてくれたその強い気持ちこそが、真咲を救ったのだ。

「世威がいなかったら、たぶん俺は死んでた……。けど、そのせいでおまえは」

「俺にとって大切なのは、真咲が生きて、ここにいることなんだ。それ以外はどうでもいい。真咲に知らせなかったのも、俺が決めたことだ」

　だから知らなかったことを責めないでほしい──世威が呟つぶやいたその言葉で、真咲はわかってしまった。世威は自分の正体が鬼だと明かせなかったから、黙だまっていたわけではない。真咲に責任を感じさせないために、口を噤つぐんでいたのだ。

　理り不ふ尽じんな術に縛しばられて十六年。その長い時間はもう取り戻もどすことができず、いつまで続くのかもわからない。天魔雄が提案してきた、悪あく趣しゆ味みな取り引きに乗らないかぎりは。

　謝ったところで、事態は変わらない。けれどたった一言、言わなくてはならないことがある。

「……世威。助けてくれて、ありがとう」

「どういたしまして。……なんか、照れるな」

　当時のことを思い出していたのか、遠くを見つめていた世威の眦まなじりがゆるんだ。それだけで、重くなりかけていた部屋の空気がふんわりと軽くなる。

「結果的に二人とも助かってよかった。……ま、ファーストキスもまだっていうのはちょっと情けないけど」

　男としての経験積めてない感じするよな、とわざと軽口を叩たたくように言われてはっとした。真咲は間接的にではあるが、世威からその機会を奪うばってしまったのだ。

「その……それも、ごめん……」

「だからいいって。これを真咲のせいにしたら、俺相当かっこ悪いだろ？」

　自分では納なつ得とくずくなのだと言わんばかりの口調に、罪悪感と安心感が半分ずつ混ざりあう。

　世威にとってはさぞかし残ざん酷こくな戒いましめだったに違いない。それなのに、一いつ瞬しゆんたりとも誰だれのものにもなっていないというその事実に喜んでしまう。

　しかしそれが世威の意思ではなかったというのなら、話は別だ。彼女がいなかったイコール、恋こいをしなかったということにはならない。好きだと言うことすら叶かなわなかった、片かた想おもいの相手がいたかもしれないのだ。

「あの……さ。世威って好きな人、いなかったのか？」

「え？」

「だってその、キス……できないんだろ。好きな人がいたら、すごくつらかっただろうな、と思って……」

「いたよ」

　不用意な質問だったと気づいたのは、世威がさらりと答えたあとだった。衝撃を和やわらげようと、頭は冷静に働く。ああ、そうかやっぱりいたんだと、ゆっくり言葉を咀そ嚼しやくする。けれど心はそうはいかない。事実の重みにべこっとへこんで、感情を消化できずに喋しやべりだす。

「あっ……、そ、そうなんだ。あー……えっと……もしかして……今も？」

「いるよ。俺にはずっと好きな人が、いる」

　蒼あおい光を帯びた黒い双そう眸ぼうが、真咲を射い貫ぬいた。淀よどみなく心地ここちよく響ひびく声が、鼓こ膜まくから身体中に沁しみていく。そんな目で見ないでほしい。せつない声など聞きたくない。一いち途ずであればあるほどに、真咲の心は傷つくだけだ。

「……真咲は？　好きな人、いる？」

「え、……なんで俺？」

「なんでって、俺だけ言うのはフェアじゃないだろ？」

　思いもよらない返しに、啞あ然ぜんとする。フェアだとかフェアじゃないとか、そういう問題ではない。真咲の唇くちびるにはなんの術もかかっていないのだ。

「そんなの今関係な……」

「俺には、言えない？」

　そうやって甘えた声を出すのは、ずるい。普ふ段だんはもう一人前の大人の顔をしているくせに、こんなときだけ年下力を使おうとする。──しかし真咲は昔から、そんな世威にひどく弱い。

「い……、……いる」

　質問を流す方法などいくらでもあるだろうに、馬ば鹿か正直に答えた声は完全にうわずっていた。ただ好きな人がいると言っただけなのに、まるで告白させられているような気分になる。

「じゃ、キスした？」

　──してたら今ここにいないって、相手はおまえなんだから。

　そう言いたくなるのをぐっと堪こらえる。慌あわてることなど何もない、必要最低限のことを言えばそれで終わりだ。

　キスしたことは「ない」。ただそれだけを告げようとしたその刹せつ那な、耳の奥でピィンと耳鳴りがした。鋭するどい痛みに目を瞬またたくと、周りの音が遠くなる。

「…………真咲？」

「……」

　何が起きたのかさっぱりわからなかった。だが、頭に浮うかぶ言葉が声にならない。話そうとしても、喉のどが動かない。それどころか視線さえも思うままに動かせなかった。

「真咲？」

『……あるよ』

　ようやく出てきた自分の言葉に、真咲は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。言いたかったことと違ちがう。いや、違うどころか真逆だ。

「……。えっ？」

　真咲の返事に世威が固まる。「……本当に？」

　信じられなかったのだろう、世威はやや怪け訝げんそうに質問を重ねる。訂てい正せいしなくては、と口を開いたその瞬間、耳鳴りがそれを遮さえぎった。

『あるよ、キスくらい』

「……」

　まただ。また逆のことを言ってしまった。何かがおかしい。真咲の喉を使って、誰かが勝手に喋っているとしか思えない。口を噤むこともできず、心にもない言葉が唇から飛び出すのを聞くことしかできないなんて。

「……へぇ……そうなんだ……」

　違うから！　といくら心で叫さけんでみても、世威は気づいてくれなかった。それどころか目は据すわり、全身から不ふ穏おんな空気を漂ただよわせている。

「キスってどんな感じなの？」

　地鳴りが聞こえてきそうな低い声で問われて、勘かん弁べんしてくれと言いたくなった。そんな質問、真咲に答えられるわけがない。だが、

『んー……唇がふにゅってなる感じ……かなぁ？』

　──何を言ってるんだ、俺は！

　恥はずかしいやら腹立たしいやら、今すぐ立ち上がって訂正したいのに、声はおろか指先一本ぴくりともしない。

　これも金かな縛しばりの一種なのか。それとも本当に誰かが真咲の身体からだを乗っ取ろうとしているのか。そんなことができるのは人ではない、あやかしくらいしかいないだろうに──と、そこまで考えてふと、野や卑ひな笑い声が脳のう裏りにちらついた。

『頭ン中の考えとやってることが、まるであべこべだァ！』

　今の状態は今日の昼間と同じ、あまのじゃくそのものだ。けれど昼間とは違い、真咲の意思ではない。何者かの力によって、故意に歪ゆがめられている。

　──もしかして……なんか変な術、かけられた……!?

　誰の仕し業わざなのかはもう考えるまでもなかった。天魔雄あまのさくの黄色いぎょろ眼めに覗のぞき込まれたあのとき、すでに術中にあったに違いない。言葉をねじれさせてしまう、あまのじゃくの術だ。

　しかし原因がわかったところで、真咲にはどうにもできなかった。この身体ではそれを証明する方法がない。世威には真咲が喋らされている言葉しか届かないのだ。

　完全に真咲の手落ちだった。屋や敷しきに戻ってからは風千代のことでいっぱいいっぱいで、報告するのをすっかり忘れていた。気分が悪くなったことをちゃんと話していたらこんなことにはならなかっただろうにと、後こう悔かいしてももう遅おそい。

「じゃあキスから先のことは？　真咲はもう、誰かとした？」

　どさくさにまぎれて何を訊きいてるんだこいつはと思っても、口に出すことは叶わなかった。その代わり、『もういい大人なんだから、当然だろう？』なんて言ってしまう。

「……ふぅん……へぇ、そうなんだ……」

　こんなこと言うつもりなんて全然ないのに。何から何まで皆みな、天魔雄が言わせた噓うそなのに。失しつ恋れんの傷をぐずぐずと引きずり、新しい恋のひとつも始められなかった真咲が、どうしてよりによって世威の前で、こんなことを言う羽目になるのだろう。

「真咲ひとりだけ大人になったのか……。そう考えると──寂さびしいな」

　背骨が瞬間冷れい凍とうしそうなほど冷ややかな目線の動きに、真咲ははじめて『鬼おに』としての世威を意識した。最強と謳うたわれる鬼の一族の御おん曹ぞう司し。あやかしならば誰もがひれ伏ふす不死原の若様。そんなお伽とぎ噺ばなしのような二つ名が、現実のものとなって真咲に迫せまってくる。

「なあ、俺にも教えてくれない？　いい大人の恋愛ってやつ。キスより先のことなら、真咲の命を奪うばう心配もないんだからさ」

　ぞっとするほどきれいな顔で微笑ほほえまれて、息が止まりそうになった。いくらなんでもこんなの世威らしくない。大切な幼おさな馴な染じみが、ずっと好きだった相手が、むちゃくちゃな論理で身体を求めてくるこの状じよう況きようは、現実なのだろうか。

　馬鹿を言うな、と憤いきどおる自分がいる。けれどその反面、いいよと答えそうになる自分もいる。

　唯ゆい一いつ自由になる思考をもってしても、どちらが本心なのかわからない。二つの感情は曖あい昧まいな輪りん郭かくしか持たずにぶれて重なり、ただ心しん拍ぱく数だけが無責任に上がってゆく。

「世威……」

　気の抜けた声で名前を呼んだそのとき、ふと強こわ張ばっていた身体から力が抜けた。もう耳鳴りはしない。手も口も意のままに動くようになる。

「あ、戻もどっ……わっ！」

　身体の自由を取り戻したのは、ほんの一瞬だった。弁解をまくし立てようとするよりも早く、世威がのしかかってくる。

「ちょ……、おい世威！　ふざけるな離はなせよっ」

「嫌いやだって言ったら？」

「あ……！」

　耳じ朶だに触ふれた唇の熱さに、びくりと震ふるえた。そのまま首筋へと降りてきて、ちゅっと音をたてながら小さな口づけを繰くり返す。

「や、めっ……、くすぐった……いから」

「くすぐったいって……別に、そんな初心うぶなふりする必要ないだろ？」

「ふりじゃなくてほんとにっ……経験ないからっ……」

「俺にこうされるのが嫌でそんなこと言ってるなら、傷つくな」

　世威はもう真咲が何を言っても、歪んだ解かい釈しやくしかしてくれなかった。片手で真咲の両手首をまとめ上げると、もう片方の手で器用にシャツのボタンを外していく。いくら体格差があるとはいえ、恐おそろしい力だった。真咲だって細身とはいえ成人した男だ。それなのにまったく歯が立たないのは、人と人ならざる者の差なのだろうか。

「っ、やだっ……やめろっ……」

「やめない。もうほかの奴やつに触さわらせたんだろう？　俺以外の誰だれかがこの肌はだに触れたんだ……」

　シャツの隙すき間まから差し入れられた指が、真咲の白い肌をじっくりと検あらためる。

　本気で抱だこうというのだろうか。天魔雄にあれほどきっぱり断ったのに、今になってなぜ。

「真咲は昔から本当に肌がきれいだった……はっとするほど白くて、なめらかで……。俺だけが気づいてたはずなのに、もう違うんだ」

「……だからそれは！」

「信じられないし、信じたくないし、ものすごく……憎にくい……」

　怒いかりとも悲しみともつかない声で呟つぶやいた世威は、真咲の両手を解放して、すがるように抱きついてくる。そのときふと見えたものの違い和わ感に、短く息を吞のんだ。

「──……っ、せ、世威……」

「──うん？　何？」

「あ……、頭っ……」

　ゆっくりと顔を上げた世威を、まじまじと見つめる。黒くろ髪かみの間にある象ぞう牙げ色のそれから、目が離せなかった。円えん錐すいのように尖とがったものが二本、世威の頭から生えている。何度瞬きをしても消えない。見み間ま違ちがいや幻まぼろしではない。本物の鬼の角だ！

「ああ、これか。興奮しすぎると隠かくせなくなるんだよな……」

　世威はごく当たり前の生理現象のように言い、そっと手で触れた。寝ね癖ぐせでも直すかのような自然な手つきと、非現実的すぎる角との落差に、頭がくらくらする。

「いつもは滅めつ多たに出ないんだけどさ。真咲にあんな話を聞かされたら、さすがに抑おさえられなかったよ。どうして俺じゃないんだって思ったら、悔くやしくて仕方なくて……」

「そ、それって……」

　世威は自分が言ったことの意味に気づいているのだろうか。それではまるで知らない誰かに、嫉しつ妬としているようではないか。

　そんなことがあるわけない。都合のいい想像をすれば、あとで自分が傷つく。だが世威は、必死で打ち消そうとする真咲の目を見つめて言った。

「今まで俺がどんな気持ちで真咲のこと見てきたと思ってるんだ？　何年我が慢まんしてきたか、知ってるのか？　俺だってずっと前から、真咲に触れたかったのに……!!」

「……！」

　今夜の世威は、いつもの世威ではない。天魔雄に操あやつられた真咲の言動に心を惑まどわされた上、鬼の角まで生えている。それでもその声はまぎれもなく世威のものだ。さっきまでの真咲とは違う、世威自身の言葉で正面からぶつかってくる。

　だから真咲は振ふりほどけない。苦しそうに叫ぶ世威のことを、どうしても突つき放せない。

「あ……っ」

　呪のろわれた唇くちびるが、反射的に怯おびえた首筋を這はう。かすかな震えが伝わったのか、世威は「もしかして、怖こわい？」と薄うすく笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、唇以外にキスしても死なないから。なんなら身体中に口づけて、証明してあげようか？」

　脅おどしなのか口説き文句かわからない台詞せりふを吐はきながら、唇は戯たわむれのように肌を滑すべる。

　このまま流されてはいけない。人としてのまっとうな理性が、真咲にささやく。だが、世威の指が平べったい胸にぽつんとある乳ち首くびに触れると、冷静ではいられなかった。指先で小さな円を描えがくようにさすってから、ちゅうと吸いつく。

「あ……っ」

「……あれ？　真咲はここが好きなんだ？」

「ち……違う、そうじゃなくて……あっ、やめっ……う、あっ」

　濡ぬれた粒つぶをこねるようにされると、熱を集めてぷっつりと硬かたくなった。きゅっと摘つままれては、愉ゆ悦えつがじんわりと染みてゆく。

「ここが気持ちいいのか……こんなにこりっとして、可愛かわいいね……」

「う……、つねっ、るな……、あ」

「ふぅん……真咲がこんなにエッチだとは思わなかったな……」

　世威に触れることを、触れられることを、今まで何度夢想したことだろう。想像の中の彼は、こんなにいやらしいことを言わなかった。自分がこんなにはしたない声を上げるなんて、考えもしなかった。

　現実だと認めたくなくて、「違う」と必死で首を振る。しかし世威は憐あわれんだような笑えみを浮うかべ、真咲の腰こしに手を伸のばした。思わせぶりにさまよう指先がそっと股こ間かんに触れると、疼うずく自身が窮きゆう屈くつそうにスラックスを押し上げているのがわかる。

「っ……」

　服の上からとはいえ、生まれてはじめて他人に触れられたショックで声が出ない。手て際ぎわよくベルトを外してファスナーを下ろされると、はしたない染みを作った下着が思いきり卑ひ猥わいな形で張り出していた。

「……すごい。これじゃきつかっただろ？」

「わっ、待っ……、あ」

　その状態を見られているだけでも恥はずかしくて死にそうなのに、世威は硬こう度どを確かめるかのように指でつつっと撫なでた。濡れた布がこすれて持ち上がる感覚がたまらなくよくて、とろんと意識が融とけてしまう。

「あ……、んん……」

「真咲、今めちゃくちゃ色っぽい顔してる」

「だっ……て、そんなふうに、されたらっ……」

「こうやって焦じらされるのが好きなわけ？」

「なん……っ、ちが、うっ……あぁっ」

「ああ、違った？　じゃあやめようか。ほら」

　ぱっと潔いさぎよく離れてゆく手に、腰が抜ぬけそうになる。性器をこんな状態にされて平気でいられる男がいるわけがない。世威は端はなから逃にげ道を用意する気などないのだ。

　案の定、放置されたところで淫みだらな熱が冷めるわけもなく、さっきまでの意地悪な指を思い出して、腰が揺ゆれてしまう。

「そのおねだり、エロすぎだろ……」

　世威は渇かわいた声で呟くと、真咲の足からスラックスと先走りでどろどろになった下着を引き抜いた。そのまま間かん髪はつ入れず、直じかに昂たかぶりに触れる。すでに透とう明めいな蜜みつでびしょびしょになった先せん端たんを手のひらで包むように扱しごかれると、我慢できずに声が出た。

「ああ……、う、っ」

　容よう赦しやなく追い立てるような愛あい撫ぶにじんじん痺しびれて、ほかのことを考えられない。このところ自分で処理するような余よ裕ゆうもなかったせいか、直接的な刺し激げきで一方的に高められてゆく。

「う、世威だめ……っ、あっ……あ、でちゃ……っ！」

　ぎりぎりまで張りつめていた屹きつ立りつは、いともあっけなく射精した。その瞬しゆん間かんだけは見られたくなくて必死で腰をよじったが、白はく濁だくはぴゅうぴゅうと勢いよく洩もれて世威の手を汚よごしてしまう。最後の一いつ滴てきまで搾しぼり取ろうとする長い指の動きに合わせて、背中がひくひくと跳はねた。

「っ……、世威……なんで、こんな……今日のおまえ、変だよ。おかしいよ」

「おかしくなんてない。ずっとしたいと思ってたことをしてるだけ……というよりもっと早くこうするべきだったんだ。俺は馬ば鹿かだったから、自分の感情を殺す方法しか思いつかなかった。だからみすみす真咲をほかの奴やつに渡わたすことになったんだよな」

「だからそれが違うって言ってるだろっ……！」

　世威はもはや聞く耳を持たなかった。真咲の両りよう膝ひざを割るようにして身体からだを入れると、濡れた手をそっと尻しりへと伸ばしてくる。

「え……、待て、それはまず……っ」

　誰だれにも見せたことのない蕾つぼみに触ふれられた衝しよう撃げきで、言葉を失った。脚あしを閉じようとしても、鬼おにの剛ごう力りきに阻はばまれて叶かなわない。真咲の吐き出した白蜜にまみれた指が、あやすように窄すぼまりの縁ふちをなぞる。

「あ、やめ……っ、やめろっ……んなとこ、きた、ない、からっ……」

「はじめてみたいなふりして。ずるいね、真咲は」

　本能的に引ける腰を、世威はそう言って笑う。力のこもった指が小さな孔あなを拡ひろげようとしているのがわかって、真咲は怯ひるんだ。

「う……！」

　差し入れられた指の異物感に、ぐっと歯を食いしばる。ぞわぞわと這うむず痒がゆさに、冷や汗あせが流れた。拒こばもうとする粘ねん膜まくにこすれるたび、指についた精液がぬちぬちと淫いん靡びな音を立てる。

　浅いところで抜き差しを繰くり返されて、そこがだんだんとふやけていくのを感じた。強きよう烈れつな戸と惑まどいは少しずつ色合いを変えて、淡あわい性感をほのめかす。

　──噓うそだ……！

　いたたまれなくなって、真咲は目を瞑つぶった。けれどそのせいでかえって感覚が研とぎ澄すまされ、指先がもたらす微び弱じやくな刺激を正確に拾ってしまう。

「あ、ま……て……、へん、やめ……っ、あ！」

　その一点に触れられた途と端たん、電流が通ったような錯さつ覚かくを覚えた。身体が内側から熱を帯びていくような未知の刺激に、とろとろと融とかされてゆく。

「ああ、ここが真咲のいいところなのか」

「ん！　あ、なにっ……、これ、あ」

　世威は納なつ得とくしたような声で言うと、その一点を執しつ拗ように弄いじった。どうしてか敏びん感かんなそこを押し揉もまれるたびにあさましく腰がよじれて、指を奥へと誘さそい入れてしまう。

　真咲は初心うぶだが知識だけはあった。狭せまい器官を行き来するその動きに、別の行こう為いを連想してしまったそのとき、ひやりとした悪お寒かんが全身を貫つらぬいた。

　これもまた、天魔雄あまのさくの策ではないのか。あまのじゃくの術でねじれた言葉に唆そそのかされた世威に取り憑つき、真咲を犯おかすという真の目的を果たそうとしているのではないか──。

「世威、待てっ……！」

「だめだ……もう、待てない」

　欲よく情じようを露あらわにした声で吐き捨てると、世威はもどかしそうにベルトを外して、スラックスを脱ぬいだ。下着を取り去り現れた世威そのものに、真咲は目を疑う。猛たけりきった雄おすは暴力的なまでの大きさを誇ほこり、先端は興奮を示す証あかしでてらてらと濡れていた。

　真咲、と名前を呼んで覆おおいかぶさってくる世威に見つめられて、戦せん慄りつが走る。漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが宿す不ふ穏おんな光は、見覚えのある色をしていた。魔ま神じんと同じ、不ふ吉きつな鬱う金こん色いろだ。

「──やめろっ!!」

　力まかせに組み敷しいて身体を開こうとする世威に、真咲は全力で抗あらがった。人間の力など知れているかもしれない。だが、絶対にここで屈くつするわけにはいかなかった。腕わん力りよくを振ふるうかわりに、精せい一いつ杯ぱい声を張る。思いのかぎりを、まっすぐ叫さけんだ。

「だめだっ、世威、やめるんだっ……！」

「何がだめ？　俺が嫌いや？」

「違ちがう……っ、そうじゃない！」

「ならいいだろ？　真咲がほしいんだ」

「嫌だ！　絶対嫌だ、こんなの世威じゃない……」

「鬼の俺は俺じゃないとでも言うつもりか？」

「だからそうじゃないっ……、違うんだ、おまえは……、おまえは俺の世威じゃない!!」

「──……っ！」

　渾こん身しんの力で吠ほえたそのとき、真咲の手を押さえていた力がゆるんだ。わずかな隙すきを逃のがすまいと這はい出ると、あえなく腰こしを取り押さえられてしまう。

　世威が背中から抱だくように重なってきたそのとき、ここまでかと覚かく悟ごした。しかしそのまま四つん這ばいの姿勢をとらされ、閉じた太ふと腿ももの間に世威の剛直が挟はさまれる。

「え……、あ、あ……っ」

　腰を押しつけられるたびに、濡ぬれた昂りの先端が真咲の陰いん囊のうにこすれた。世威は片手を前に回し、真咲自身を握にぎってゆるゆると扱く。挿そう入にゆうは免まぬかれたものの、蕾への愛撫で再び萌きざしていた性器に、その刺激はきつすぎた。手のひらの摩ま擦さつで生まれる熱に、甘く蝕むしばまれてゆく。

「あっ、ああ……世威、ん、あ」

「真咲……、真咲っ……」

　こんな烈はげしい世威は知らない。せつなくすがるような声で名前を呼ばれたことなど、一度もない。いつも真咲の隣となりにいた世威とは、あまりにも違う。

「……っ、はっ……！」　>>>♥

　己おのれの分身を真咲の太腿で挟み、腰を振り立てこすり上げた末に、世威は白濁をまき散らして果てた。背中で荒あらい呼吸を聞きながら、真咲もまた手しゆ淫いんで極きわまる。一度目より純度の高い放出の快楽にぶるぶると全身を震ふるわせ、そのまま布ふ団とんに倒たおれ込んだ。

　もう指一本、動かせそうにない。疲つかれ果てて目を閉じると、頰ほおにぽつりぽつりと雨のような雫しずくが落ちてくる。同時に洟はなを啜すする音が聞こえて、そこにもう鬼はいないと知った。

　あれほどの激情に駆かられても、世威は真咲を抱かなかった。我を忘れて唇くちびるを奪うばうこともなく、最後の最後で正気を取り戻もどしたのだ。

　自分たちはずっとこのままなのだろうか。心のままに身体を動かすことは、一生許されないのか。──そんなの冗じよう談だんじゃない。真咲だって世威に触れたい。求められたら拒みたくない。

「ごめん、真咲。ごめん……」

　世威の声に、愛いとしさと悔くやしさが募つのる。おまえは悪くないと一言言ってやりたかったが、残念ながら今夜はできそうもない。

　猛もう烈れつな眠ねむ気けにさらわれるまま、真咲は意識を手放した。













　寝ね返がえりを打ったときの鈍にぶい関節痛で、真咲は目を覚ました。

　布団から起き上がってみると、そこは世威の部屋だった。いつの間にか着せられている浴衣ゆかたも、以前世威が着ていたのと同じ柄がらだ。自分で身につけた覚えはない。それが昨夜ゆうべの出来事とつながり、ひとり頭を抱かかえる。

　ひとまず自分の部屋へ戻ろうとしたそのとき、そうっと襖ふすまが開いた。

「……おはよう」

　部屋に入ってきたのは、すでに着き替がえた世威だった。ジャケットを羽織ればもう出勤できる、という状態の世威に寝間着姿をさらすのが不本意で、つい目を逸そらしてしまう。

「朝飯、持ってきたんだけど……食べられそうなら」

「あ……、うん」

　自分で思っていたより、硬かたい声が出る。だが世威は真咲のそっけない態度を咎とがめなかった。手早く布団を上げて一人前の膳ぜんを並べると、正座をして改まる。

「……真咲。昨夜は本当に、すみませんでした」

　畳たたみに手をついて深く頭を下げる世威の姿に、喉のど元もとからじわりと気まずさが迫せり上がってきた。自分の痴ち態たいが脳のう裏りにまざまざと蘇よみがえり、起き抜ぬけの頭が冴さえてゆく。

「全部……覚えてるのか？」

　実はあんまり……、という返事を期待したのだが、世威は目を伏ふせたままでうなずいた。

「ああ。俺が真咲に言ったこともしたことも、全部覚えてる。言い訳できることは、何もない。なんて謝ったらいいのか……」

「……なんであんなことしたのか、訊きいてもいいよな？」

　それは真咲にとっても勇気のいる質問だった。世威が叫んだ言葉をつないで、行為に及およんだ理由を解かい釈しやくすることはできる。だがそれでは世威の気持ちを盗ぬすみ見するようで、嫌なのだ。

　昨夜の世威は、本来の世威ではなかった。だから今、本人の口から聞かせてほしい。

　世威は下を向いたまま、だが今度こそ沈ちん黙もくに逃にげず、観念したかのように口を開いた。

「真咲がいろいろ経験してるって話を聞いたら、耐たえられなくなった。鬼おにの力をコントロールできなくなって、それで……」

「──ちょっと待て」

　世威の記き憶おくには重大な事実誤ご認にんが含ふくまれていることを思い出し、真咲は慌あわてて口を挟んだ。

「それ……、俺のその……経験どうこうって話なら……違うから」

「……え？」

　真咲が言葉を濁にごすと、世威がわずかに顔を上げた。気のせいかその輪りん郭かくが一晩で削そげたように見える。朝からこんな話をするのは気が引けたが、誤解させたままでいるわけにもいかない。

　昨日の昼、天魔雄にかけられたらしい術のせいで身体からだが操あやつられており、思っていたのとは逆のことを喋しやべらされていたのだと真咲が話すと、世威はあっけにとられた顔をした。

「……じゃあ、キスとかその先のこととか経験済みっていうのは……」

「それも噓うそ。こんなこと白状するのもなんだけど、俺だってまったく経験ないんだよ。少なくとも、昨日まではな……」

　ちょっと恨うらみがましくなってしまった声に、世威は再び申し訳なさそうな様子で身を縮めた。

「……仕事辞やめようかとか、考えてない？」

　普ふ通つうに考えれば職場でのセクハラ、しかもかなりハードな事例だ。もしこれがたとえば本館の婚こん礼れい企き画かく部で起きたことならば、真咲だってこんな悠ゆう長ちようにしてはいない。だが今回は状じよう況きようが特とく殊しゆすぎるせいなのか、退職のようにごく一いつ般ぱん的な対処方法に思い至らなかった。

「いや……そこまでは考えてないけど……」

　真咲が答えると、世威は複雑そうな面おも持もちでうつむいた。安あん堵どしたような、しかしそれを表に出してはいけないと戒いましめるような、そんな顔だった。

「昨日の俺……怖こわかった？」

　思いつめた声で問われて、なんて答えようかと逡しゆん巡じゆんした。本当のことを言ったら──怖かったと打ち明けたら、世威は傷つくかもしれない。だがどちらにしろ世威が鬼である事実は変わらないと思うと、噓をつくのは無意味な気がする。

　確かに昨夜は異常事態だった。けれどあの姿もまた、まぎれもなく世威なのだ。正体を知り、ここで働く以上、それを認めなくてはやっていけない。

「そりゃ……怖かったよ。角が生えてたし……目は光ってたし。世威じゃないみたいだった」

「……そうだよな」

　案の定一段低くなった声に、「でも」と付け加える。

「声を聞いたらやっぱり……世威だった。いつもと全然違うけど、中身は同じっていうか……俺みたいに操られてたわけじゃなくて、これも世威なんだってわかった。そしたら少しだけ、怖くなくなった。……少しだけ、な」

　苦しそうな叫さけびも、泣きそうなささやきも、熱を帯びたため息も、真咲の知っている世威の心から生まれた声だと断言できた。角があろうとなかろうと、根っこの部分は変わらない。そうでなければ真咲は今いま頃ごろ、死んでいたか犯おかされていたかの、どちらかだっただろう。

　うまく伝わっただろうかと、世威の顔をちらりと見る。真一文字に結ばれた唇に、既き視し感を覚えた。泣くのを我が慢まんしているときの顔だ。

「ああ……そうだよ。昨日の俺も、俺なんだ。だから俺が真咲に言ったことに、噓はひとつもない。全部、俺の本当の気持ちだから」

『俺だってずっと前から、真咲に触ふれたかったのに……!!』

　わずかに震えた世威の声に、昨夜の台詞せりふが重なる。

　仕事を辞めようと思ったり、世威を頭ごなしに責めたりする気になれないのは、やはりあの言葉を聞いたからだった。

　本当はその真意を知りたい。秘ひめた気持ちを教えてほしい。だがそれがどれだけ酷こくな望みであるか、真咲は知っている。かつて想おもいを隠かくし続けた自分に、これ以上追つい及きゆうする資格はない。

　端はなから聞かせるつもりで告白したわけではないだろう。鬼になった姿だって、見せたくなかったかもしれない。そう考えるとやはり、天魔雄あまのさくのしたことは許せなかった。真咲を利用して、世威の秘密を無理矢理暴あばいたのだ。二人の心を乱し喰くらうという、己おのれの欲よく望ぼうのために。

　世威が「本当の気持ちだから」と言った、その言葉を信じる。今真咲にできることは、ただそれだけのように思えた。

「……そういえば、風千代の様子は？」

「もうすっかり元気で、朝飯も食べた。昨日のことはまだ、何も話してないけど……」

　今はやめておいたほうがいいかと思って、という世威の意見に真咲も賛成だった。

「うん、話を聞くのはもうちょっとあとのほうがいいな。けど、本ほん殿でんのほうはどうする？」

「今日実家に行って相談してくる。……少し気になってることがあるから、調べ物も兼かねて。一週間から十日くらい留守にすると思う」

「そっか、わかった」

　しばらく顔を見なくて済むことに、正直ほっとしていた。情けないが、そばにいると平常心が保てそうもない。どんなふうに触れられて、どこに口づけられたか。世威の指や唇、一挙一動を見るだけで、いちいち思い出してしまう。

　戻ってくる頃ころには、落ち着いているといい。そう願いながら、真咲は部屋を出て行く世威の姿を見送った。
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　記念すべき一組目の結けつ婚こん式の準備が始まると、真咲の仕事はにわかに忙いそがしくなった。

　本番当日までのスケジューリングをし、料理、衣装、小物、装花、演出などを決めていく。

　見学者対応や広報業務を今まで通りにこなすとなると、やはりさすがに手が足りない。この手の作業は鬼紅葉たちに代わってもらうわけにもいかず、必然的に残業が続いた。

「つ、疲つかれた……」

「真咲ちゃーん……大だい丈じよう夫ぶ？」

　作業机に突つっ伏ぷした真咲の顔を、風千代が心配そうに覗のぞき込んでくる。

　天魔雄の出現から、五日ほど経たっていた。風千代はご飯もおやつもよく食べ、一見して以前と同じように見える。だが真咲と片時も離はなれたくないと言わんばかりに、べったりとくっつくようになってしまった。おかげで仕事中もほぼつきっきりの状態である。

　打ち合わせなどにも同席し、すっかり仲良くなった与之吉とたず姫に遊んでほしいとねだる元気はあるのだが、精神状態が不安定であることは明らかだった。

「真咲ちゃん、玄鳥のおじちゃんのところ、行かなくていいの？」

「あっ。忘れてた」

　制作中のなれそめ絵巻について相談したいことがある、と呼ばれていたのだ。真咲は風千代を抱だいて、玄鳥の仕事部屋へと向かった。

「やぁやぁ、真咲さん。すみませんね忙しいところに」

「いえいえ。制作、順調ですか？」

「ええ、構想のほうはもうあらかた。けどあたし、肝かん心じんなことを失念してまして」

　玄鳥の相談というのは、絵巻の種類についてだった。紙を使うか絹を使うか、詞ことば書がきを入れるか絵だけにするか。一口に絵巻と言ってもその種類は豊富で、どの方法で制作するかを決める必要があったのだ。

「これは新しん郎ろう新婦に意見を聞いたほうがいいですね。与之吉さんたちともう一度、打ち合わせしましょう。そのときに見本でもあるといいんですけど……」

「見本ねぇ、確かにそのほうがわかりやすいわなぁ……」

　こういうとき、過去の成果物がないのが痛い。うーむと二人で唸うなったところで、真咲は学生時代に美術館で見た絵巻のことを思い出した。本物の絵巻は無理でも、印刷物なら手配できる。現うつし世よで販はん売ばいしている図録や美術書なら、かなりわかりやすいだろう。

　玄鳥にそのことを話すと、「そいつぁいい案だ」と賛同してくれた。

「ああよかった、じゃああたしは下絵に集中させてもらいますよ。……おや風千代の坊ぼつちゃん、そいつが気に入ったのかい？」

　珍めずらしく静かにしていると思ったら、風千代は畳たたみの上にあった一枚の絵に釘くぎ付づけになっていた。江戸の町人たちが池の近くで、花見に興じる浮うき世よ絵えだ。

「こないだ旦だん那なさまが見せてくれてねぇ。あたしの孫弟で子しが晩年に描かいた絵らしいんだけど、どうだい、なかなか洒落しやれてるだろう？」

「あっ、これ……『上うえ野の』ですか？　きれいだなぁ……あっ！　ここに河童かつぱがいますよ!?」

「こいつぁあたしと違ちがって風景画が得意なんだ。江戸の名所を描いた錦にしき絵えで名を上げたんだけど、どっかに必ずあやかしの絵を入れるのよ」

　不忍池しのばずのいけからきたのだろうか。小さな河童はいたずらでも企たくらんでいそうな顔つきで、木こ陰かげから花見客を眺ながめている。

「もしかして風千代、この河童に気づいたのか？」

　真咲が尋たずねると、風千代は「ううん」と首を振ふった。そして、ぽつりと一言こぼしたのだ。

「……ぼく……、ここ……、知ってる……」

　真咲と玄鳥は同時に目を瞠みはった。

「し、知ってるって、坊ちゃんは上野に行ったことがあるのかい!?」

「……？　わかんない。こんな池、知らない。けど……かいだことのある匂においがする……」

「匂いって？　これ現世だぞ？　風千代は異郷の外に出たことがあるのか!?」

　思わぬところから記き憶おく回復の糸口が見つかったことに気が逸はやり、二人して質問を畳たたみかけてしまう。しかし風千代はすぐに「もうわかんない」と沈しずんでしまった。

「ああ、ごめん……。ごめんな、風千代」

「ううん……平気。けど、ちょっとなつかしくなっちゃった……」

　風千代がぽろっと言ったその言葉に、真咲は確信した。「懐なつかしくなった」──それは記憶のない者が自然と口に出す台詞ではない。風千代の記憶は戻もどりかけている。ならば今こそ、話を聞くべきではないか。

　そう思ったのだが、今度は別の問題が持ち上がった。その日から毎晩、風千代がうなされるようになってしまったのだ。

　あつい、あつい。苦しそうに呻うめいて寝ね返がえりを打ち、深夜に飛び起きることもしばしばだった。そのたびに半はん狂きよう乱らんで真咲を探し、なだめられてようやく寝つくのである。

　世威が禧櫻閣に戻ってきたのは、それから三日後の晩のことだった。

「風千代……」

　真咲から一連の話を聞いた世威は痛ましそうに、寝入ったばかりの風千代の頭を撫なでた。

「……ほかに何か変わったことは？」

「うなされて起きると、たまに俺のことを『お兄ちゃん』と間ま違ちがえるようになった。……昔を思い出したせいで悪い夢を見てるなら、やっぱり多少無理してでも話を聞いてやったほうがいいのかな……」

　荒あら療りよう治じになるかもしれないが、苦しいのは今も同じだ。世威もまた真しん剣けんな面おも持もちでうなずき、真咲の意見に同意した。

「そろそろ潮時なのかもしれない。……実は今回帰省したときに親しん戚せきの家にも行ったんだけど、そこで偶ぐう然ぜん、風千代の過去に関する手がかりを見つけたんだ」

「え……手がかり？」

「結びの社のことを調べてる最中にちょっと気になる資料が見つかって……前に藤原家の宝刀が明暦の大火で焼失したって話したの、覚えてる？」

「ああ、うん。なくなったら社が封ふう印いんされたっていう刀な」

「そうそう。だけどどうもその刀、少し不ふ審しんな点があったみたいで……ほら、刀は普ふ通つう焼けても残るだろ？　なのにどこを探しても痕こん跡せきが見つからなかったらしい。だから焼失したんじゃなくて、持ち去られたかどこかにまぎれたかしただけで、まだどこかに存在してるんじゃないかって考えたご先祖さまがいたみたいなんだ」

　藤原家の宝物について記した書物の中に、そういった類たぐいの記録があったという。

「けどそれらしいものが質しちに流れた様子はないし、かといって誰だれかが所有してるっていう話もさっぱりで、結局は探すのを諦あきらめたらしいんだけど……どうも引っかかってね」

「焼失じゃなくて紛ふん失しつかも、って話か。……けどそれが風千代の過去とどう関係あるんだ？」

　まったく話が見えない真咲に、世威は驚おどろくべき仮説を口にした。

「風千代の正体は、藤原家の宝刀……かもしれない」

「……。え……？　どういう意味？」

　刀が風千代？　狐きつねなのに？　単語はちっともつながらず、すぐには理解が追いつかない。目を白黒させていると、世威は「俺の推測だけど」と前置きして口を開く。

「かつて藤原家にあったその刀は、桁けた違ちがいの霊れい力りよくを持った刀なんだ。ご先祖さまの手記によると、まるで刀自体が意思を持っているような切れ味らしい」

　もちろん技量ありきの話ではあるが、藤原の剣けん士しは刀と一体になることで、最強の鬼おにの名にふさわしい強さを誇ほこったという。かつて天魔雄あまのさくを退けたという話も、説得力があった。

「そんな意思を持った刀が煙けむりに巻かれたら、どうするだろうって考えたんだ。ただ黙だまって炎ほのおに包まれるとは思えない。立ち向かおうとするか、それが無理でも逃にげようとするか……、何か行動を起こしたんじゃないかって」

「刀が自分で歩いて逃げた可能性があるってことか？」

　真咲の頭の中には、にょきっと二本の足を生やした刀身が煙の中を逃げてゆく図が浮うかんだ。

「だとしたらなかなかシュールな絵だと思うけど……」

「……真咲のイメージはなんとなく想像ついたけど、そうじゃなくてさ。ほらこれ、親戚の家の蔵にあった刀絵図なんだけど、ここに彼ひ岸がん花の装そう飾しよくがあるだろ？」

「あっ、本当だ。これ……藤原家の家か紋もん？」

「ああ。彼岸花は異名の多い花なんだ……幽ゆう霊れい花とか、地じ獄ごく花とか呼ばれることもある。その中に、狐花っていうのがあるんだ」

「へえ、狐花ってなんか愛あい嬌きようがあるな。って、狐……？　もしかして、世威の推測って……」

「ああ。刀は自分の霊力を使って狐に姿を変えて逃げたんじゃないか、っていうのが俺の考え。風千代の正体が刀だと仮定すると、結びの社の封印が解けた理由も説明がつく」

「……そうか。刀がなくなったら閉じて、戻ってきたら開いたってことか。確かに筋の通った話ではある……。けど、風千代が刀って……」

　布ふ団とんにくるまって眠ねむっている子狐の姿を見ると、「まさか」としか思えない。かすかな寝息で飴あめ色いろの毛をふぅふぅっと吹ふくさまはただただ愛いとしく、その正体は魔ま神じんをも斬きる妖よう刀とうだと言われても、とても信じられなかった。

「それに、刀からしてみれば天魔雄に一度は『勝ってる』わけだろ？　それにしては風千代が天魔雄のことを怖こわがりすぎな気がする」

「確かに……真咲の言う通りだ。仮に風千代が刀だとして、紛失してからここにくるまでの間に何かあったと考えるのが妥だ当とうだろうな」

「記憶を失うくらいショックだったことか……」

　仮説上の風千代に思いを馳はせ、真咲は胸がつまった。いったい何が起きたのか、想像すらも及およばない話だ。

「社の穢けがれを祓はらうためには、やっぱり刀の霊力が必要なんだ。もし風千代がその力を持っているとしたら、天魔雄に対たい抗こうできる。けど、本人に自覚のない今の状態じゃ……」

　二人してそこで考えが行き詰づまったそのとき、布団がもぞもぞと動く気配がした。

「風千代？　……ごめん、起こしたか？」

　風千代は目を覚ますなり獣じゆう毛もうをぷるぷる震ふるわせ、痛いくらいの力で真咲にしがみついてくる。

「いや！　どこにも行かないで、行っちゃやだ!!」

「風千代、落ち着いて。俺はどこにも行かないよ」

　この数日、夜中に何度もこんなやりとりをした。真咲からしてみればやっぱり今日もか、という感じだったのだが、世威はただならぬ様子に言葉を失っている。

「ここに、いる？　真咲ちゃん、は、ずっと、ここにいる？」

「大だい丈じよう夫ぶ、いるよ。ずっと風千代の近くにいる」

「ほん、と？　お兄ちゃんみたいにっ……、いなく、ならない？」

　真咲はしゃくりあげる風千代を抱だいて、涙なみだを拭ぬぐった。──瞬しゆん間かん、潤うるんだ双そう眸ぼうがまったく違うものに見えてはっとする。

　現うつし世よの狐とは違う、青みがかった深い灰色の瞳ひとみ。その色はまさしく、刀とう剣けんと同じ鋼はがね色いろだった。

　真咲にひしと身を寄せる風千代の頭を撫でながら、世威がやさしく語りかけた。

「俺たちと一いつ緒しよにいれば怖いことは何もない。だから、風千代のことを教えてくれないか？」

「だん、な、さま……」

「ここにくる前、どこにいたのか。『お兄ちゃん』はどんな人だったのか。俺たちに聞かせてほしいんだ」

「……」

　風千代はもう以前のように「わかんない」とは言わなかった。天魔雄との邂かい逅こうをきっかけに、記き憶おくを取り戻したのだ。

　ゆっくりと、だがはっきりとした声で、風千代は話し始めた。

「ぼくのおうちは……もう、ないの。あの日、目が覚めたら熱くて熱くて、ぼくは焼けちゃうかと思った。ぼくは外に出て、燃えないように遠くへ逃げたんだ……」

　明暦の大火については歴史の授業で習った程度の知識しかないが、町の大半を焼き尽つくし、大量の死者を出した大火事だったという。風千代がひとりでどれほどの恐きよう怖ふを味わったのかは、察するに余りある。

「風がびゅうびゅう吹いて、大きな火の粉が飛んでくの。おうちがどんどん燃えていくんだよ。どこも人がいっぱいで、馬も暴れてて、ぼくはもみくちゃにされちゃったけど、お兄ちゃんは火にびっくりした馬に蹴け飛とばされて堀ほりに落っこちそうになったぼくを、助けてくれたの」

　風千代を助けてくれた『お兄ちゃん』も、火災で家と家族を失ったらしい。二人は、混乱を極きわめた江戸の町をさまよったという。

「お兄ちゃんはとってもやさしかった。町ではお粥かゆを配ってたんだけど、ぼくじゃもらえないから、お兄ちゃんが列に並んでくれて、もらってきてくれたんだよ。けど、自分ではほとんど食べないで、ぼくにばかりくれた。半分こしようよって言っても、お狐さまが食べないとだめだよって。ぼくはお狐さまなんかじゃないのに、言葉が話せる狐なんているわけないんだからそうに決まってるって、お兄ちゃんは言って……」

　風千代は食いしん坊ぼうだが、どんな大好物もひとり占じめしようとせず、皆みんなと食べたがる。

　団子でも煎せん餅べいでも「半分こしようよ」とにこにこしながらやってくるのだ。悲しい思い出が無意識のうちにそうさせていたのかと思うと、そのいじらしさに胸がよじれた。

「お兄ちゃんはぼくが御お山やまからきたって知って、帰そうとしてくれたの。歩いて歩いて、やっと御山に着いて……」

　風千代の耳から尻尾しつぽまでが、ふるふるっ、と震える。

「お兄ちゃんはぐったりしてた。あんまりお話もできなくなって……それで……」

　そのまま力ちから尽つきて亡なくなったのだ、というのは最後まで聞かずともわかった。しかし風千代は懸けん命めいに話し続けようとする。

「ぼ……、ぼく、お兄ちゃんに、お水を持っていこうとしたんだよ。お兄ちゃんが、とっても苦しそうだったから。けど、お兄ちゃんは、それを……、……」

「もういいよ、風千代。もう充じゆう分ぶんだ」

　真咲はたまらず話を遮さえぎって、風千代を抱き寄せた。

　火事から逃げたくだりから考えれば、風千代の正体が藤原家の宝刀ではないかという世威の推測は、辻つじ褄つまが合う。お兄ちゃんと慕したった少年との関係もわかった。だが、天魔雄との関係は依い然ぜんとして見えてこない。

　風千代と少年の間にはまだ何かある。しかしこれ以上、風千代に無理をさせたくなかった。

　ひとまず今晩はここまでにしようという話になり、自分の部屋へと戻もどる世威を見送ってから、真咲は風千代の隣となりで布団に入った。ぴとっと身体からだを丸めて寄り添そってくる子狐の体温を感じて、考えてしまう。

　本ほん殿でんの穢れを祓うために風千代の力が必要だとしても、こんなショック状態ではたして力を発揮できるのだろうか。過去にどこかで負った深い傷を癒いやすことが、必要不可欠ではないのか。

　だとしても根本的な原因がわからないかぎり、手の打ちようがない。風千代本人から無理矢理聞き出すのは、逆効果のような気もする。もし失敗したら、藤原家は刀の力を再び失ってしまうだろう。風千代を苦しめずに過去を知る方法は、ないのだろうか。

「……過去、か……」

『真咲ちゃんも旦だん那なさまも思い出があっていいな。たのしそうで、いいな……』

　真咲が時とき廻めぐりの井い戸どをはじめて使ったあの日、自分の写真が撮とれないと知った風千代は涙を流した。記憶を取り戻した今なら、風千代の過去も写るかもしれない。だがそれには、風千代本人の感情が必要なのだ。それでは結局つらい思いをさせてしまう。

　これでは本ほん末まつ転てん倒とうだと、布団に潜もぐった瞬間だった。真っ暗な視界が井戸の底の暗くら闇やみと重なる。あの井戸は過去への入り口だと世威は言った。あれはものの喩たとえなのだろうか。しかし真咲は幼い自分の写真をこの目で見た。井戸がなんらかの形で過去とつながっているのは間ま違ちがいない。

　ならば、人間が直接飛び込んだら、もしかして──。

　それから重たい瞼まぶたが眠ねむ気けに負けて落ちるまで、真咲は布団の中で思いついた案を練った。







　翌日、真咲は朝いちばんで世威の部屋を訪ねた。

　時廻りの井戸を使って、江戸時代へ行く。行って、風千代に何が起きたのか確かめてくる。

　まだ寝ね間ま着き用の浴衣ゆかたを着たままだった世威は、真咲のその提案を聞くなり目が点になった。

「真咲が井戸に……飛び込む？」

「うん。あれって要するにタイムマシンみたいなもんだろ？　なら直接……」

「絶対にだめだ」

　これ以上ないアイディアだと思ったのだが、秒速で却きやつ下かされてしまった。

「けどもう風千代から話を聞くのは難しいし、かといって俺らが知らないままだと、これ以上やりようがないだろ？」

「風千代の心を癒さないと先には進めないっていうのは、真咲の考える通りだと思う。けど、それとこれとは話が別だ。危険すぎる」

「危険って？　あ、もしかして井戸の底にぶつかって死んじゃうとか……？」

　さすがにそれは困るなと思って訊きいたが、世威は首を振ふった。

「仕組み上、そういうことはない。けど井戸の中……というより時廻りの水はそもそもすごく不安定なんだ。絶対に目的の時代に行けるとはかぎらない。全然関係のない、別の時代に流される可能性だってある」

「じゃ、一応前例はあるってこと？　成功した人もいるんだろ？」

　食い下がる真咲に、世威は「しまった」という顔をした。明らかに口を滑すべらせた様子ではあったが、しぶしぶながらも教えてくれる。

「……多くはないけど、記録はある。でも、成功例があるから安全って意味じゃない。最悪の場合『狭はざ間ま』に落ちて、時の流れをさまようこともある。同じ『時』に帰ってこられないかもしれないんだぞ」

　別の時代に行ったきり戻ってこられない、という言葉は重かった。人も景色も知らない場所にひとり置き去りにされる孤こ独どくは、考えるだに恐おそろしい。

　危険すぎるという世威の警告は、至し極ごくまっとうである。──だが同時にこうも思うのだ。

「でもさ……、安全で確実な方法って、あるのかな？」

「っ、それは──」

　これから真咲たちは鬼おにの世威ですら丸まる腰ごしでは歯が立たない魔ま神じんに立ち向かい、風千代の──藤原家の命運を握にぎる刀の力を取り戻さなくてはならないのだ。ましてやここは異郷、あやかしの棲処すみかである。ひとつ間ま違ちがえば命を落としかねないということは、骨身に染しみてわかっている。

　そんな場所でリスクひとつ負わずにこの問題を解決するという方法は、はたして存在するのだろうか。無傷で成功間違いなしという、完かん璧ぺきなやり方が。

「……ないよな？　おまえもわかってるんだろ？」

「……」

　世威が無言でいるのは、認めているも同然だった。ならばもう悩なやむ理由はないじゃないかともう一押ししようとしたそのとき、世威が硬かたい声で言った。

「それでも真咲は行かせられない」

「……おい、世威」

　頑がん固こな。と思った真咲の目を見て、世威は言った。

「俺が行く」

「は……はあっ!?」

　しまったまさかそうくるか、と予想外の答えにうろたえる。「そんなのだめに決まってるだろ」と息巻くと、世威は「ほらね」という顔をした。これでは検討もせずに突つっぱねたさっきの世威とまったく同じだ。

「いやその……俺とおまえじゃ立場が違うだろ!?」

「それを言ったら、人間より鬼が行ったほうがまだ安心だ」

「けど俺のが年上だし、それに……あ、」

　言い募つのろうとする真咲を制するように、突とつ然ぜん、世威の指が唇くちびるに触ふれた。

「……落ち着くんだ、真咲。今ここで全部話すから……少しの間、聞いててほしい」

　だったら口でそう言えばいいのに、という反論は言葉にならなかった。清潔に切り揃そろえられた爪つめの先がほんの少し触れているだけなのに、唇が尋じん常じようじゃないくらいにじんじんと痺しびれる。

「俺はもう後こう悔かいしたくない。真咲を失いたくないんだ。六年前の夏のこと、俺は忘れてない」

　そうして音もなく指が離はなれていった瞬しゆん間かんだった。

「せ……っ」

　身構える暇ひまはなかった。気づいたときには、世威の腕うでの中にいた。天魔雄あまのさくの術に踊おどらされたあの夜以来の抱ほう擁ように、身体中の血が騒さわぐ。押し寄せる熱波にさらされた心臓が、熱くて痛くてたまらない。

「ろ……、六年前の夏って……、軽井沢の？」

「ああ、そうだよ。あの日の朝、起きたら真咲の顔が目の前にあって本当に危なかった……。『あ、キスされる』って思ったら、一瞬、理性が飛びそうになって……」

「……やっぱり、気づいてたんだ……」

　世威がこともなげに「あんな顔で迫せまられたら、さすがにね」と苦く笑しようする。完全なる黒歴史の瞬間をしっかり認にん識しきした上で記き憶おくしていたと白状され、恥はずかしさに顔が赤くなった。

「風ふ呂ろ上がりの色気だけで反則なのに、真咲はもともとあやかしを惹ひきつけるタイプの……、なんていうかフェロモンみたいなオーラを出してるんだ。普ふ段だんは気にしないようにしてたんだけど、寝ね起おきで油断してるところにもろにきて……正直あれは、ぎりぎりだった。何でもないふりをするだけで、精せい一いつ杯ぱいだったんだ」

　言われてみればここにきたばかりの頃ころ、雪緒にやたらとオーラを褒ほめられたことを思い出す。あのとき世威の態度が不自然だった理由が、わかったような気がした。

「気づいてたのに知らんぷりして、拒こばんで……最低なことしたって、わかってた。けど同時に、もう限界だと思った。このまま一いつ緒しよにいたら、真咲を殺してしまうかもしれない。いつか我が慢まんできなくなって、キスしてしまうかもしれない……って」

「……世威、」

　期待と不安が行き来して、言葉にならずに喉のどがつまった。世威は真咲の惑まどいを打ち消すように、芯しんの通った声で言う。

「真咲のことが好きだ。小さい頃からずっと……はじめて会ったときからずっと、真咲のことだけを見てきたんだ。けど、好きになればなるほど怖こわかった……」

　どうしようもなかった、と洩もらす熱いため息に心が震ふるえた。真咲のために必死で抑おさえていた激情を見せてくれた、それだけで苦しくなるほど愛いとおしい。

「あのときの俺は何もできなかった。そばにいる自信がなくて逃にげたんだ。真咲からも、自分の気持ちからも……。けど、今回は違う。俺がやらなきゃ意味がない。真咲のことを守りたいのに、肝かん心じんの本人を危ない目に遭あわせてたら本末転倒だろ？」

「……もしかして、俺が井い戸どのこと思いつかなかったら、黙だまって自分で行く気だった……？」

「ああ。真咲の言う通り、リスクをとらずには勝てない……なら、やるのは俺だ。俺にはここの主あるじとしての責任がある。藤原の跡あと取とりとしての責任が」

「世威、おまえ……責任責任って言うけどな。本当にわかってる？」

　危き惧ぐしていた通りの答えが返ってきて、真咲はため息をついた。

　世威は強い男だ。自分の中に波打つ激しい感情を、それ以上の理性で抑える力がある。世威は逃げたと言っていたが、それも真咲を守るためだ。

　強くあろうとする信念は理解できる。尊敬も感謝もしている。けれどひとつだけ、悪い癖くせが抜ぬけない。世威は人に頼たよれないのだ。自分以外の誰だれかに、大切なものを預けられない。

「わかってるさ。だから自分の力で……」

「そうじゃない。責任がある奴やつに、そんな危険なことさせられないって言ってるんだ。風千代が力を取り戻もどせば、結びの社の穢けがれを祓はらうだけじゃなくて、天魔雄も撃げき退たいできるかもしれない。そのときもし世威に何かあったらどうする？　誰が風千代の力を使うんだ？」

「それは……」

「いないよな？　おまえにはおまえの役割がある、単純な話だ。……だから俺を使えよ、世威。俺はそんなに、おまえにとって頼りない？」

　いつもひとりで戦うことを選ぶ世威に、真咲はどうしても知ってほしかった。

　大切な人が命を賭かけていたのだと、すべてが終わったあとに聞かされる者の気持ちを。何も知らずにのうのうと過ごしていた自分を情けなく思う、真咲の気持ちを。

「俺はおまえのおかげで生きてる。でも、安全な場所で待ってるとき、俺はひとりだ。世威はそのこと忘れてる……、いつも、いつもだ。おまえがよかれと思って秘密にしたことで、俺がどんな思いをしたかわかってない。……悔くやしいんだよ、俺だって。おまえを助けられないのが、悔しくてしょうがないんだ」

　鬼と人では、力が違う。そんなことは百も承知で、譲ゆずれないものがある。守られるのではなく共に生きていきたいのだと、世威はわかってくれるだろうか。

「ひとりになりたくないし、させたくない。一緒に戦いたいんだ。……俺も……世威のことが、好きだから」

　ずっと怖くて言えなかった言葉が、世威の熱いまなざしに導かれてこぼれ落ちた。

　六年前の夏、手放したはずの恋こいなのに。忘れようと努めてきた、哀かなしい思い出なのに。口にしたこの気持ちは消えも色あせもせず、今もきらきらと輝かがやく。ただ行き場を失っていただけで、ずっと真咲の中にあったのだ。

「真咲、それ……本当に？」

「……俺が好きでもない奴の寝込みを襲おそうと思う？」

「思わない……けど、けど……今も？」

「今も昔も、これからもずっと……世威のことが、好きだよ」

「真咲……」

　熱を孕はらんだ世威の視線が、真咲に刺ささる。好きで好きでたまらないと、全身が叫さけんでいる。爆ばく発はつしそうな愛しさに、いてもたってもいられない。　>>>♥

「あ……、待っ」

　引き寄せられて、額と額がくっついた。互たがいの視線が目から唇へと降りて交わる。ああもし唇が自由なら、今絶対に、キスしたのに──。

　もどかしさに耐たえられず、互いの顔が下を向く。同じことを考えていたと気づいて、空気が照れた。もしかしたらこの状じよう況きよう、キスするよりも恥ずかしい。

「……だからな、世威。今度のことは俺にまかせてほしい。絶対に帰ってくるから」

　世威はもうだめだとは言わなかった。真咲を見つめる双そう眸ぼうはゆるぎなく、覚かく悟ごを決めてくれたのだとわかる。

「ああ。風千代のことは、真咲にまかせる。……ありがとう」

　そう言って律りち儀ぎに一礼した世威に、真咲は「ありがとう」と返した。信じてくれて、託たくしてくれて、ありがとう──。心からそう伝えたかった。







　真咲と世威はその日の夕方までにすべての準備を整え、時とき廻めぐりの井い戸どの前に立った。

　過去へと旅立つ方法は思いのほかシンプルで、心の中で行き先を唱えてひと思いに飛び込む、これだけである。ただし、飛び込むときに余計なことを考えてはいけない。集中しなければ、想定外の場所へと飛ばされてしまう危険性があるという。

　持ち物は古地図が一枚。服装はモッズコートとデニムにスニーカー、と身軽なことこのうえないが、こんな格好で浮うかないのだろうか。

「向こうの人に真咲の姿は見えないから、大だい丈じよう夫ぶ。何かあったときに走れるほうがいい。まあ真咲のほうから人や物に干かん渉しようすることもできないから、基本的には問題は起きないと思うけど、とにかく町は混乱の最さ中なかだ。それに……」

「人じん智ちの及およばない領域だから安全とは言い切れない、だろ？　慎しん重ちように行動するよ。あとはもう運を天にまかせるしかない」

　世威から同じ注意事じ項こうを聞かされるのは、これで十回目だ。このままでは夜になってしまう。

「わかってるけど……心配なものは心配だ」

　世威はそう言うと、スーツの内ポケットから一本の赤い糸を取り出した。真咲の右手の小指に糸を結び、もう片方を自分の小指と結びつける。まじないを唱えると、糸はぱっと消えた。

「これは命いのち綱づな。こうして結んでおけば、迷わずここに帰ってこられる。万が一ほかの時代とか時の狭はざ間まに落ちても、これがあれば見つけられる可能性が高くなるんだ。それから……」

　互いに糸で結ばれていた指を絡からめて、三回上下させる。それは子供の頃によくやった指切りの仕草に似ていた。

「これは、藤原家の秘術という名のおまじない。たとえ離はなればなれになっても、もう一度逢あえますように……っていう願がん掛かけだ」

　きゅっと結んだ小指の熱さにふと、小さじ一いつ杯ぱい分の寂さびしさがよぎる。異郷に来てからずっと、世威がいてくれた。世威が助けてくれたおかげで、この摩ま訶か不ふ思し議ぎな土地でもやってこられた。

　だがここから先はひとりだ。水みな底そこへ溜たまる暗くら闇やみへと、真咲だけで飛び込まなくてはならない。心の奥に押しやったはずの恐きよう怖ふが出てきそうになって、真咲は慌あわてた。不安な表情を見せたら、世威を心配させてしまう。そしたら今度こそ自分が行くと言うだろう。

「……世威。俺、必ず帰ってくるよ。だから……」

　自分を鼓こ舞ぶするために。世威に、心配しなくていいよと伝えるために。今できるのは、二人が心待ちにしていることの約束だと思った。

「俺がちゃんと帰ってきて、全部解決できたら…………そのときは、キスしような？」

「…………えっ。えっ？　えっ!!」

「じゃあな。こっちの風千代のこと、頼たのんだぞ！」

「あ、まさ──」

　最後の言葉を聞くよりも早く、真咲は井戸の底へと飛び降りた。

　──明暦三年、正月二十日、江戸の藤原邸てい跡あと。行き先を心の中で唱えたその瞬しゆん間かん、心臓がぐいっと持ち上げられる。

　自由落下の衝しよう撃げきは、ほんの一瞬だった。ややあって手足を思うままに動かせるようになる。平泳ぎのように手を搔かいて進むのは、息のできる海で泳ぐような感覚だった。

　どこまで続くかわからない暗闇も、こうして入ってしまえば不思議と怖こわくなかった。耳まで赤くしていた世威の顔を思い出して、笑う余よ裕ゆうさえある。

　どれくらい泳いだだろうか。遠泳ならずいぶんと距きよ離りを伸のばしたであろう頃ころになってやっと、ひとつの光点が見えた。小さな点はだんだん大きくまばゆくなって、目の前いっぱいに広がる。やがてうねるような光の奔ほん流りゆうに飲み込まれると、それらは小さな点の集まりで、自分もまたそのうちのひとつなのだということに気づいた。

　いつの間にか知覚できる肉体はなくなっている。連続した大きな流れの一部へと還かえってゆく感覚に、真咲はそっと身をまかせた。
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　目が覚めたときには、往来のど真ん中にいた。

　きんと冷えた空気にあたりを見回す。一目見てすぐに、大火が町を舐なめ尽つくすように焼いたあとだとわかった。江戸と聞いて想像するような時代劇さながらの町並みは、影かげも形もない。真っ黒な材木や石いし塊くれが散乱し、灰が積もる焼け野原だ。

『ひっ……』

　立ち上がろうとしたところで目に入ったものに、思わずたじろぐ。足あし下もとに転がっていたのは、焼け損じた人の腕うでだった。通りには、性別すら判別できないほどに焦こげ、燻いぶされ、ひしゃげた死体がそこらじゅうに折り重なっている。

　茫ぼう然ぜんとする真咲の前方から、赤子を抱かかえた女が歩いてきた。ぶつかる、と思った瞬間、女は真咲の身体からだをするりと抜ぬけていく。ここでは真咲には実体がないのだ。世威に言われていた通り、突とつ然ぜん現れた珍ちん妙みような男を気に留める者は誰だれもいない。

　見ればその女もほかの者たちも、生きている者はひとところへと集まっていった。どうやらそれが、風千代の言っていた粥かゆを配る列らしい。焼け残った茶ちや碗わんの破片や手のひらに粥を受けて啜すする人々にざっと目を走らせたが、それらしきひとりと一いつ匹ぴきの姿はなかった。

　真咲は古地図を片手に歩き始めた。この大火で全焼したという旧藤原邸から上野の山までの道を歩いて、風千代と『お兄ちゃん』を探す。それが、風千代の記き憶おくにあった『上野』の光景と『御お山やま』という言葉をヒントに、世威と事前に決めた段取りだった。

　江戸の町に山と言われても真咲はぴんとこなかったが、世威は地図を見てすぐ閃ひらめいたらしい。

『上野って……、そうか。鬼き門もんだ』

『鬼門？』

『ああ。ここにも異郷と現うつし世よのつなぎ目がある。高台になってるから、上野の山って呼ばれることもある……それがたぶん、風千代の言う御山だ』

　現世と異郷は背中合わせのような関係で、藤原ホテルのエレベーターのように、いくつか行き来するための場所が設けられているらしい。そのうちのひとつが江戸の鬼門でもある上野の山にあるというのだ。当時の風千代は異郷側の藤原の土地のことを覚えていて、そこへ行こうとしたのではないか、というのが世威の見立てだった。

　延焼を免まぬかれた地域に入っても、町の空気は重かった。さほど離はなれていない場所が火の海となり、道も堀ほりも焼けた骸むくろで埋うまっているのだから無理もない。乾かわいた風がひゅうと鳴るたび、またどこかで火の手が上がるのではないかと怯おびえる町民たちは、心身共に疲つかれきっている。

　目的地に着いた頃には、江戸の町全体に蔓まん延えんする陰いんの気のようなものにあてられて、真咲もぐったりしていた。しかし、休んでいる暇ひまはない。気合を入れて山道に入ろうとしたそのときだった。誰かが草を踏ふむ音に気づいてふと立ち止まる。

　一歩。しばらくしてまた一歩。やや不規則な間かん隔かくで、足音は続く。近づく気配につい慎重になり、真咲はむきだしになった木の根を踏み越こえて、生おい茂しげる篠しのの陰かげに身を隠かくした。

「……ちゃん、大丈夫？」

　かすかに聞こえたその幼い声は、確かに聞き覚えがある。やがて見えた人ひと影かげに、真咲ははっと息を吞のんだ。

「うん……、平気だよ。ああ、やっと着いた」

　もうひとつの声の主は、少年だった。瘦やせた腕には飴あめ色いろの子こ狐ぎつねがしっかりと抱だかれている。少年の面おも差ざしは真咲と瓜うり二ふたつだ。もちろんよく見れば別人とわかるが、同じ年の頃に同じ服を着て並んだら、ぱっと見はわからないかもしれない。

　──いた。見つけた。

　世威と二人で立てた仮説が事実と符ふ合ごうした、その興奮で全身が滾たぎる。この子狐こそが風千代であり、少年は風千代の『お兄ちゃん』だ。

　二人は揃そろってぼろぼろだった。風千代の美しい毛並みは煤すすにまみれ、少年の小こ袖そでは焼け焦げ、瘦せた手足が露あらわになっている。

　その左足を見たとき、真咲は衝撃のあまり『あっ』と声を上げた。不自然な足音を鳴らしていた理由はきっと、あの足だ。

「ここまでくれば、もうわかるだろう？　さあ、お行き」

「やだ……、ひとりじゃいやだ。お兄ちゃんも、いっしょに行こう？」

「僕はちょっと……ここで、ひと休みしたいんだ」

「じゃあ、ぼくも」

「だめだよ。もうすぐ日が暮れる」

　少年は「ほら早く」と地面に下ろした風千代のお尻しりを押して行かせようとするも、風千代は聞きやしない。くるんと回って少年の許もとへと戻もどってきてしまう。

「いやだ。お兄ちゃんもいっしょじゃなきゃ、行かない」

　ただ寂しくて駄だ々だをこねているのか。それとも風千代なりに何か感じとってのことなのか。真咲には判断がつかなかった。

　少年はひどい火傷やけどを負っている。見てわかるだけでも、左ふくらはぎから太ふと腿ももにかけて目を覆おおいたくなるほど焼けただれていた。火傷も重じゆう症しようになると、命をも落とすという。それがどの程度なのか、真咲には知識がない。だが少年の瞳ひとみからは、生気が消えつつあった。ただの衰すい弱じやくではなくもっと根本的な、生命力とでも言うべきものが尽きようとしている。少年の周りには、ここにくるまで幾いく度ども目にした骸がまとっていたものと、同じ類たぐいの気配が漂ただよっているのだ。

　子狐をここまで届けたという安心感からか、少年は草くさ叢むらの上にへたり込んだ。しかも自分の火傷が風千代の目に触ふれないようにと、足を折り曲げる。あんなことをすれば余計痛いだろうに、真咲は少年の健けな気げさで胸がつぶれそうになった。

「お狐さまは、意外と我わが儘ままだなぁ」

　少年は笑いながら、愛いとしそうに風千代の頭を撫なでる。毛先の煤を払はらってくれる指が気持ちいいのか、風千代は目を閉じて少年に寄り添そった。その様子はいつもの自分と風千代そのものだ。

『っ……』

　しかし実際の真咲には何もできない。ここで傍ぼう観かん者にしかなれない。わかっていても、目の前の彼らに声ひとつかけられない我が身が歯がゆい。

　すべてを見届けるのが真咲の役目だ。風千代を救いたい、世威の力になりたい。自分で決めてここにきたのだから、やるしかない。だがこんなにもやりきれないことがあるだろうか。

　少年が身体を折って、苦しそうに咳せき込んだ。風千代が「ぼく、お水探してくる！」と山の奥へと駆かけてゆく。もしかしたら近くに沢さわがあるのかもしれない。しかし──、

『行くな。行くな、風千代！』

　真咲は届かないとわかっていて叫さけんでいた。行ってはだめだ。戻ってきたときには、少年は力ちから尽つきている可能性がある。

　風千代がショックを受けた原因は、少年の最さい期ごに立ち会えなかったからではないか、と真咲は考えていた。さっきまで普ふ通つうに話していた相手が動かなくなっていたら、傷つき、混乱するのは当たり前だ。ひとりぼっちのこの状じよう況きようで、即そく座ざに『死』を理解しろというのは無茶だろう。

　少年を看み取とってやれるのは風千代しかいない。言葉を交かわすことできっと、風千代の心にも残るものがある。慕したっていた人を喪うしなうのはつらいが、生きる者なら誰しもが通る道だ。いつか傷が癒いえたとき、風千代は『死』を受け入れ、乗り越えることができる。

　真咲は立ち上がり、風千代を追った。無む駄だだとわかっていても、名前を呼んだ。あやかしならば自分の存在に気づくかもしれないと、一いち縷るの望みをかけて。

『風千代！　風千代！　戻れっ!!』

　いくら必死に走ろうと、ただでさえ足場の悪い山道で、獣けものの足には追いつけない。篠を搔かき分け、えぐれた斜しや面めんを這はい上がったところでようやく風千代の後ろ姿を捉とらえたそのとき、真咲は目を疑った。

「あァ……、狐の童わつぱかァ？　こんなところに珍めずらしいじゃねェか、えェ？」

　まだら模様の皮ひ膚ふに覆われた、見上げるほどの巨きよ軀く。ぼさぼさの白はく髪はつを搔き上げながら大おお股またで歩くその姿は、忘れたくても忘れられない。

　ぬめぬめと光る鬱う金こん色いろの両目がにやりと三日月形になるのを見て、真咲は凍こおりついた。

『天魔雄あまのさく……！』

「────っ……！」

　風千代は異形を目まの当たりにして、瞬しゆん時じに後ろへと跳とんだ。そのままもと来た道を全速力で戻っていく。怯えてはいるが、神域内で遭そう遇ぐうしたときのように取り乱したりはしていない。

　真咲も慌あわてて風千代の後を追い、少年の許へと戻った。少年は地面に身体からだを横たえていたが、まだ息はある。

「お兄ちゃん、逃にげよう！」

「逃げようって……え？　もしかしてまたどこかに火が……」

「違ちがう！　火じゃない！　……早く行かないと、食べられちゃう!!」

　この時点ではまだ風千代に、刀として『天魔雄を斬きった』記憶が残っているはずだった。人を食い物にするこの魔ま神じんの素す性じようを知っていて、少年の身を案じたのだ。

　だがもう少年には立ち上がる体力すら残されていなかった。風千代は焦こげた袖そでをくわえて懸けん命めいに引っ張るが、ずるずると引きずられるだけで少年自身は動けない。火傷が砂じや利りにこすれた痛みで、うっと短く呻うめく。

「早く！　早くお兄ちゃん!!」

　無理だ。もう少年に逃げるだけの力はない。仮に風千代が刀に姿を変えたとしても、扱あつかえる者がいなければ無意味だ。真咲ならば少年よりは身体が動くかもしれないが、この時代のものには干かん渉しようできない。

　そのときふと、悪お寒かんが背筋を撫でた。笑い声がぬるい風に乗って、逢おう魔まが時の山に響ひびく。

「おいおいおい、狐の童から人間の匂においがすると思ったら、たまげたなァ……！　極ごく上じようの美人がいるじゃねェかよォ！」

　天魔雄の下げ劣れつな視線は、少年へと注がれていた。嫌いやな予感はしたのだ。真咲の容姿に執しゆう着ちやくしていた魔神が、瓜二つの少年に興味を示してもおかしくはない。

「やめろ！　あっち行け！」

「うるせェんだよ、この童は！　ったく……昨日今日と大火でしっちゃかめっちゃかに怯おびえた人間の魂たましいをしこたま喰くって、腹は膨ふくれてるけどなァ。こんなきれいどころの……しかも今際いまわの魂にありつけるなんて機会はそうそうねェよ……へへっ、へへへっ……」

「ばけ……もの……？」

　すでにうつろな少年の目にも、天魔雄が映っていた。死の直前にそれ以上の恐きよう怖ふにさらされた少年の気持ちは、想像を絶する。それでもなお少年は風千代をかばうようにして這いずった。

　天魔雄は少年の衿えり元もとを摑つかんで、乱暴に身体を持ち上げる。もったいぶった仕草で、その顔をあの小豆あずき色の指で撫でた。

「……、お狐きつね、さま……逃げ……、て」

「！　お……お兄ちゃん!!　──うわああああああぁ！　ああ！　あ──────っ！」

　風千代と少年の別れは、生木を裂さくような惨むごさだった。

　天魔雄は少年の身体こそ食さなかったが、口から干ひからびた手を突つっ込むと、拳こぶし大ほどの何かをえぐりとった。臓ぞう腑ふなのか魂なのか、真咲には到とう底てい判別がつかなかったが、天魔雄はそれを自分の口に放ほうり込んだのだ。

「あァ、あァ……く──っ……、うめェなちくしょう！　この喉のどごし、たまんねェぜ!!」

　美味うまそうに嚥えん下げする天魔雄を見て、風千代は全身を震ふるわせていた。記き憶おくを失うほどショックな出来事と、天魔雄との因いん縁ねん──二つの謎なぞが、ひとつに結びついて解になる。欲よく望ぼうにまみれた天魔雄の手で少年の命が散らされたことへの怒いかりと悲しみが、風千代から記憶を奪うばったのだ。

「お……、お兄ちゃんを……、お兄ちゃんを、返せえええっ！　わあ！　わああああ、わあ」

　風千代は狂くるったように叫び、ありったけの力で天魔雄に体当たりした。しかし魔神は動じる気配すらなく、飛んできた子狐を摑んで無造作に投げ捨てる。

『──風千代……っ！』

　風千代は拍ひよう子し抜ぬけするほどゆるやかな放物線を描えがいて、草叢に落ちた。気を失ったのだろう、ぴくりとも動かなくなる。

「獣のガキに、興味はねェ」

　天魔雄が吐はき捨てる声を聞いて、真咲は我に返った。もうここにいる理由はない。風千代を介かい抱ほうすることも、少年を弔とむらうことも、今の自分には叶かなわない。

　しかしあまりにもショックが大きすぎて、身動きができなかった。

　日々あやかしに囲まれて働き、天魔雄とも二度相まみえ、少しは耐たい性せいがついたつもりでいた。人間の身でもできることはあると、自信さえ芽生えかけていた。

　だが、甘かった。過去へ行くということを、人ならざる者の理ことわりで動く空間へ飛び込むことを、完全に甘く見ていた。真咲とそっくりの少年が天魔雄の手に口を犯おかされたとき、びくびくっと痙けい攣れんした姿が、頭から離はなれない。大切な何かを抜ぬきとられて倒たおれ伏ふした少年の横顔が、自分に見えて仕方なかった。抑おさえきれない恐怖が、踵かかとから這い上がる。

『熱っ……』

　そのとき不意に右手の小指が熱を持った。迷わず帰ってこられるようにと、世威がまじないをかけてくれた指だ。たとえ離ればなれになっても、もう一度めぐり逢あえる。この指に結ばれた赤い糸は、世威につながっている。

　──違う……あの少年は、俺じゃない。

　深呼吸を繰くり返す。大だい丈じよう夫ぶだ。真咲はちゃんと生きている。生きて帰る場所があるのだから、ここに留とどまっていてはいけない。

　もう少し登った先に井い戸どがあるはずだ。それが『鬼き門もん』だと、世威が教えてくれた。赤い糸を結んだ真咲が飛び込めば、術の力が作用して現代の異郷へと戻もどることができる。

　世威から習った手順をおさらいしながら、帰るための一歩を踏ふみ出した、その瞬しゆん間かんだった。

「なァんか……まだ匂うんだよなァ……」

　背後から聞こえた声に、全身が強こわ張ばった。ぎらついた視線が、肩かたから腰こしへと流れていくのがわかる。あの黄色いぎょろ眼めがサーチライトのように動いているのだと思うと、心臓が不安で騒さわぎ始めた。見えているのか、いないのか、わからない。

「今喰ったのとすげェ似た匂いがするんだよなァ……これ、人間の気じゃねェか……？」

　訝いぶかしげなその声で、姿形は見えないのだと確信した。魔神を惹ひきつけているのは、人間の気──世威がフェロモンと言い放った、真咲のオーラだ。

　欠片かけらさえもその気を見み逃のがしてなるものかと視線を巡めぐらせながら、天魔雄は遅ち々ちとした歩みで真咲に近づいてくる。

　見えていないと言い聞かせても、無視する度胸はまるでない。息をするのも躊ちゆう躇ちよしながら、じりじりと距きよ離りをとった。間合いを計り、空気を読んで、一歩ずつ確実に離れる。気づけば、天魔雄に打ち捨てられた風千代のいる場所まできていた。

　可哀かわい想そうな風千代。このあと記憶を失い、何百年もひとりきりでさまようのかと思うと、胸がちぎれそうになる。触ふれられないとわかっていても、素す通どおりできない。せめて撫なでてやれたらいいのにと、つい気を抜いていつものように腰をかがめたそのときだった。

　合うはずのない視線が、ぴたりと合う。あるはずのないものが、そこにある。真咲の前に音もなく現れたのは、ぬらぬらと光る鬱金色の眸ひとみだった。

『っ────』

「いたぞォ！　人間だァ！」

　歓かん喜きの声と同時に、あらんかぎりの力で地面を蹴けった。早く。早く。逃げなければ殺される。それだけを考えてひた走る。

　山道はやけにぶよぶよしているように思えて、何度も足がもつれた。走っても走っても進まない悪夢のような感覚に囚とらわれて、何度も転んだ。けれど止まったら、諦あきらめたら、終わりだ。

「待てこの野や郎ろう！　……くそッ、目を見てねェと消えちまうのかよ！」

　その苛いら立だった声にかすかな希望を見み出いだした。目さえ合わせなければ、姿は見えない。ならばきっと、逃げきれる。乱れた呼吸が聞こえやしないかと怯おびえ、それでも息が上がるのを抑おさえられずひたすら走った。走って走って、ようやく開けた場所に出たときにまた転ぶ。

　しかしそこには探し求めていた井戸があった。

『やっ……、……た』

　ふらふらになりながら、井戸の縁ふちに手をかけよじ登る。もう何も考えられなかった。ただ、この場から逃げたい。それしか頭になかった。

「ここかッ！　ここかァ!?」

『……っ！』

　業ごうを煮にやした天魔雄あまのさくの雄お叫たけびが、篠しのをめきめきと踏み分ける音と共に背中に刺ささり、身み震ぶるいしたはずみで手が滑すべる。バランスが崩くずれたのは、一瞬だった。呼吸を整える余よ裕ゆうはなかった。教えられた通りに行き先を唱えられず、真っ逆さまに井戸へと落ちる。

　──やばい！　ミスった！

　我に返ったときにはもう、手て遅おくれだった。早くなんとかしなければと、またしても焦あせりで頭の中がぐちゃぐちゃになる。前回はあっという間だった自由落下の感覚が終わらない。高層ビルから飛び降りでもしたかのように、いつまでもどこまでも落ち続けた。

　──噓うそだろ……、俺……、どうなる……!?

　果てしない暗くら闇やみに飲み込まれながら、せめて意識だけは保とうと瞼まぶたを開ける。眦まなじりが痙攣するほど目を凝こらしてようやく、黒く塗ぬりつぶされた景色に薄うす明あかりが射さしたような気がした。

　うっすらとだが、誰だれかの大きな背中が見える。その温かな振しん動どうと、肩に置いた小さな手で、幼い頃ころの自分が父におぶわれているのだと気がついた。

　家族で出かけた冬の動物園。幼よう稚ち園えんの七夕祭りで、変身ヒーローになりたいと書いた短たん冊ざく。雹ひように降られた潮しお干ひ狩がり。受験の前日に食べたカツサンド。幻げん灯とう機に映し出されたようにくるくると回りながら流れてゆくのは、真咲の記憶が綴つづる人生だった。

　どうしてこんなときにとは、考えずとも察した。時間も場所も何もかも入り乱れて廻めぐるこの空間は、時の流れそのものだった。真咲は時の狭はざ間まに落ちたのだ。

　家族、友達、同どう僚りよう、上司、真咲が担当した新しん郎ろう新婦、美容院のスタイリストに、かかりつけのドクター。現れては消える登場人物の中に、ようやく世威が映った。

　大好きな世威。やっと想おもいを通じ合わせた、大切な人。

　これまでもこれからもずっと一いつ緒しよにいたい。そんな願いすらもまた、過ぎ去った時の一部となって流れてしまうのだろうか。

『嫌いやだ……』

　そんなの絶対に嫌だ。やっとの思いで取り戻もどした恋こいをまた捨てるなんて、冗じよう談だんじゃない。

　ともすれば失われていきそうな身体感覚を留とどめようと、神経を研とぎ澄すました。

　真咲には命いのち綱づながある。右手の小指に結ばれた、約束の赤い糸がある。どうにか動かした左手で、その指をぎゅっと握にぎった。考えるのは、世威のことだけでいい。時代も場所も関係ない。世威の存在そのものが、真咲の帰る場所だ。

『世威！　世威っ……！』

　落下する不安定な身体で、声を振ふり絞しぼった。見つけてくれると信じて、名前を呼んだ。熱くなった小指から火花が散り、暗闇のスクリーンに燃え移る。

　人生の映写は、唐とう突とつに終わった。真咲が最後に見たのは、はじめて会った日の、泣いた顔の世威だった。
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　いつなのかどこなのかもわからない空間に、真咲はひとりで立っていた。あたり一面に立ちこめる白い靄もやに既き視し感を覚えてふと思う。ここはあの夢の中ではないか。

　とても睡すい眠みん中とは思えないほどくっきりとした意識で、さっき起きたばかりのことを考える。

　時の狭間に落ちたはずなのに、なぜこんなところにいるのだろう。わからないまま、真咲はどこを目指すでもなく歩きだした。靄の向こうには、ぼんやりと影かげが見える。

　近づくとやがて影は輪りん郭かくを得て、それが人の形をしているとわかった。子供だ。子供が二人、向かい合っている。

　その顔が確かく認にんできる距離までくると、驚おどろきで目を瞠みはった。背の高いほうは真咲、低いほうは世威。まだ身長が逆転する前の、幼い自分たちだったのだ。

　二人を認識した途と端たん、靄は散りゆき、曖あい昧まいだったすべてのものがはっきりと見えた。

　そして真咲は今になって、夢の背景に気がつく。ここは神域だった。二人のそばにあるのは、朽くちかけてはいるがれっきとした禧櫻閣の本ほん殿でん、結びの社である。

　茫ぼう然ぜんとしている真咲の前に、小さな何かがひらりと舞まった。

『桜……』

　社を囲むように植えられた霊れい木ぼくの桜は満開だった。清らかな風に吹ふかれて、白い花弁が一枚、また一枚と舞い踊おどる。夢を包んでいた靄の正体に、真咲は笑えみがこぼれた。

　降りしきる花びらが、幼い世威の髪かみにくっつく。真咲はごく自然な仕草でそれをとってやる。背格好から見るに、二人は小学生だろうか。だとしたらそこだけは、あの夢と違ちがう。いつもの夢の中の自分たちは、もっと大人だ。そして世威は真しん剣けんな顔でこう言う。

　──真咲、俺と結けつ婚こんしよう。真咲のこと一生、大事にする──

「真咲ちゃん。おれとけっこん、してください」

　真咲が諳そらんじていた台詞せりふに突とつ如じよとして重なった幼いたい気けな声に、真咲は耳を疑った。声の主は、目の前にいる小さな世威だ。

「一生大事にします。……真咲ちゃんのことが、大すきだよ」

　言われた真咲も驚いたのだろう。「えっ？　結婚？」と、何度も目を瞬またたいた。いったいどう答えるつもりなのか。自分のことなのに手に汗を握ってしまう。

　だがそんな大人の真咲とは裏腹に、子供の真咲は悩なやむ様子も見せず、にっこりと笑った。

「いいよ。俺も世威のことが、好きだから」

『……！』

　子供の真咲の返事は、すべてを超ちよう越えつしていた。男同士はだめだとか、結婚なんて無茶すぎるとか、そんなことは何ひとつ口にせず、ただ素す直なおに好きだと言って世威を受け入れた。

　まばゆいばかりの純真さに、大人の真咲は圧あつ倒とうされる。そして同時に、思春期のことを思い出した。同年代の男子と同じ教室にいるだけで気き詰づまりだったあの頃、世威と一緒にいるときだけは、とても心が楽だった。目の前の二人と同じように、屈くつ託たくなく笑っていられた。

　その理由はただ単に、幼おさな馴な染じみだからだと思っていた。気の置けない間あいだ柄がらだからなのだと。だが、本当にそれだけなのだろうか？

　今見た光景がただの夢だとは、到とう底てい思えなかった。時の狭間で見せられた人生の記き憶おくと地続きになっているのだとしたら、現実に起きたことであっても不思議ではない。

　かつて世威は本当にプロポーズしてくれたのではないか。そうして示してくれたゆるぎない愛が、意識の奥底にしっかりと残り、苦しんでいた真咲を救ってくれたのだとしたら──。

「ありがとう真咲ちゃん！　じゃあ、やくそく、しよう？」

「うん。約束の指切りだ」

　幼い二人は、互たがいの小指をつないだ。ふと同じ指に熱を感じて、真咲は自分の右手を見る。そこには消えたはずの赤い糸が、しっかりと結んであった。

『あ……』

　赤い糸はするすると伸のびてゆく。糸の先には、小さな光点があった。帰ろう、と強く思う。世威のところへ行かなくては。

　小さな点はやがて糸を絡からめとり、目が眩くらむほどの光こう芒ぼうとなって真咲に降り注ぐ。

　もう焦りも不安もない。ただ大切な人のことだけを考えて、その光の一部となった。　>>>♥





＊＊＊






「……き。さき。真咲!!」

　悲鳴のような声が、まどろみを遮さえぎった。

　瞼を開けた途端、黒い双そう眸ぼうとばちっと目が合う。そこは暗闇でも靄の中でもなく、江戸の町でもない。すぐそばに井い戸どがあり、手のひらに苔こけと砂じや利りの感かん触しよくがした。ここは屋や敷しきの裏庭だ。

　肩かたを支えてくれているのが世威の腕うでだと気づくと、ものすごい速度で現実に引き戻された。

「せい……？　俺……帰って……」

「ああ……！　おかえり、真咲。無事でよかった。本当によかった……！」

　世威の声は、三分の一くらい泣いていた。ぎゅっと抱だき寄せられて体温が重なると、強きよう烈れつな安心感が身体のすみずみにまで行き渡わたる。

「……世威。俺、全部見てきたよ。風千代のこと……」

　世威の表情が一転、険しく変わった。「身体の調子は？　もう話せるのか？」

「うん、平気。早く話したい」

「じゃあひとまず中に入ろう」

　世威の部屋に場所を移して、真咲は過去で見てきた出来事を話して聞かせた。

　風千代と『お兄ちゃん』と呼ばれた少年はいたわりあい、上野の山まで行ったこと。少年は真咲とそっくりで、ひどい火傷やけどを負っていたこと。大火で逃にげ惑まどう人々の混乱に誘さそわれたのか、現うつし世よに天魔雄あまのさくがいたこと。魔ま神じんがむごい方法で少年を殺あやめ、二人は言葉を交かわせぬまま別れたこと──。すべてを聞き終わった世威は目を閉じて、長いため息をついた。

「……卑ひ劣れつな……」

　その呟つぶやきには静かな怒いかりが滲にじんでいた。あの天てん真しん爛らん漫まんな風千代が心にどれほどの傷を負ったのか想像したのだろう、悲痛そうに眉まゆを顰ひそめる。

「風千代がそのときのショックで記憶を失ったのは、間ま違ちがいないと思う。とてもじゃないけどあんな状じよう況きようで、慕したってた人の死を受け入れられない。全部忘れちゃうほうが、まだ楽だ……」

　真咲の意見に、世威も同意した。

「そうだな……。風千代の傷はまだ癒いえてないんだろう。本来の刀としての姿を見失っているのはきっと、それが原因だ」

「なら傷が癒えれば、風千代は力を取り戻す……？」

　おそらくね、と世威が力強くうなずく。そのために必要なことは、何だろうか。忘れることでしか自分を守れなかった風千代を、どうやったら癒いやすことができるのだろう。

　少年を生き返らせることはできない。真咲はよく似た顔をしているが、別人であり、完全な代わりにはなりえない。

　もし自分だったら、どうするだろう。大事な人を喪うしなったとき、どうしたら立ち直れるだろうか。残された者が気持ちを整理する方法といえば──、

「……お葬そう式しき？」

「お墓を建てる……？」

　真咲と世威がほぼ同時に思いついたのは、似たようなことだった。方向性は、たぶん合っている。少年の魂たましいを慰なぐさめることは、風千代が死を受け入れるステップのひとつになりうるだろう。

　しかし問題は、どう実行するかだ。少年の遺体を手に入れることは叶かなわない。

「いや……、そこはこだわらなくていいのかもしれない。……たとえば……」

　真咲はしばらく世威の提案に聞き入った。人の死が関かかわる以上痛みは伴ともなうが、これなら活路を見み出いだせるかもしれない。

　一週間後の夜。真咲と世威は風千代を連れて、現代の上野の山へと向かった。







　その日は日が落ちるとたちまちくっきりと冷えて、頭上にはひときわ澄すんだ夜空が広がっていた。冴さえ冴ざえと輝かがやく月は白く、思わず足を止めて見入るほど美しい。

　約三ヶ月ぶりの現世はすっかり冬で、夜の上野公園は底冷えした。ふこふこの冬毛に生え替かわった風千代を抱だいていなければ、明日には風邪かぜっぴきの憂うき目に遭あっていただろう。

「わぁ！　息が白ぉい！」

　モッズコートの衿えり元もとからもふもふと、飴あめ色いろの毛玉が迫せり上がってくる。顎あごの部分に柔やわらかい耳が当たって、それがすごく気持ちいい。

「風千代、寒くないか？」

「真咲ちゃんがあったかいから、平気！　ここは……池？　すごくきれい……」

　二人して白い息を吐はきながら、目の前の光景に見み惚とれる。ビルの窓の形に切り取られた灯あかりが青あお褐かち色いろの水面にいくつも滲んで、枯かれ蓮はすの浮うかぶ冬の池を夢のように彩いろどっていた。

　それにしてもボートの営業時間はとうに終わっているとはいえ、あたりにはあまりにも人ひと気けがない。不ふ審しんに思って世威に尋たずねると、たぶん人ひと払ばらい済みだ、と言う。真咲もはじめて聞いたときは驚おどろいたが、藤原家はここの管理者とつながりを持っているらしい。しかも事業家としてではなく、鬼おにの一族として接しているというのだ。

『えっ……だって、相手は人間だろ？』

『ああ。もっと言うと、鬼き門もんから都を守る役目を持った人』

『それって……相あい容いれる存在なわけ？』

『利害の一いつ致ち、っていうやつかな。向こうは鬼門から生じる影えい響きようを把は握あくしておきたい、こっちはいざというとき現世で融ゆう通ずうを利きかせたい……っていう』

　さすがは異郷の出でありながら現世に幅はばを利かせる、やり手一族である。今回はまさにそのコネクションの使いどころで、世威はその関係者と連れん絡らくをとり、この地で没ぼつした少年の供く養ようがしたいと申し入れたのだ。

　待ち合わせ場所に向かって歩いてきたのは、ひとりの男だった。供養を引き受けてくれるということで真咲は僧そう侶りよのような人を想像していたのだが、ミディアムグレーのスーツに同じ色味の織り柄タイを合わせた出いで立ちは、ごく普ふ通つうのサラリーマンである。年ねん齢れいは真咲と同じか少し上のように見えた。二人は面識があるようで、互いの姿を認めると軽く微笑ほほえみあう。

「お久しぶりです、藤原さま」

「ご無ぶ沙さ汰たしています。このたびは急なお願いを聞いていただいて、ありがとうございます」

「問題ありませんよ。こちらがその……妖よう狐こ、ですか」

　男は真咲の胸むな元もとから顔を出した風千代を見た。事情を聞いているのだろう、珍めずらしそうに眺ながめてはいるが、驚く様子はない。聞けば男は人間だそうだが、先祖代々、現世側から鬼門を管理する役目を担になっているらしい。

「はい。藤原の幼名をそのままつけたものですが、風千代といいます」

「それはまた、ぴったりのお名前ですね。……では行きましょうか。準備は整っております」

　真咲たちは男の案内に従って、ボートに乗り込んだ。世威が少年を供養する方法として提案した、灯とう籠ろう流しをするためである。

　そもそもは全国各地で盆ぼんの時期に行われることが多い、送り火の一種という位置づけの行事ではあるが、現在の上野に墓を建てるわけにもいかず、さりとてまったく少年に縁えんのない場所で弔とむらうのもどうか……と考えた末、行き着いた方法であるという。季節外れかつ個人的な依い頼らいを快かい諾だくしてもらえたのは、大変ありがたかった。

　風千代にはどう切りだすか悩なやんだが、世威と相談の末、できるかぎり包み隠かくさず伝えようと決めた。話をしたのは先週のことだ。

『今度、風千代とお兄ちゃんが行った御お山やまに一いつ緒しよに行こうか』

　真咲にそう声をかけられた風千代はびっくりして、食べていたみたらし団子のたれを鼻にはね飛ばしながら言った。

『お兄ちゃんに会えるの？』

『……お兄ちゃんには会えない。お別れを言いに行くんだ』

　途と端たんに悲しみでひしゃげた顔になった風千代を抱き寄せて、鼻についたたれと、ぽろぽろとこぼれた涙なみだを拭ぬぐう。

『風千代の大好きなお兄ちゃんはもう、御山にはいない。命が終わった人は皆みんな、この世にさよならするんだよ』

『お兄ちゃんは……死んじゃったの？』

　風千代のほうから『死』という言葉が出たことに驚きながらも、『そうだよ』とうなずく。すると風千代は『どうして？』と不可解そうな顔をした。

『ぼく……斬きってないよ。お兄ちゃんのこと斬ってないのに、どうして死んじゃったの？』

　愛らしい声で発された物ぶつ騒そうな台詞せりふに、真咲はひやりとする。しかし少し考えると、風千代にとっては自然な思考だと腑ふに落ちた。

　風千代は刀として、『死』を知っている。だがそれは、自分が斬った者の『死』だ。近しい人、大切な人の『死』は知らない。だから不ふ慮りよの死を遂とげた少年のことが、受け止められずに苦しんでいるのだ。

『斬ってなくても、人は死ぬんだ。いつどこでどんなふうに死ぬかは、誰だれにもわからない』

『……真咲ちゃんも？　真咲ちゃんも、いつかは死んじゃうの？』

『そうだよ』

『いやだ……いやだよ、そんなの、さびしいよ……』

『俺も寂さびしいよ。死ぬ人も残される人も、両方寂しいんだ』

『……お兄ちゃんも、さびしがってる……？』

『当然だよ。それにきっと、風千代のことを心配してる。ちゃんとおうちに帰れたかなって』

『ぼく……送ってくれてありがとうって、言ってない。さよならも言ってない。だってもう会えなくなるなんて思わなかったんだもん』

『そうだな。すごく突とつ然ぜんで、びっくりしたな……。だから風千代、一緒に言いに行こう。ありがとう、さよなら、って。そしたらお兄ちゃんも安心するよ』

　風千代は真咲の腕うでの中で、うん、うん、と何度もうなずいた。それから真咲と一緒に心を込めて灯籠を作り、今日のこの日を迎むかえたのである。

「──そちらが手作りされた灯籠ですか」

　スーツの男はボートを漕こぎながら、真咲が持っていた灯籠に目を向けた。和紙には彼ひ岸がん花の家か紋もんと、風千代の肉球スタンプが入っている。

「はい。……あの、お供え物も一緒に流せるって聞いたんですけど……」

「ええ。藁わらの舟ふねを用意してありますから、そちらにのせましょう」

　ボートはほどなくして池の中心に着いた。真咲は風千代の首に巻いた風ふ呂ろ敷しき包みをほどき、供え物を藁の舟に移し替える。

「じゃあ、始めようか」

　世威の合図で、灯籠の蠟ろう燭そくをつけてそっと水面に浮かべた。冷たく澄んだ風に乗って、黄泉よみを思わせる夜の池を厳おごそかに流れてゆく。

　蒼そう茫ぼうの中で明々と輝く灯籠を見ながら、真咲は少年の最さい期ごを思った。怖こわかっただろう。苦しかっただろう。そしてどんなに寂しかったことか。その存在に気づくまで、途と方ほうもない時間がかかってしまったのだ。

「きれい……」

　ボートに乗ってからずっと黙だまっていた風千代が、ぽつりと言った。たったひとつのさまよう魂が導かれていくそのさまは美しく、送り出す立場のこちらが慰められる思いがする。それは苦境にあっても風千代を守った、少年のやさしさそのものだった。

　灯籠を追いかけるように水面を滑すべる藁の舟を見て、風千代は小さく笑った。

「……お兄ちゃんとぼくで、お団子、半分こだね」

　供え物は月影お手製のみたらし団子だ。大好きなお兄ちゃんと、大好物を半分こ。ようやく叶かなったその願いは、最後の最後で風千代をちょっとだけ笑え顔がおにした。

「ありがとう、お兄ちゃん。さようなら。お兄ちゃん……」

　風千代の身体からだに、光の粒つぶが集まってゆく。飴あめ色いろの毛一本一本が煌こう々こうと輝かがやき、眩まぶしさのあまり目を伏ふせた次の瞬しゆん間かん、そこに子こ狐ぎつねの姿はなかった。

「あ……！」

　真咲の手に現れたのは、ひと振ふりの刀だった。世威がそっと受け取り、鞘さやから刀を抜ぬく。

　月光をきらりと弾はじいた刀身は、風千代の瞳ひとみと同じ色をしていた。

　世威がうなずく。真咲もまた、確信した。藤原家の刀は今、その力を取り戻もどしたのだ。







　日の出まであとわずかという時分。真咲が屋や敷しきの玄げん関かんを出ると、あたり一面が瑠る璃り色いろに染まっていた。遠くの空は橙だいだい色いろと層になって、夜と朝の境目をくっきりと見せる。世威が宿敵との決着をつけるためにこの時間を選んだ理由が、わかる気がした。

「──お待たせ、真咲」

　世威が身み支じ度たくを終えて出てくると、肌はだを刺さすような緊きん張ちようが走った。　>>>♥

　たすき掛がけにした小こ袖そでに袴はかまと、取り戻したばかりの刀。その姿は果たし合いを控ひかえた武士のようでいて、人では持ち得ない鋭するどい気を放っていた。頭にはすでに、夜明け前の青い光で幽ゆう玄げんに彩いろどられた鬼おにの角がある。

「行こうか」

　静かだが強い決意を秘ひめた声に、真咲は力強くうなずいた。

　並んで歩いて向かった本ほん殿でんは、ひどい有様だった。柱の一本にいたるまで天魔雄あまのさくの膿うみが染しみついた社からは、すえた臭においがする。瘴しよう気きの煙けむりがしゅうしゅうと音をたてて上空へ立ちのぼり、美しい瑠璃色を侵おかしていた。

「じゃあ、真咲はあの大木のところで──何があっても、動かないこと」

「わかった」

　短い会話を交かわし、真咲は移動した。打ち合わせ通りの位置についたのを確かく認にんして、世威が静かに刀を抜く。気合一いつ閃せん、振ふり下ろした刀は飴色の尾おを引いて、瘴気を微み塵じんに斬り裂さいた。

「っ……！」

　以前の刀とはわけが違ちがう。垂れ流されていた膿は猛もう烈れつな太刀たち風かぜに飛沫しぶいて、霧きりのように散っていった。穢けがされていた結びの社が、みるみるうちに息を吹ふき返すのがわかる。

　世威が刀を鞘に収めると、耳の奥に違い和わ感を覚えた。途と端たん、大気がねじれて眩暈めまいを誘さそう。渦うずの中心から見える干ひからびた指に、あの少年の最期を想起せずにいられない。

　だが足の裏からじわじわと這はい上がるそれはもう、恐きよう怖ふではなかった。真咲と世威──二人を縛しばり続けた鎖くさりを今日で断たち、新しい人生を拓ひらくその覚かく悟ごだ。

　虚こ空くうからずるりと這い出した天魔雄は、穢れの晴れた社を見て不ふ機き嫌げんそうにため息をつく。

「おいおいおい、不ふ死じ原わらの若様よォ……暮れの大おお掃そう除じにはまだ早はえェんじゃねェか？」

「わざわざ年末まで待つ必要はないと思ってな。始末するなら早いにこしたことはない」

「……あァ？　なんか引っかかるなァ、その言い方」

「もうおまえの術に惑まどわされることは金輪際ないと言ったんだ。人の心を乱す、醜みにくい術には」

「おれの術にけちつけようってか？　虚きよ勢せいを張るのはいただけねェぜ、若様……好いた相手の口も吸えねェで、長いこと若い身体をもてあましてきただろうがよ。ったく、こないだだってせっかくおれが後押ししてやったのに、最後の最後で日和ひよりやがって」

　天魔雄がつまらなそうにぼやいて、真咲をちらと見る。睨にらんでやりたいのはやまやまだが、またあの術をかけられないよう用心して視線を外した。

「悪ふざけに付き合うのは、今日かぎりで終わりだ。不死原の名にかけて、おまえを封ふうじる」

「……封じる？　おめぇが？　おれを？」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、天魔雄は大だい爆ばく笑しようした。わざとらしく地面に転がり、下げ卑びた声で笑い散らかす巨きよ軀くの異形を、世威は冷ややかに見つめていた。

「ったく、本気で腹の皮がよじれちまうかと思ったぜ！　めでてェ野や郎ろうだなァ、ぼんぼん育ちってのは皆こうなのかァ？　あァ……、笑った笑った」

　徹てつ頭とう徹てつ尾びなめきった天魔雄を見み据すえながら、世威が無言で鯉こい口ぐちを切る。キン、と鳴った鋭い音に、魔ま神じんが舌打ちをした。

「ふん……物騒なもん持ってきやがって。あァ、面めん倒どうくせェ……」

　以前のように玩具おもちや呼ばわりしないのは、穢れを祓はらうだけの力があるとわかったからだろう。天魔雄はのろのろと立ち上がり、片足を引いて半身になる。

　剣けん術じゆつと体術の勝負になるか。冴さえ渡わたる夜明けの空気が緊張でひび割れた、と思った瞬間。

　正眼に構えた世威をあざ笑うかのように、天魔雄は社の高こう欄らんへ跳とんだ。

「はッ！　正せい攻こう法ほうに付き合うとでも思ったか！」

　言うが早いかまた跳んで、今度は屋根へと降り立った。舞まい人びとのような足さばきで梢こずえから梢へ跳び移り、狙ねらったその先にいるのは──真咲だ。

「いい加減待ちくたびれたんでなァ、若様の目の前でこの男を犯おかしてやる！　よく見とけよォ、嫉しつ妬とも絶望もたんまりいただくからなァ!!」

「っ！」

　天魔雄の気合にあてられ、真咲は反射的に戦慄わなないた。だがまだ逃にげない。動かない。それが世威との約束だった。大木を背にしてじっと待つ。世威を信じて、動かずにいる。

「──真咲！」

　駆かけてくる世威の声が響ひびく。天魔雄が両手を広げて、真咲めがけて落ちてくる。魔神の指が肩かたに食い込んだ痛みに顔をしかめるのと同時に、一いち陣じんの突とつ風ぷうが吹き抜けた。

　台風のような激しさにあおられて、血の色の紅葉もみじが舞まい散る。それらはすべて赤い水干姿の童子となって降りしきり、天魔雄の袍ほうや白はく髪はつを喰くいちぎった。

「ぐぁッ……、あああうぜェ！　やめろッこのガキどもがッ！　……おめぇら謀はかったな!!」

　天魔雄が真っ向勝負を避さけて真咲を狙ってくることなど、当然織り込み済みだった。世威は刀を振るって太刀風を起こし、真咲の後ろに生えていた大木──鬼紅葉を覚かく醒せいさせたのだ。

　駆けてきた世威が真咲を守るようにして立ち、再び天魔雄と正対する。

「くそォ……なめた真似まねしやがって!!」

　苛いら立だちまかせに突つっ込んできた天魔雄に、世威は上段から刀を振り下ろした。強きよう[image: 靭]じんな肉体に驕おごっていたのだろう、初しよ太刀だちを受け止めようと、団扇うちわほどの大きさもある手をかざす。

「ぐっ、あァ！」

　しかし無む謀ぼうな指は、切っ先が放つ清気に焼かれた。天魔雄は後方へと跳び退すさったが、世威は返す刀で胴どうを狙う。裲りよう襠とうの上から締しめた帯を裂いて、二に撃げき目めが決まった。

「へッ……、こないだよりはましなもん、持ってきたみてェだな……」

「おまえまさか……覚えてないのか？」

　数百年前のこととはいえ、自らを祓った忌いま々いましい刀だというのにすっかり忘れて減らず口を叩たたく天魔雄に、世威は呆あきれていた。しかしその理由に思い当たったのだろう、納なつ得とくしたような笑みを浮うかべる。

　天魔雄が気づかなくても無理はない、と真咲も思った。風千代は少年の死を経て成長し、より力強い刀となったのだ。せめて魔神が真の意味で目を開いていたら、刀の力も測れただろう。だが搦からめ手から攻せめてばかりでは、その機会も失われる。

　天魔雄を防戦一方へと追い込む世威の太刀筋は、飢うえた獣けものを思わせた。どこからともなく「お腹なかすいたよぉ」と呟つぶやく風千代の声が聞こえた気がして、鳥とり肌はだがさっと立つ。

『あたしにはこういうふうに見えるんですよ。可愛かわいらしい顔をしてね、とんでもなく強い力を持ってる。それでいてとっても食いしん坊ぼうだ。坊ぼつちゃんをようく見ればわかりますよ』

　今にして思う。見た目はあどけない子狐でしかない風千代をおどろおどろしく描えがいた玄鳥は、一目でその本質を──凄すさまじいまでの強さと貪どん欲よくさを、見み抜ぬいていたのではないかと。

「この刀は今、腹が減ってるんだ……特におまえを喰らいたくて仕方ないんじゃないか？」

「はッ……、このおれを喰らおうなんざ、思い上がりもはなはだ……ッ、ぐぁぁぁ！」

　彼我の差を認めようとしない驕きよう慢まんな笑い声もろとも、世威が袈け裟さに斬きり下げた。袍が大きく破れ、むきだしになったまだらの皮ひ膚ふから鮮せん血けつが噴ふき出す。

　逆上した天魔雄は世威に向かって拳こぶしを叩きつけた。だが自身の血が飛沫しぶきとなって舞うだけで、世威にはちっとも当たらない。

「確かにおまえに正攻法は無理だな。心根の曲がった拳は、俺には届かない」

「くそっ……くそォおおお、調子に乗りやがってこの若造がァ！」

　屈くつ辱じよくで声を震ふるわせた天魔雄が、鬱う金こん色いろの眸ひとみをカッと瞠みはる。その眼光に強きよう烈れつな既き視し感を覚えて、とっさに声を張り上げた。

「危ない！　目だ!!　あいつは目を使ってくる！」

　ぎょろりと剝むいた双そう眸ぼうが不ふ穏おんに光ったその刹せつ那な、世威はためらうことなく目を瞑つぶった。そのまま踏ふみ込んで、会心の一太刀を浴びせかける。

「ぐっ……、う、う、うおおォ────ッ！」

　見えていないとは思えぬほど正確に、世威の刃やいばは天魔雄の首元に届いた。文字通り、首の皮一枚でつんのめった魔神の背中に向けて、今度はまっすぐ刀を突き立てる。鋼はがねの刀身は皮膚を突き破って背骨を砕くだき、地表をも貫つらぬいた。

「天魔雄よ、地に眠ねむれ！　己おのれの欲よくを解放することは未み来らい永えい劫ごう、不死原の鬼が決して許さぬ！」

　世威は高らかに言い放つと、まじないを唱えた。真咲の解することのできない言葉に従い、地表の砂じや利りが天魔雄を中心として文様を描く。やがてそれが渦を巻き、地表は湯のように沸わいて泡あわのごとく小石を舞い上げながら、魔神を飲み込んでいった。

　並外れた巨きよ体たいが埋うまり、土台を失った刀が倒たおれた。ぼこぼこと弾はじけていた砂利の最後の一ひと粒つぶが落ちて、しんと静まる。──それが幕引きだった。

　いつの間にか東の空は白んでいる。長い夜が明けたのだ。遠のいていた野鳥の声が戻もどってきて、真咲と世威は顔を見合わせた。

「お……終わった？　うまくいった？」

「ああ……風千代が力を貸してくれたおかげで勝てたよ。いつもよりずっとなめらかに身体からだが動いた……可愛い顔して本当に強いんだな」

　世威は刀を拾い上げて鞘さやに納めると、しみじみと呟いた。鬼おにの角はもうない。朝焼けに照らされたその横顔は、風千代を慈いつくしむ思いで溢あふれている。

「真咲、怪け我がは？」

「俺は平気。世威は？　っていうか、あいつの術は……？」

　世威は自らの唇くちびるにそっと触ふれた。すぐに静電気が起きたように指を離はなしたあとで、もう一度確かめるように触さわり、静かにうなずく。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと解けてる」

「！　よかった……、あ」

　安あん堵どのため息ごと、世威の腕うでに抱だき寄せられる。長きにわたって世威を苦しめた術は消えた。忌いまわしい鎖くさりは断たち切られ、晴れて自由の身となったのだ。

「──もう、我が慢まんしなくていいんだ」

　うなじのそばでささやく声はせつなくて、甘い期待を連れてくる。戦いの最中とは違ちがう種類の動どう悸きが、痛いほど胸を打った。

　やっと世威とキスできる。あんなに焦こがれた唇が、目の前にある。我慢も自制も必要ない、気持ちに噓うそをつかなくていい、素す直なおな欲よつ求きゆうから目を背そむけずにいられる。

　けれど視線が絡からんだそのとき、ふと、我に返ってしまった。

　世威の美しい顔が、ものすごく近い。想像以上の気き恥はずかしさに、身体がぴきっと硬かたくなる。

　もういい大人なのに。未み遂すいとはいえ自分が迫せまったこともあるばかりか、キス以上のことまでなし崩くずしに済ませているというのに。どうしてこんなに緊きん張ちようするのだろう。

　息いき継つぎはどうすればいい？　目は瞑るんだっけ？　と暴れまくる胸の裡うちを処理できぬまま、世威の顔が近づいてくる。鼻先が触れあうその直前、

「ま……待った！」

　襲おそいくる羞しゆう恥ち心しんに耐たえられず、つい、声を上げてしまった。

「あっ、ごめ……ん。えっと……」

「……やっぱり、怖こわい？」

　ちょっと落ちた声のトーンで、勘かん違ちがいさせたことに気づく。

「違う！　それは怖くない！　もう術がかかってないってのは信じてるし。ただ……」

　すごく恥ずかしいだけ。と顔を伏ふせたら、世威は笑った。ちょっとだけ、腑ふに落ちない。逆に「なんでそんなに余よ裕ゆうがあるんだ」と尋たずねると、世威が呆れた声で言う。

「こないだ真咲が自分から言ったんだろ？　時とき廻めぐりの井い戸どに飛び込む前、『帰ってきたらキスしような』って。あんなこと言われて残された俺の気持ち、わかってるのか？」

　じと目で覗のぞき込まれて、う、と言葉につまった。あおった自覚は、ある。約束を反ほ故ごにするつもりかと、責められても仕方ない。だが世威が口にしたのは、非難の言葉ではなかった。

「……正直悔くやしかった。俺が真咲にそう言いたかったから」

「世威……」

「俺はずっとずっと、この日を待ってた。真咲は、違う？」

　真咲だって同じだ。きっと恋こいを自覚した日から今日まで、思い続けていた。

　世威とキスがしたい。好きな人の唇を奪うばいたいし、奪われたい。唇を拒こばむ理由は、もうこの世にひとつもなかった。

　互たがいの想おもいは磁力を持って、そっと二人を引き寄せた。唇が重なる。柔やわらかくてやさしくて、泣きたくなるほど温かい。

　触れていたのは……たぶん、三秒。思ったよりも短いな、と世威の顔を見上げてみると、眦まなじりがほの赤く染まっていた。やはり世威も緊張していたのだ。そう思うとつい頰ほおがゆるんで、世威を拗すねさせてしまった。

「……もう一回、する」

　年下の恋人の甘え声に、いいよと言って目を閉じた。自分たちはもう、好きなときに好きなだけキスができる。

　二度目の口づけは、一度目よりもずっと長かった。触れたところから世威の「好き」がいっぱい溢れてくる。足あし下もとからふわふわと浮き上がるような幸福感で、眼まな裏うらがじんと熱くなった。

　真咲の「好き」も伝わっているだろうか。言葉では足りない大きな愛情が、ちゃんと届いているだろうか。

　すがすがしい朝日を浴びながら、はじめて知る唇の甘さに、いつまでも酔よい痴しれていた。
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　その日は従業員全員で、天魔雄あまのさくの封ふう印いん成功を祝って宴うたげを開いた。

　もう魔ま神じんに怯おびえる必要はない。清せい浄じようを取り戻した本ほん殿でんで、あやかしたちの結けつ婚こん式ができる。

　これが本当の再出発だ、と言った世威の言葉に、皆みんなでうなずいた。未来への希望が星よりも強く輝かがやくその夜は、和なごやかに更ふけていく。

　しかしたったひとつ欠けてしまったものがあることに、その場にいた全員が気づいていた。

「……団子、ちょっと作りすぎたな」

　卓たく上じように盛られた色とりどりの串くし団子を見ながら、月影がぼそりと言う。その肩かたを、雪緒が「もう！」と窘たしなめるように叩たたいた。

「やめなさいよ、そんなこと言ったら……言ったら……寂さびしくなっちゃうじゃないの！」

　風千代の正体についても、説明は済んでいる。誰だれもが哀かなしい過去に心を痛め、藤原家の刀として使命をまっとうした勇ゆう敢かんさを讃たたえた。

　決して存在が消えたわけではないと、皆頭ではわかっている。ただ単純に寂しいのだ。

　楽しいことがあるとコロコロと笑った。ぴんと立った耳も、太ましい尻尾しつぽも、たらふくご飯を食べてもっちりしたお腹なかも、どこもかしこももふもふで、撫なでてもらうのが大好きだった。思い出の端はしから端まですべてが愛いとしくて、真咲もつい涙るい腺せんがゆるむ。

　風千代を見つけてから、寂れたこの屋や敷しきは見る間に明るくなったと世威は言った。「あの子に出会って毎日が楽しくなったのよ」と力説する雪緒に、月影と玄鳥がうなずく。

　まるで灯ともし火びのような存在だと真咲は思った。行き場を失いつつあったあやかしたちの心を、風千代はその持ち前の明るさでやさしく照らしたのだ。

「……あたしはまた絵を描かきますよ。坊ぼつちゃんの勇姿、ちゃあんと残しておかなけりゃ」

　玄鳥は朗ほがらかに宣言した。鼻声だったが、誰もそれを笑わなかった。楽しみにしているからねと声をかけて、どんな絵が仕上がるのだろうと想像を膨ふくらませる。

　宴がお開きになる頃ころには、涙なみだも乾かわいていた。胸の奥にはほかほかと暖かい感情が残っていて、風千代を抱っこしたときみたいだな、と思った。







　皆で宴の片付けを済ませてから、順番に風ふ呂ろに入った。部屋へ戻って、真咲は畳たたみの上に大の字で倒れる。

「あ────……疲つかれた……」

　昨晩上野へ行って灯とう籠ろう流しをし、帰ってきてそのままほとんど眠らず世威と作戦会議をしてから、夜明け前に屋敷を出て天魔雄と対決したのだ。

　今日は午後から通常の営業をしていたので、仮か眠みんもとっていない。天魔雄を封じたことや、世威と念願のファーストキスを交かわしたことで、気分が高こう揚ようしていたのだろう。ほぼ完かん徹てつにもかかわらず眠ねむ気けを感じることはなかったのだが、ここにきて訪おとずれた解放感が、忘れていた疲ひ労ろう感を連れてやってきたらしい。

　布ふ団とんを敷しくのも億おつ劫くうで、そのままうとうとしそうになった、そのときだった。

「……真咲？　まだ起きてる？」

「！　うん」

　襖ふすまの外から遠えん慮りよがちにかけられた声で、真咲は畳から起き上がった。濡ぬれ髪がみの世威は浴衣ゆかたに羽織姿だ。畳たたんだ着き替がえとタオルを持っているところを見るに、風呂場から直接きたのだろう。

「遅おそくにきて、ごめん」

「全然平気、まだ布団も敷いてないし。……で、どうした？」

「その……、……今日は一いつ緒しよに寝ねたいなと思って……」

　世威のちょっと緊張した顔を見て、無ぶ粋すいな質問をしたことに気づく。いくらいろいろあった一日とはいえ、訪ねてきた恋人に対して「で、どうした？」はないだろう。

「真咲が疲れてるなら、部屋戻もどるけど……」

「いや！　大丈夫だから！　じゃ、布団敷こうかな、うん」

　勢いよく押入れを開けるも、当然ながら布団は一組しかない。くっついて寝るにしてもちょっと窮きゆう屈くつだなと考えてはたと気づく。

　──寝るって……そういう意味、か？

　世威の台詞せりふの意味を探さぐって、遅まきながらどきっとする。先走りの勘違いではない、はず。

　よりによって今日、わざわざ添そい寝のためだけに、部屋にくるとは思えない。

「手伝うよ」

「あ……ありがと」

　押入れの前で突とつ然ぜん動かなくなってしまった真咲を見かねたのか、世威は横から手を伸のばして布団を運び、手て際ぎわよく整えてゆく。

　どういう感じでそういう流れになるんだろう、とあれこれ思案しながら枕まくらや毛布を準備するうちに、真咲は世威に見せたいものがあったことを思い出した。

「世威。この写真のときのこと……覚えてるか？」

　布団の上に並んで座り、一枚の写真を差し出す。今日の夕方、仕事が終わったあとに時廻りの井戸を使って撮さつ影えいしたものだ。

　どれ？　と覗き込んできた世威は、そのまま固まった。写真の中では小さな真咲と世威が、笑え顔がおで指切りをしている。二人を囲むのは、満開の桜だ。

「これ……どうして？　なんで真咲にこの写真が撮とれたんだ？　まさか、覚えて……!?」

「いや、俺は完全に忘れてたよ。けど、俺はこの場面を知ってるんだ。時の狭はざ間まに落ちたとき、もう一度体験したから」

　証しよう拠こを見せられて世威は観念したのだろう。「はい、覚えてます」と、潔いさぎよく認めた。

「これは俺が九歳で、真咲が十二歳のとき。場所は見ての通り、縁えん結むすびの桜の前だ。ここで俺は真咲に……プロポーズ、した」

　当時はまだ宝刀を紛ふん失しつした影えい響きようで神域は寂れており、世威たちも含ふくめて立ち入りできる状態ではなかったという。だが不思議と桜が咲さいているときだけは空気が清浄化していたそうで、世威はそのタイミングを見計らって真咲をこっそり連れていったのだと明かした。

「なあ、俺が十二歳のときってさ、もしかして……」

「ああ。天魔雄が現れて俺にあの術をかけていったのは、このときだ」

「やっぱりそうか……」

　あどけない笑顔は、今見るとせつない。この極きわめて平和な瞬しゆん間かんの直後から、二人の恋は時間をかけてゆっくりとねじれていくのだ。

　世威曰いわく、天魔雄はちょうど意中の天てん女によに振ふられたばかりだったという。イライラしながらふらついていたところに、真咲を発見。さらおうとしたが生意気にも世威に刃は向むかわれ、怒いかり狂くるって術をかけた……というのが正確な顚てん末まつらしい。

「……けどどうしてプロポーズのこと隠かくしてたんだ？」

「天魔雄と俺の因いん縁ねんがここから始まったから。そもそも俺が神域に連れていかなければ真咲を危険な目に遭あわせることもなかったし、あんなふうに傷つけることはなかった……そう考えると申し訳なくて」

　罪悪感から黙だまっていた、という気持ちはなんとなくわかる。しかし世威は「それに」と理由をもうひとつ付け加えた。

「相手が覚えてないのに、プロポーズしたなんて言えるわけないだろ。……かっこ悪すぎ」

　ばつが悪そうに目を逸そらす顔を見て、もしかしたら忘れたままでいてほしかったのかな、と思う。だが真咲は逆だ。思い出すことができて、本当によかった。世威が勇気を出して伝えてくれた気持ちに、のちの真咲は救われたのだ。

「このときの俺も、本気だった。本気で真咲が好きだった……。だから大人たちから、神域の桜が縁結びの力を持ってるって話を聞いて、子供心に『これだ！』って思ったんだ。……けど、もう一度ちゃんと言わないとな」

　世威はそう言って、正座をした。まさかそうくるとは思わず、どきどきしながら真咲も同様にして姿勢を正す。

　大人になった世威は今、なんと言ってくれるのだろう。幼い頃から変わらない、誠実なまなざしに射い貫ぬかれて速くなる鼓こ動どうを聞きながら、その言葉を待つ。

「真咲、俺と結けつ婚こんしよう。真咲のこと一生、大事にする」

「────」

　返事は決まっていた。すぐに「うん」と言うつもりだった。だが喉のどが震ふるえて、言葉が出ない。

　あの夢で聞いた台詞せりふと同じだった。何度も見ては失しつ恋れんの古傷が疼うずいた、あの白い靄もやの夢と。

　それは記き憶おくの欠片かけらだったのか、願望だったのか、予知夢だったのか。残念ながら、真咲には知るすべがない。

　世威はあの頃と変わらぬ──いや、あのときよりも大きな愛を示してくれた。真咲はもう、自分の気持ちを恥はじる必要がないと知っている。そして二人の間には、いかなる制約ももはや存在しない。

　今、真咲は世威を愛している。それだけが現実で、大切なすべてだ。

「……返事は？」

「うん。俺も世威のこと、一生大事にする。絶対幸せにするよ」

　約束しよう、と真咲は小指を差し出した。世威はすぐに気づいて、そっと小指を絡からませる。

　未来を約束する二度目の指切りは、少しだけ気恥ずかしくて、最高に幸せだった。

　目と目が合って、距きよ離りが近づく。約一秒、「してもいい？」と確かく認にんのような間が空いて、唇くちびるが重なる。

　ういういしいのか、術をかけられていたときの感覚がまだ抜ぬけていないのか。だがこの間も、いつかは消えてなくなるのだろう。きっと口づけは日常の一部になる。

　触ふれあうだけのキスをしながら、世威が言った。

「念のため訊きくけど……もしかして一緒に寝ようって、ほんとに寝るだけだと思ってる？」

　彼は目ざといというか、勘かんがいいのだろう。さっき押入れの前で固まった真咲を見て、不安を抱いだいたに違ちがいない。

「……思ってない、よ」

「──よかった」

　世威はほっとした声でそう言ってから、額に小さくキスをした。鼻から頰へ、ちゅっと音をたてる戯たわむれのような接せつ触しよくがこそばゆい。

「なんだよ、もう」

　思わず笑ってしまう真咲に、世威が甘えた仕草で身体からだを寄せてくる。背中にやさしく手を添えられて、そのまま布団に押し倒たおされた。

「今夜は今までできなかった分もキスするから、覚かく悟ごするように」

　きりりと光るまなざしに、飢うえた熱が混じる。求められるままあわせた唇は、蠱こ惑わく的なまでに柔やわらかい。口づけの甘さに溺おぼれてうまく息いき継つぎができず、呼吸を求めてうっすらと開いた唇に、ぬるいものが触れた。

「んんっ……」

　怯ひるんだ肩かたをそっと撫なでられながら、互たがいの舌を絡ませる。密になるあわせに吐と息いきが色めき、唾だ液えきが滴したたる、食べられてしまいそうなキスだった。濡ぬれたものをこすりあわせる行こう為いにどこか性的なものがちらついて、身体の芯しんに火が通ってゆくのを感じる。今夜のキスはゴールではない。もっと深く愛しあうための、スタートの儀ぎ式しきだ。

　世威は真咲がパジャマがわりにしていたフリースを脱ぬがすと、自分もさっさと羽織と浴衣ゆかたを脱いで下着だけになった。天魔雄あまのさくを斬きった肢し体たいはしなやかに鍛きたえ抜かれていて、つい見み惚とれてしまう。抱だき寄せられると互いの素す肌はだが吸いついて、それだけで気持ちいい。

　じゃれあうような甘あま嚙がみは再びキスに変わった。交わる舌はねとねとといかがわしさを増し、密着した下腹部がごりっとこすれて、あ、と声が甘くうわずった。世威がそれを聞き逃のがすはずもなく、自分のものをわざとそこに当ててくる。

「っ……あ、あっ」

　世威の雄おすは下着越ごしでもはっきりわかるほど硬かたく、熱を持っていた。腰こしを使ってこすり上げる動きは否いや応おうなしに、これから先のもっと濃のう密みつな交わりを想起させる。

「……真咲の顔、もうエッチだ」

「ん、世威のほうが……エロい、あっ、ん」

　布一枚を隔へだてた律動でさえ、熱く疼いてたまらない。だが世威は擬ぎ似じ性交など物足りないと言わんばかりに、性急な手つきで真咲の下着を剝はぎとった。恥じらいでもたつく両りよう脚あしをぐっと開かれ、萌きざしかけた性器を見られてしまう。身じろぎでぷるんとしなった先せん端たんに、世威はなまめかしい笑えみを浮うかべて顔を近づけてきた。

「ここにもちゃんとキスしないと……」

「あ……、う、っ……ん！」

　唇が触れたそばから融とけてゆくような感覚に、腿ももが震える。はじめての口こう淫いんの衝しよう撃げきに、ほかのことは何も考えられなかった。ちろちろと舌先でくすぐられて溢あふれた透とう明めいな蜜みつを、じゅるっと音を立てて啜すするのは絶対にわざとだ。

「せい……、もうっ……ん、はな……せっ」

　このままでは世威の口で達してしまう。それだけは避さけたくて懇こん願がんするのに、世威はぐっと腰を摑つかんで許してくれない。頰ほお張ばったものを追いつめるように、激しく吸い上げる。

「っ、んん、だめ……、で、る……っ！」

　鋭するどく尖とがった射精感に抗あらがいきれず、真っ白になって弾はじけた。世威は真咲のこぼした白はく濁だくを一いつ滴てき残らず舐なめとり、ちゅうちゅうと鈴すず口ぐちをしゃぶる。

「世威、……だめ、だって。もう出たから、放せってば」

　ようやく唇が離はなれても、指は茎くきに絡んだままだ。達したあとに触さわられるのは、むちゃくちゃきつい。同じ男ならわかるだろうに、世威は知らん顔でつつっと撫でさする。

「真咲のここ、ぴくぴくしてすごく可愛かわいかったな」

「っ、言わなくていいっ……！　あ、もうさわ……るなっ、たら、ん、なんかへんっ……」

「その頼たのみは聞けないね。今日は徹てつ底てい的に真咲のこと気持ちよくするって決めてるから」

　世威はそう言うと、部屋に入ってくるときに持っていたバスタオルの間から一本のボトルを取り出した。中身はとろみのある不ふ透とう明めいな液体だ。ローションなるものの存在は知っていたが、現物を見るのははじめてだった。物もの珍めずらしげに眺ながめる真咲の前で世威はキャップを外し、自分の両手にたっぷりとると、さらに真咲の股こ間かんへとろとろと垂らす。

「ひゃ……」

　ただとろりと冷たい感かん触しよくが、耐たえがたいほどむず痒がゆい。指の腹で円を描えがくようにして蜜口にローションを塗ぬりつけたかと思うと、今度はぶしゅぶしゅと水音を立てて扱しごき始めた。不ふ埒らちな指が動くたびに全身がひりつくような熱を帯びて、どうしようもなくなる。

　悶もだえるような苦しさはいつの間にか、得体のしれない予感へとすり替かわった。

「せ、い……だめ、だめ、なん、か、で、ちゃう、あ」

「いいよ、出して。いっぱい出して、真咲の恥ずかしい顔、俺に見せてよ」

「やだ、やっ、だ……、あぁっ！」

　先端に向けて強きよう烈れつに突つき上げてくる衝しよう動どうから逃れられず、ぷしゅっと透明な液が飛沫しぶいた。猛もう烈れつな勢いで押し寄せてくる快感の汀みぎわに打ち上げられて、背中がわなないて止まらない。

「っ……、……はっ、あ……」

「すごいな……、はじめてでこんなきれいに潮しお吹ふきできるのか……」

　力の入らない足あし腰こしが、意思とは関係なしにがくがくと震える。粗そ相そうをしたのではないと安あん堵どしながらも、かつてない羞しゆう恥ち心しんで滅めつ多た打うちにされた。

　真咲をなだめるような、小さなキスが降りてくる。文句のひとつでも言いたいところなのに、甘えるように唇を啄ついばまれてつい、きゅんとしてしまう。惚ほれた弱みは本当に厄やつ介かいだ。

　柔らかな交わりにかまけていると、内腿に硬くぬめる感触があった。世威も下着を脱いでいたらしく、引き締しまった腹筋に反り返る屹きつ立りつが先走りを滴らせている。

　相変わらずの大きさに目が引き寄せられてしまった真咲に、世威はこつんと額をくっつけてささやいた。

「……今日は、最後までしたい」

　世威が求めていることはわかる。あの夜とは違うと、頭では理解している。世威の望みは、真咲の望みだ。だが、まだ少しだけ怖こわい。

　そんな逡しゆん巡じゆんを汲くんだのだろう、世威は言った。

「俺はもう二度と、怖い思いはさせない。真咲の心ごと身体を愛するって、約束する」

　誓ちかいでも立てるかのような真しん摯しな声に、世威がまだあの夜のことを悔くいているのだとわかる。

　真咲は起き上がって、世威の頭──ちょうど鬼おにの角が生えていたあたりに口づけた。怖おじ気づいていることは否定しない。けれど、鬼であることも含ふくめて世威を受け入れるつもりなのだと伝えたかった。

「……しよ？」

　勇気を出して、目を見て誘さそう。世威の劣れつ情じようにそっと手を添そえるとぴくんと震ふるえて、ひときわ大きくなった気がした。温かな脈動を感じて、知らずと喉のどが鳴る。世威がほしいのは、自分も同じだ。好きな男とひとつになりたい。世威と深くでつながりたい。

「ありがとう……、真咲。ありがとう」

　どうしたらいい？　と尋たずねて、言われるがまま四つん這ばいの姿勢になった。世威は予習してきてくれたようだが、はじめてなのはお互いさまだ。気き恥はずかしさも不慣れな手順も、二人の結びつきを強くする。

　尻しりの丸みを確かめるように動く世威の手はやさしくて、ほんのりといやらしい。たっぷりのローションで濡れた指が、ゆっくりと蕾つぼみの周りを這はう。慎しん重ちような指先が後こう孔こうの真下に触れると、淡あわい愉ゆ悦えつを生み出した。くにくにと押し揉もまれると、腰が焦じれたように揺ゆれる。

「ここ、気持ちいい？」

「んっ、うん……、気持ち、いい」

　後ろから甘い痺しびれが走って、萎なえた性器がぴんと芯を持った。身体がゆるんだ隙すきを見計らい、窄すぼまりに指が忍しのび入る。痛みはほとんどなかったが、異物感で肘ひじをついた。深呼吸を促うながされて、ゆっくり姿勢を立て直す。

　吸って、吐はいて、また吸って。指は真咲のリズムに合わせて動き、臆おく病びような窄まりをゆるりとほころばせた。人ひと肌はだに温まったローションが肌はだに馴な染じんで、濡れそぼったあわいがじわじわと押し開かれてゆく。

「っ……、あ！」

　やさしい指はゆるゆると時間をかけて、その一点に触ふれた。ほんの少し掠かすめただけで、容よう赦しやない官能に貫つらぬかれる。狙ねらってこすり立てられると襞ひだがじんととろけてしなり、世威の指を物欲しげにきゅうきゅうと食はんだ。これだけでこんなに気持ちがいいのに、もっと強く熱いもので突かれたらと想像すると、潤うるみきった隘あい路ろがきゅっと締まる。

「真咲……、もう、平気？」

「んっ、ん……、へい……きっ」

　だから早くきて、とは言えずに言葉を濁にごす。しかし世威は正しく理解したようで、そっと指を引き抜ぬいた。うずうずとひくつく蕾に、今度は切っ先が当たる。二、三度、様子を窺うかがうように行き来してから、ずんと差し込まれた。

「……──っ」

　まだほんの少ししか入っていないのに、その圧あつ迫ぱく感たるや指の比ではなかった。腰が逃にげそうになるのを堪こらえて枕まくらの端はしを握にぎりしめると、世威の手が重なる。「大だい丈じよう夫ぶ？」と問うその声は余よ裕ゆうがなさそうなのに、気き遣づかってくれることが嬉うれしくて懸けん命めいにうなずいた。腿を支える手にぐっと引き寄せられて、そのまま一気に穿うがたれる。

「っあ──……！」

「真咲……、力、抜いて」

　熱を帯びた世威の声は近くて、間ま違ちがいなくつながっているのだと実感した。苦しいのは同じだと言い聞かせて、呼吸を取り戻もどす。

「なか、めちゃくちゃ熱い……とけそう」

「あっ、まっ……、て」

「大丈夫……ちゃんと待つから」

　世威はその宣言通り、急せくことなくただ真咲をぎゅっと抱だいて、狭せまい器官に己おのれが馴染むのを待ってくれた。吐と息いきを感じるだけでなぜか、世威のかたちに押し拡ひろげられたそこを想像して、泣きたくなるようなせつなさで打ち震える。

　やっとひとつになれた。その喜びで心が融けて、身体からだの強こわ張ばりがゆっくりとほどけてゆく。

「あっ……、あ、あ」

　世威がゆるやかに腰こしを動かし始めた。己の大きさと熱さを知らしめるようなねっとりとした抜き差しに、芯しんから悶える。

　真咲のなかを味わうように行き来するたび腰の奥から送り込まれてくる性感で、真咲の雄おすがぎゅんと硬かたくなるのがわかった。背中から抱かれたままの律動が激しさを増すと、そのはずみで真咲自身がシーツにこすれる。

「あっ……あ、あ」

　理り屈くつ抜ぬきの気持ちよさに目が眩くらんで、もっともっとと腰を押しつけた。自じ慰いめいたその行こう為いに耽ふけっていると、世威の手が前に回ってくる。

「はしたないね、真咲……後ろだけじゃ物足りない？」

「んっ、ああ、ちが……、ん、んんっ」

「違くないだろ、こんなに硬くして。最初にあんなに触さわってあげたのに、満足できないんだ」

「ごめ……ん、ん、あぁ、っ！」

　世威の怒ど張ちようがスイートスポットに届いた。えぐられるたびにとめどなく湧わいてくる快感が、意識を淫みだらにふやかしてゆく。だめ、もう、だめ、と言っても腰の動きは激しさを増すばかりで、肌と肌のぶつかる卑ひ猥わいな音が夜よ更ふけの部屋に響ひびき渡わたった。

　昂たかぶりは指に弄いじられるまま泣きじゃくり、ずくんと重たく疼うずいて仕方ない。出したくて、けど許されず、焦じれったさでまた喘あえぐ。

「せい……、っ、もう……く、いく、っ……ちゃう、よ」

「ああ……、じゃあ、一いつ緒しよに達いこうか……？」

　どことなく切せつ羽ぱ詰つまった声に、世威もまた絶頂が近いのだとわかった。滾たぎる情熱のままに腰を打ちつけられて、すべてが一気に高まる。

「っ、あ……っ！」

　眼まな裏うらが熱くなり、思いきり果てた。内ない壁へきがうねると世威が小さく呻うめいて、腹の奥にじんわりと温かなものが広がっていくのがわかる。世威が真咲の中で極きわまったのだ。

　世威が残ざん滓しを滴らせながら抜けていっても、蕾はまだじんじんと熱を持っている。どちらからともなく唇くちびるを求めあって、荒あらい呼吸を交かわした。

「……すっごく、気持ちよかった……」

　世威の心の底から満足したという声に気恥ずかしくなりながらも、「俺も」と答える。顔を見合わせて、戯たわむれのようなキスをした。唇がちゅっと音をたてるたび幸せが星になって弾はじけて、きらめいた時が流れる。それでも清らかな唇とは裏腹に、汗あせの浮ういた肌はどこもかしこも敏びん感かんになっていた。二人して達したあとだというのに、くっついていると変な気分になる。

「……もう一回したい」

　世威がキスの合間にせがんだ声は、発情でしとどに濡ぬれていた。手をとられて導かれた先には、すっかり猛たけった世威自身がある。いい？　とねだりながら唇を舐なめられて、真咲は挑ちよう発はつ的な舌が絡からんでくるのを許してしまう。

　今度は仰あお向むけのまま、ぐっと両足を開かれた。何もかもさらしている状態で、さすがに肌が恥じらいでざわめく。けれど蕾は待ちわびていたように、一度目よりもやすやすと世威を飲み込んだ。穿たれるたびに世威の放ったものがかき混ぜられて、ぐちゅぐちゅと音をたてる。

「あっ……、せい……すご……、奥っ……」

「やばい……、……止まんないっ……」

　不ふ穏おんなことを呟つぶやいて、世威は腰を振ふった。勢いも強さも、一度目よりも増している。背中が弓のようにしなり、胸を突つき出すような体勢になると、世威が不敵な笑えみを浮かべた。

「忘れてた……、真咲はここも好きなんだっけ？」

「あ、ううっ、ん！」

　あの晩の愛あい撫ぶを覚えていた乳ち首くびは、ひとつねりされただけでぷっつりと芯を持った。意地悪な指先から生じた熱は性器へと伝わり、腰骨までじんじんと響く。何をされても気持ちがよくて、快楽を司つかさどる神経が身体中に張り巡めぐらされているような錯さつ覚かくを覚えた。

「っ、今、なかがきゅってなった……」

「世威が……触るからっ……あ、あ」　>>>♥

　劣情が膨ふくらめば襞がうねり吸いついて、それがまた世威を大きくする。ふしだらな連れん鎖さに、真咲は喉を反らしてのめり込んだ。

　足を高く持ち上げ、思うさま揺さぶられ、爪つま先さきは忙せわしなく弧こを描えがく。階きざはしを駆かけ上がる感覚に追い立てられて、身構える間もなく三度目の絶頂を迎むかえた。射精していないのに、つながったところから波状に生じた恍こう惚こつが毒のように全身へと回る。

「ああ……、ん、ん」

　ぴくぴくと小刻みな震えが止まらない。ひたひたと流れてくるぬるい熱に、世威もまた遂情したのを知った。だが真咲のなかにあるそれは、一向に萎なえる様子を見せず、存在を主張する。

「せ、世威っ……」

　抜いてほしいというつもりで名前を呼んだのだが、その顔を見て真咲は背筋が冷たくなるのを感じた。情事で乱れた黒くろ髪かみの間に見えるのは、二本の角だ。

「だ、だめだ、もう……無理っ、あ」

　真咲の嘆たん願がんが聞こえているのか、いないのか。世威はお構いなしに、またしても腰を揺ゆすり立ててくる。いったい何が世威を覚かく醒せいさせたのか、理由を訊きこうにも声が甘く掠れて、嬌きよう声せいにしかならない。

　やはり人と鬼おには違う。こんなに絶ぜつ倫りんだなんて、知らなかった。欲よく望ぼうのまま突かれてはもう、白旗を揚あげるしかない。

「あ、だめ、だめだって、また、いっ、ちゃ……うう、あ」

　達きっぱなしの快感に、頭の芯までとろけて涙なみだが出た。淫らな鬼の焰ほのおはまだ、漆しつ黒こくの双そう眸ぼうの奥で燃えている。

　──朝までだったら、どうしよう。

　期待とも怯おびえともつかない感情が、汗だくの身体を這はう。夜はまだ、始まったばかりだった。







　縁えん結むすびの桜が満開になったのは、たず姫と与之吉の結けつ婚こん式前日のことだった。

　ここのところ小寒い日が続き、開花のタイミングを心配していたのだが、なんとか間に合ってくれてほっとした。今晩から明日にかけては晴天の予報が出ている。春雨に散らされることもなく、本番を彩いろどってくれるだろう。

　夜風にちらちらと舞まう白い花弁を横目に、真咲は宝ほう物もつ殿でんへと向かった。宝物殿には婚礼衣装をはじめ、翌日の結婚式と披ひ露ろう宴えんで使用する小道具を収めてある。すべて間違いなく揃そろっていることが確かく認にんできたら、今日の仕事は終わりだ。

「……きっと成功する。大だい丈じよう夫ぶだよな、風千代」

　宝物殿のその一室には、藤原家の宝刀もあった。結びの社の御ご神しん宝ぽうでもあるその刀が、花はな嫁よめと花はな婿むこに加護を授さずけてくれますようにという祈いのりを込めて置いているのである。

「──あれ？　真咲？」

　そろそろ屋や敷しきに戻ろうとしたところで部屋に入ってきたのは、世威だった。

「真咲もきてたんだ。ああ、明日の確認？」

「うん。もう終わって帰るとこだけど……世威は？」

「実は今日玄鳥さんから、ここの天てん井じように風千代の絵を描かせてもらえないかって言われてさ」

　世威がそうするのにつられて真咲も上を向く。見上げた天井は組み入れ天井というそうで、いくつもの桝ますで区切られていた。この桝のひとつひとつに装そう飾しよくとして絵を入れてはどうか、というのが玄鳥の案だった。

　世威が持ってきた下絵には、桜の花を愛めでたり、赤い糸と戯れたりする風千代の姿がある。そのさまは縁えん起ぎがよくて愛らしいが、鋼はがね色いろの瞳ひとみは勇ゆう敢かんで、頼たのもしくもあった。

「どれもすごくいい絵だ……天井画っていうのもいいな。見守ってくれてるって感じがする」

「坊ぼつちゃんはうちの守護聖せい獣じゆうでしょう、って玄鳥さんも言ってた。確かに、結びの社の危機を救った刀の化け身しんなんだもんな」

　刀があるだけでも心強いが、やはりあの子こ狐ぎつね姿が恋こいしい。もう二度と抱だくことが叶かなわないのなら、せめて絵で会いたい。それが玄鳥の手によるものならば最高だ。

　またひとつ楽しみが増えたなと思いながら、屋敷へ戻もどろうと踵きびすを返したそのときだった。

　背後で不意に、ごとん、と音がした。

「……」

　部屋には真咲と世威以外、誰だれもいない。突とつ如じよとして現れた謎なぞの気配に、二人して無言で顔を見合わせる。一いつ瞬しゆんにして部屋の中に緊きん張ちようが走った。

　明日は大切な一日だ。無用なあやかしトラブルは避さけたい。しかし見て見ぬ振りをして去るのはもってのほかだ。

　真咲と世威は意を決して振り返り、音の正体を見た。

「────……っ！」

　その後二人が発した絶ぜつ叫きようは、禧櫻閣の敷しき地ち中に轟とどろいたらしい。

　何事かと駆けつけた雪緒ら従業員一同は、やってきてすぐにその理由を察した。そしてまた、真咲たちに勝まさるとも劣おとらぬ悲鳴を上げたのである。







　翌日の大たい安あん吉きち日じつは、予報通りの好天に恵めぐまれた。従業員に加えて鬼紅葉も総動員する勢いで、朝から緊張と高こう揚ように包まれた時間が目まぐるしく過ぎていく。

　午前十一時。たず姫と与之吉の結婚式は、花嫁行列から始まった。

　鬼紅葉たちが奏かなでる雅が楽がくの調べに乗って、萌もえる若葉の木こ洩もれ日に照らされた本ほん殿でんまでの道を、新しん郎ろう新婦と参列客が厳おごそかに進む。

　真っ先に目に入るのはもちろん、赤い番ばん傘がさが映はえる白しろ無む垢く姿のたず姫だ。与之吉が心を込めて織り上げた純白の正しよう絹けん緞どん子すには、たず姫の手によって見事な相良さがら刺し繡しゆうが施ほどこされている。こぼれるように花開く桜の間を鶴つるが飛んでゆく、優美でめでたい柄がらだ。

　花嫁というのは不思議なもので、挙式当日は普ふ段だんの何倍も光を放つ。それは人もあやかしも同じなのだろう、たず姫の美しさもまた格別だった。雪緒のメイクはきめ細やかな肌はだをさらに輝かがやかせ、頰ほおと唇くちびるに差した紅は、綿わた帽ぼう子しが醸かもす幽ゆう玄げんさの中にはっと目を引く華はなやかさを添そえる。

　新郎の与之吉は紋もん付つき羽は織おり袴はかまである。本人は裃かみしもと迷ったようだが、たず姫の見立てでこちらになった。やさしい面おも立だちも今日はきりりと引き締しまり、新しい人生を歩む決意に溢あふれている。

　そしてそんな二人を先導するのは、神職でも巫女みこでもなかった。真咲はその姿を見るだけで、胸にこみ上げてくるものがある。

　飴あめ色いろの豊かな毛並みを春風になびかせ、新郎新婦の前を颯さつ爽そうと歩く小さな狐きつね。藤原家の宝刀であり、我らが禧櫻閣の守護聖獣──風千代である。

　大切な役目だと理解しているのだろう、威い風ふう堂どう々どうたる風ふ情ぜいで新郎新婦を桜舞う社へと導く姿はまさに、魔まを祓はらう聖なる獣けものそのものだった。

　昨晩宝物殿で聞いた音の正体は、ほかでもない。刀から姿を変えた、風千代だったのである。幸いなことに記き憶おくも力も失っておらず、しかも自分の意思で変へん化げできるようになっていて、皆みんなで胴どう上あげをして祝った。本人曰いわく、気がついたら畳たたみの上にいたらしいのだが、真咲は満開になった桜が再び縁えんを結んでくれたのだと思っている。

　結びの社での式次し第だいは、現うつし世よの神前式とほぼ同じ流れで滞とどこおりなく進み、披露宴へと移った。春の花を基調とした会場装飾の中で、玄鳥の手によるなれそめ絵巻は殊こと更さらに映えた。雪の夜に始まり、桜さくら吹雪ふぶきと鬼おに火びが踊おどる恋こい物もの語がたりは、圧巻の出来だ。

　月影による祝い膳ぜんも大好評だった。当初は打ち合わせでの会話に苦労したようだが、故郷に縁のある食材を使いたいという新郎新婦の要望を聞いて考案した椀わん物ものが会心の出来で、一気に打ち解けたらしい。カップルに合わせたオリジナルメニューは今後も大きな売りになるだろう。

　新郎新婦と列席者の弾はじけるような笑え顔がおは、光となってあたり一面に降り注いだ。笑顔と幸せが放つ光、これこそが神域を守る力の源なのだと実感する。

　二人の思いがふんだんに詰つまった披露宴は和なごやかに進行し、大成功のうちに幕を閉じた。







「今日は本当にありがとうございました。たず姫も私も……、感無量です」

　お引き上げを終えたたず姫と荷物をまとめ終えた与之吉は、支し度たく部屋の外で待っていた世威と真咲を見つけると、深々とお辞じ儀ぎをした。

「こちらこそ。お二人のご婚礼で当館の再出発を飾かざれたことを、私どもも光栄に思います」

　世威も言葉通りの気持ちなのだろう、念願だった一組目の挙式を無事に終えた今の笑顔は、一段とすがすがしい。

「今まで生きてきた中で、いちばん楽しい一日でした。……比良野さんに担当していただけて、よかった」

　たず姫の言葉で共に準備に明け暮れた日々が蘇よみがえり、胸が熱くなった。長い時間をかけて積み上げてきたものが新郎新婦の笑顔となって花開く瞬しゆん間かんは、最高に嬉うれしい。

　禧櫻閣の入り口である太たい鼓こ橋の袂たもとまで出て新しん婚こん旅行へと出発する二人を見送り、営業再開後はじめての結婚式は終わった。

「……お疲つかれさま！」

　真咲と世威はハイタッチを交かわして達成感に湧わき、互たがいをねぎらった。

　反省点も、当然ある。だがそれも含ふくめて未来へと大きく踏ふみ出した一日となったのは間ま違ちがいない。真咲がそう言うと、世威もうなずいた。

「事業が軌き道どうに乗るまではもう少しかかるだろうけど、こうしていいリスタートがきれた……本当に、皆のおかげだ。だから……」

　世威は改まった様子で、真咲を見つめた。

「そろそろこれからの二人のこと、ちゃんと考えよう」

「世威……」

　天魔雄あまのさく騒そう動どうの直後にプロポーズは受けたものの、現在にいたるまで二人の関係はごく普ふ通つうの恋人同士のままだ。一生一いつ緒しよにいようという決心はしたものの、性別が同じで種族が違うというややこしさと目先の多た忙ぼうさで、具体的な話は何ひとつしていない。世威はそんな二人の関係を前に進めたいと言っているのだ。

　感極きわまって言葉を探していると、不意に左手をとられた。冷たい感かん触しよくにえっと思って視線を落としたその先には、銀色に光るものがある。

「これって……」

「少し気が早いけど……結婚指輪としてどうかな。去年、井い戸どに飛び込む前に術をかけただろう？　無事に戻ってこられたから、モチーフとして縁起がいいかと思って作ってみたんだ」

　たとえどんなに遠く離はなれても、再びめぐり逢あえるように。そんな願いを込めたという指輪は、あのとき結んだ赤い糸の形とよく似ていた。真咲を世威の許もとへと帰してくれた、奇き跡せきの糸だ。

　学生時代にすれ違い、一度は離れた。けれどまたこうして新たな地で出逢い、心を結び直すことができた真咲と世威には、ぴったりのデザインだと思った。

「ありがとう……世威」

「真咲……」

　見つめあう視線が音もなく絡からんだ。阿あ吽うんの呼吸でどちらからともなく自然に瞼まぶたを閉じて──

「ま、さ、きちゃーん！」

　──どこからともなく聞こえてきたその声に、ばちっと目が開いた。

「風千代っ!?」

　弾はじかれたように身体からだを離すと、飴色の毛玉がぽーんと飛んできた。キャッチすると腕うでの中で子狐がくるりと一回転する。ふさふさの尻尾しつぽを抱きながら、内心冷や汗あせものだった。

　風千代はいったいいつから見ていたのだろう。見たところで意味はわからないかもしれないが、やっぱり恥はずかしいものは恥ずかしい。

「ねぇねぇぼく、ちゃんとできてた??　上手に歩けてた？」

　花はな嫁よめ行列先導の大役を果たした風千代は、興奮気味に尋たずねてきた。

「あ……ああ！　すっごくかっこよかったぞ、風千代。頑がん張ばってくれて、ありがとうな」

　照れ隠かくしの意味も込めて頭を思いっきり撫なでてやると、風千代はきゅううぅんと鳴いた。

「ぼくねぇ、早く真咲ちゃんにほめてほしかったの！　けどみんながね、どうしても隠れんぼしたいって言うから、それで遅おそくなっちゃった！」

「え……皆？　隠れんぼ……？」

　その言葉に思わず世威と顔を見合わせると、楼ろう門もんの陰かげから雪緒と月影、そして玄鳥が現れた。

「ご……ごめんなさいね！　わたしたち必死で止めたんだけど、その……間に合わなくて」

「……役に立てなくてわりーな」

「あたしの足では到とう底てい坊ぼつちゃんに追いつきませんで、野や暮ぼなことして申し訳ないねぇ」

　三人に見られていたのも衝しよう撃げきだが、それ以前に邪じや魔ましないよう気き遣づかわれていたということは、つまり──、

「んもう、真咲ちゃんたらすごい顔してるわよ。今日はおめでたいこと続きなんだから、笑顔笑顔！　言っておくけどわたしたち、旦だん那なさまと真咲ちゃんのこと、全然驚おどろいてないわよ？」

「……え？」

　あっけにとられているのは真咲と世威だけで、月影も玄鳥も「うんうん」とうなずいている。

「だって誰だれがどう見てもラブラブじゃない。真咲ちゃんのオーラなんて桃もも色いろになっちゃってるのに、ばれてないって思ってるのは微笑ほほえましかったわ。けど婚約するならもう、公こう認にんよね？」

「……[image: !!?]」

　秘密にしていたつもりの関係が知られていたという事実に、真咲はいたたまれなくなった。世威のほうを見ると、目め許もとを赤くして「まいったな」と言わんばかりの顔をしている。世威もまた、隠し通せていると思っていたのだろう。

「……皆には敵かなわないな。近いうちにちゃんと、報告するよ」

「うふふ、そうこなくっちゃ、旦那さま！」

「何？　何を報告するの？」

　ぽかんとしたままの風千代に「旦那さまと真咲ちゃんが結婚するのよ」と雪緒が教えると、「ひゃあー！　結婚！」と鋼はがね色いろの目を丸くした。

「じゃあぼく、また『せんどうやく』やっちゃう！　真咲ちゃんと旦那さまの前を歩くよ！」

　風千代が言うと、場がわっと沸わいた。禧櫻閣の主あるじが結婚式をするとなれば、いい宣伝になると大盛り上がりである。

「え……、け、結婚式!?　そんな話まだ全然っ……」

「ねぇねぇ、いいでしょ真咲ちゃん!?」

　期待を込めた目で見つめられると、嫌いやとは言えない。真咲が「うん」とうなずくと嬉しさが最高潮に達したようで、ぎゅうっと抱だきついてきた。

「えへへ……、あのね、おめでとう、真咲ちゃん」

「風千代……」

　心のこもった祝福の言葉に、幸せが溢あふれてくる。はじめて異郷の地を踏んだときの不安も、世威と離れていたときの寂さびしさも、もうない。目に映るものすべて、未来への希望で彩いろどられるがごとく、明るい色できらきらと輝かがやいていた。

「さあ、そろそろお屋や敷しきに戻もどりましょ。今夜は結婚式の打ち上げと、風千代ちゃまのおかえり会に、二人の婚約祝いよ！」

　雪緒のうきうきした声につられるようにして、世威と二人で笑えみがこぼれる。

　屋敷へと戻っていく皆みんなに見えないよう、そっとつないだ手の中には、風に吹ふかれてここまでやってきた白い桜の花弁が、ひっそりと忍しのんでいた。








あとがき






　はじめまして、こんにちは。市いち川かわ紗さ弓ゆみです。このたびは『あやかし婚こん、承ります～鬼おにと桜の恋こい結び～』をお手にとっていただき、誠にありがとうございます。デビュー文庫だった前作に続き二冊目を刊行していただきましたこと、本当にありがたく思います。

　今回は年下攻せめのお話となりました。昔は年上攻や同い年の組み合わせを読むことが多かったのですが、ここ数年すっかりハマっております。年ねん齢れいや環かん境きようの変化によって好きなものが増え、楽しめるものが広がっていくＢＬというジャンルは、やっぱり素す敵てきですね。

　イラストは三み浦うら采さい華か先生です。笑顔の真ま咲さきと美しい世せ威い、そして表情豊かなあやかしたちのキャララフを見た瞬しゆん間かんから物語がぱっと色づき、音楽を奏かなで始めたような錯さつ覚かくを起こしました。お忙いそがしい中お引き受けいただき、ありがとうございます。残りのイラストも楽しみです！

　今回は担当さまの交こう替たいに伴ともない、二人の編集の方にお世話になりました。へたれだった世威が真の男になれたのはお二人のおかげと言っても過言ではなく、感謝の気持ちでいっぱいです。

　最後になりましたが、今作の出版に携たずさわってくださったすべての皆みなさまと、白い桜がご縁えんを結んでくださった読者の皆さまに、心からお礼申し上げます。壁かべ一枚隔へだてたところにあるかもしれないあやかし世界の恋物語を、少しでも楽しんでいただけたらとても嬉うれしいです。

　二○一八年　一月


市川紗弓


















あやかし婚、承ります ～鬼と桜の恋結び～　電子版特別ショートストーリー

鬼にパンツ







　それはいつものように参集殿で打ち合わせをしていた、ある日の出来事だった。

　来年の予約状況を確認している最中、なんの脈絡もなく世威が笑った。

「……どうした、世威？」

「あ──、いや。なんでもない」

　世威は一瞬「しまった」という顔をして、すぐに平静を取り戻す。しかし、打ち合わせが終わったあとも「ふっ」と小さく笑い声を洩らしていたのを、真咲は見逃さなかった。

　誰かが面白いことを言ったわけでもなく、笑いを誘う話題だったわけでもない。となると、思い出し笑いでもしていたのだろうか。

　なんとなく気になったので、昼飯時に世威を捕まえて尋ねてみた。

「ああ、あれか。不快だったらごめん、ちょっと油断してた」

　話を聞くと、特に理由があって笑ったわけではない、という。どうやら本人の意思とは関係なく、来年の話をすると反射的にくすりときてしまうようなのだ。

　来年のことを言えば鬼が笑う──世威の一連の様子を見て、真咲の脳裏にはそんなことわざが浮かんだ。だが本人によればしゃっくりや欠伸に似た生理現象のようなもので、ことわざの由来とは違い、からかう意図はまったくないらしい。

「別に不快とかじゃないよ。けど、世威にもいかにも鬼っぽいところがあるんだな」

「まあ、多少はね」

　日常生活においては見た目も行動も人間とほぼ変わりないのに、たまにこうしてベタなことをされるとつい好奇心が疼く。これは願ってもないチャンスだと、真咲は以前から抱いていたその疑問を口にした。

「じゃあさ……虎柄のパンツなんていうのも履いたりする？」

「え……パンツ？」

「そう、パンツ」

　鬼は本当に虎柄のパンツを履くのか。それは世威の正体をはじめて知ったときから、地味に気になっていることだった。真咲は残念ながら現在に至るまで、その疑問の答えを確認できていない。下着を見る機会もあるにはあるのだが、柄を見る余裕のないまま脱いでしまうことが多いのだ。

　世威は一瞬面食らったようだったが、真咲が単に昔話に出てくる鬼のイメージから質問しているだけだと気づいたらしい。「そういうことか」と納得した顔になる。

「実は、個人的には履いてみたいってずっと思ってるんだけど……一枚も持ってないんだ」

「なんで？」

「うーん……小さい頃からの習慣というか……鬼だってばれたらまずいなって思ったら、履く勇気が出なかったんだよな」

　たとえ虎柄のパンツを履いていようと、それだけを理由に「もしかしてこの人、鬼なのでは？」と思う人はいないだろう。しかし、世威の事情はもう少し複雑らしい。

「これでも昔は結構気にしてたんだ。自分は人とは違うんだ、って……。吹っ切れるまでは、わりと神経質になってた気がする」

「たとえば？」

「幼稚園とか小学校でやらされた豆まきとか、好きじゃなかった。鬼役の人に豆をぶつけるのも嫌だったし、けど何もしないと周りから『なんで投げないの』って言われて、きつかったな。理由を言うわけにもいかないだろ？」

「ああ……なるほど」

　幼い世威が豆を手にためらっている様子を想像すると可愛らしいなと思うが、本人は真剣に悩んでいたのだろう。ほかの人とは違うこと、それを誰にも言えずに抱えることの大変さは、真咲も身に染みて知っている。

「まあ、思春期過ぎた頃から少しずつ楽になって、今じゃもう全然気にならないけどさ。職場が異郷になってからは、隠す必要自体もほとんどなくなってるし」

「じゃあもう履いてもいいんじゃないか？　虎柄のパンツ」

「そう言われてみると、確かに……」

　いいかもしれない、と世威が嬉しそうにうなずく。ちょうど下着を新調しようと思っていたところだと言うので、真咲は「なら俺がプレゼントするよ」と申し出た。ちょっと前に寝間着用の浴衣を買ってもらったお返しをまだしていなかったのだ。

　次の休みの日、真咲はあやかし街に出向いた。異郷一の繁華街は下町情緒に溢れる場所で、現世の浅草に雰囲気が似ている。大勢のあやかしで賑わう目抜き通りを抜け、小間物屋が立ち並ぶ一角の中で、「うつしよ風下着あります」と書かれた看板を見つけた。

　あやかし街に真咲ひとりでくることはほとんどない。人間だけでもちゃんと買い物ができるだろうかと不安になりながら店に入ると、にたぁと笑う鬼婆の店主と目が合った。

「ひひひ、お客さま、何かお探しで？」

「あ、あの……虎柄の下着って置いてますか？」

「ひぃ、ございますよぉ。男性用？　女性用？」

「男性用です」

「なら、この辺がよろしいかと……ひひひ、ひぃ」

　店の品揃えは想像していた以上に豊富だった。古風な褌に始まり、ブリーフやトランクス、ボクサーパンツまである。虎柄のデザインも黄色い布地に黒の縞模様という定番だけではなく、シックな色味でまとめた大人系もあれば、キャラものテイストが混じった可愛い系まであった。

　真咲は迷った末、正統派のアニマルプリントを色違いで二枚と、定番柄を一枚、合計三枚を選んで購入した。形はどれも世威が普段履いているボクサータイプだ。

「毎度ありぃ……っひっひっひ」

　ちょっと不気味な店だったが、いい買い物ができた。満足感で足どりも軽く帰ったその夜、風呂に入る前の世威にパンツを渡し、真咲は部屋で待った。気に入ってくれるだろうかとわくわくしながら待つこと三十分。

　世威はなんとも複雑そうな顔で、風呂から戻ってきた。

「あれっ……。もしかして俺のセンス、いまいちだった？」

「あ、いや……違う。そうじゃないんだ。デザインはどれも気に入ったよ。ただこれ……どこで買った？」

　真咲が店の場所を告げると、世威は何かを察したのか、「ああ……」とうなだれた。

「な、なんかまずかった？」

「あそこは普通の衣料品の店じゃないんだ。ほとんどの品物に術がかかってる」

「えっ……術!?」

　今の今までまったく気づかなかったことに、真咲は愕然とした。確かに店内は薄暗く、店主も怪しい鬼婆だったが、あやかし街の店なのだからこれが自然なのだろうと納得していたのだ。いつの間にかずいぶんと異郷慣れしてしまったらしい。

「商品の見た目からはわからないかもな。俺も気づかないで履いたくらいだし……。今は勝負事に強くなる術とか、冷え性を治す術とかいろいろ便利なものがあって、あやかしたちの間で人気があるんだよ」

「そ、それで……、もう履いちゃったんだよな？　大丈夫なのか……!?」

　世威は先日、やっとのことで天魔雄の呪いから解放されたばかりなのだ。真咲のせいでまた厄介な術をかけられてしまったのだとしたら、申し訳なさすぎる。

「ああ。びっくりしたけど、物騒な術じゃなかった。けど……なんて言ったらいいか……」

　言葉を濁した世威は、説明するより見せたほうが早いと言わんばかりに浴衣の帯をほどいた。いったい何が起きているのか、確かめようと視線は当然下へ行き、そして──

「お、おいっ、世威……、な、なっ、なんでそんな状態になってるんだ……!?」

　思いがけず起きていたその変化に、真咲は度肝を抜かれた。世威の下半身はなぜか、完全に臨戦態勢だったのである。

「どうやらこれが術の効果みたいだな。……精力増強の術だ」

「精力……増強……！」

　世威が履いていたのは、ゴールドカラーベースのアニマルプリント版・虎柄パンツだった。

　店主の鬼婆がひひひ、と笑う声が蘇る。若い男性ならぜひこちらを、とすすめられて選んだ品だ。そういう意味ですすめていたのなら──ましてやその手の術がかかっていたのなら──、一言教えてほしかった。やはり、人間だからとなめられてしまったのだろうか。

「その……本当にごめん、世威」

「気にしなくていいって。……ありがとう、真咲」

　そうして触れるだけのキスをしながら、世威は続けた。

「──じゃあ、せっかくちょうどいい術もかかったことだし、真咲の気持ちに応えるためにも頑張らないとな」

「……。俺の気持ちって？」

　言っている意味が摑めずきょとんとすると、世威は目を丸くした。

「もしかして、下着を贈る意味を知らないのか？」

　職業柄、ギフトのマナーや豆知識は一通り頭に入れているつもりだ。冠婚葬祭系はもちろん、個人の間でやりとりするようなもの──たとえばネクタイは束縛願望の表れだとか、そういう俗っぽいものも含めてである。だが、下着については聞いたことがない。

「……ごめん。わからない」

　正直に答えると世威は苦笑いをした。そしてそのまま、耳朶を食みながら甘くささやく。

「下着には、『贈った相手ともっと親密になりたい』っていう意味があるんだけど？」

「え──……、んっ」

　心臓が跳ねるのと同時に、唇を塞がれた。まごつく舌を絡めとられて、交わりはさっきよりずっと深くなる。ぐっと抱き寄せられた腰に、術の力で硬くなったものが当たった。

「……触って」

　掠れた声でねだられ、そっと手を伸ばす。布の上からさすると、また大きくなった気がした。

「世威……、なんか……おっき、い……」

「真咲のせいだ」

「ちが……う」

「違わないだろ？　今夜はしっかり責任とってもらわないとな」

　とんでもない買い物をした真咲を責める気持ちなど微塵もないくせに、わざとそんなことを言って煽る。夜の世威はいやらしくて、意地悪だ。

　贈った下着を自分の手で脱がせてみると、確かに艶っぽい意味があるなと腑に落ちた。欲情を示してそそり立つ茎に手を添え、ゆるゆると扱く。ごく弱い力しかかけていないのに、鈴口からは透明な蜜が滴った。

「……気持ちいい？」

「ん……すごく、いい」

　合図のように視線が絡んで、どちらからともなく唇を重ね合わせた。

　世威は喉が渇くキスをする。胸の底から熱い気持ちが迫り上がり、相手のすべてがほしくてほしくてたまらなくなる、そんなキスだ。

「んん……」

　ねっとりと舌を吸われて頭の芯が融けそうになる感覚に目を閉じると、世威の雄を握った手の甲を、指先でくすぐられた。手許がお留守になっていると指摘するようなその動きに、頰が熱くなる。

　舌の絡むリズムに合わせて性器を撫でさする行為はまるで誘っているようで、意識した瞬間に下腹部がじんと疼いた。もぞもぞと足の位置をずらすと、目ざとい世威がくすりと笑う。

「……一緒にしようか？」

　蠱惑的な声に誘われるまま、世威にもらった浴衣の帯をほどき、下着を脱いだ。なんの術もかかっていない真咲のものも、焦れてゆるやかに勃ち上がっている。

　引き寄せられて腰が密着すると、互いの屹立がぶつかった。そのなまなましさを見ているだけで、芯からずくんと硬くなる。

「あ……っ、待っ、ん、ああ」

　愛撫の主導権はすぐさま世威に移った。大きな手で握り合わされた雄と雄がごりごりとこすれて、甘い痺れが駆け抜ける。堪え性のない蜜口からこぼれた先走りで濡れた指に裏筋をやさしくなぞられると、それだけで弾けてしまいそうだった。手のひらを使って張りつめた先端をくるくると撫で回されたが最後、混じりけのない快感に腰の震えが止まらなくなる。

「あ、あっ、それ……、だめ、世威っ……」

「だめって、何が？」

「う、い、きそ……に、なるっ、あ」

「じゃあ、『いい』の間違いだろ？　噓をつくのはよくないな」

　恥じらいで発した言葉を聞き咎めた世威は、一切の容赦がなくなった。達しそうになる寸前まで激しく追いつめたかと思うと、不意に手をゆるめてしまう。ふしだらな緩急に苦しくなるほど感じて、言葉を取り繕う余裕はなくなっていった。

「どう？　真咲。気持ちいい？」

「あっ……、いい、気持ち……いいっ」

「どこをどうされるのが好きなんだっけ？」

「ん……、先っぽ……ぐりぐり……が、す、好き……あ、世威っ……お願いだからっ……、あ、いき……たい、い……、かせて……っ」

「……我慢がきかないな、真咲は。もう少し詳しく聞かせてもらわないと、ちゃんとよくしてあげられないだろ？」

　恥ずかしさをかなぐり捨てて懇願したのに、世威の判定は厳しい。

　結局、許されたのはさんざん淫らなことを言わされたあとだった。互いの昂りを束ねた手で、根元から扱き上げられる。がちがちになるまで高まった雄同士の摩擦はいつにも増して熱く強く、身も世もなく啼いてよがった。

「あっ、あ、んぅ……っ、ああ……っ！」

　強烈な官能に撃ち抜かれて、思いきり極まる。勢いよく噴いた二人分の白濁が、どろりと腹を濡らした。濃密な精の匂いに、頭がくらくらする。

「世威……」

　絶頂を迎えたはずなのに、波は引いていかない。すがるものがほしくて愛しい相手の名前を呼ぶと、世威は力強い抱擁で応えてくれた。

「……まだ足りない。もっともっと真咲がほしい……」

　熱っぽく訴える世威の声に、腰の奥が疼く。真咲もまた、世威と同じ気持ちだった。

　ただでさえ絶倫の鬼に精力増強の術がかかったら、それこそ鬼に金棒だ。いや、この場合は鬼にパンツだろうか──そんな途方もなくくだらないことを考えながら、真咲は世威との夜に耽溺した。





＊＊＊






　その下着にかかっていた術は、洗濯したら効果が切れた。世威は「これで普段も履ける」と安堵して、愛用してくれている。

　真咲は昔からのささやかな夢を叶えた世威を微笑ましく見ながら、簞笥に眠っている未使用の虎柄パンツ二枚のことを思い出しては、どうにも落ち着かない気分になるのだった。
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